


[image: ]
















イケメン伯爵の契約結婚事情


坂野真夢













目次






イケメン伯爵の契約結婚事情


噂の令嬢

持ちかけられた契約

当主と叔父

良くない噂

契約の口づけ

山中でのやりとり

叔父の農園

毒の正体

叔父の狙い

あなたと新たな契約を



番外編


令嬢と従者



特別書き下ろし番外編


私の好きなもの






あとがき
















イケメン伯爵の契約結婚事情










噂の令嬢




　女の務めとは、家を守り、夫を立てること。

　部屋にこもって裁縫をし、子供の面倒を見ながら夫の帰りを待つ。

　晩餐会があれば笑顔を振りまき、夫を立てる美しき花となれ。




　母親から、耳にタコができるほど聞かされた言葉を思い出し、エミーリアは苦虫を噛み潰した。

「いつの時代の話よ、懐かい古こ主義も大たい概がいにしてほしいわ」

　その雄たけびに、鳥たちが一斉に飛び立つ。溜まっていた鬱うっ憤ぷんのせいか、思いのほか大きな声が出てしまって、エミーリアは自分でも驚いた。

「お嬢様、聞こえていますよ」

　やれやれ、といった調子で後ろから黒毛の馬でついてくるのは、従者のトマスだ。

　萌ゆる春。姿こそ見せないもののそこら中から気配を感じさせる動物たち、一瞬たりとも同じ形を作らない木漏れ日による陰影。まるで生き物であるかのように躍動的な山の中を、ふたりは馬で野がけしていた。

　美しい栗毛の髪をひとつに結い上げたエミーリアは、体のラインがくっきり分かる、少しきつめの乗馬服に身を包み、自身の髪色とよく似た栗毛の馬にまたがっていた。光沢のある生地でできた乗馬服といい、溢れ出る気品といい、彼女が上流階級の人間だということは言われずとも伝わってくる。

　一方、硬いダークブラウンの髪をつんつんと立てているトマスは、がっちりとした体格にぴたりと合う平服の上から金属片を縫い込ませた日常用の鎧よろいともいうべきベストを着込んでいる。さらに腰には細身の長剣を携え、いかにもお付きの従者といった風ふう貌ぼうだ。しかし、その顔は体格とは裏腹に優し気で、今も心配そうな顔で前を行く主人を見つめていた。




　ここはドルテア国。いくつもの貴族が自治領を持ち、勢力を保ちながら国の均衡を図るという、王政ながらも地方分権の進んだ国家だ。

　王家は一番格上とはいえ、実質的には中央領のみを管理している。各貴族領と同様に名産品や作物を交易し、利益を得ることで経済を動かしていた。

　各地方を治めるのは、地ち方ほう伯はくと呼ばれる先祖代々の歴史を持つ伯爵家で、自身の名がついた領土をそれぞれ管理している。

　その中でも、石炭を多く埋まい蔵ぞうする広大な領地を持つベルンシュタイン伯爵家は、有数の名家だ。当然、他の領土を治める貴族たちはベルンシュタイン家との繋がりを求める。その手段が政略結婚だ。

　後継者である長男、ギュンター＝ベルンシュタインにおいては、見目麗しい容姿に加え、頭脳明晰であるという評判もあり、ひっきりなしに縁談の話が届けられていた。昨年、小さい領土ながらも港を有する南のベレ伯爵家の令れい嬢じょうを迎え、ようやく縁談話は沈静化した。

　ベルンシュタイン伯爵にはもうひとり子供がいる。ギュンターの妹に当たるエミーリア嬢だ。

　花の盛りの十七歳。美しき深しん窓そうの令嬢として名高く、こちらも縁談話には事欠かなかった。

　しかし、彼女の嫁ぎ先はまだ決まっていない。

　その理由として、巷ちまたでは有力な噂がふたつあった。

　本人が内気すぎて結婚に消極的であること、そして父親であるベルンシュタイン伯爵が娘を溺でき愛あいするあまり手放したがらないということ。

　しかしそれは、あくまで噂だ。

　エミーリアが男を見れば失神するほど初う心ぶな女性であるということも、女性の美徳とされる裁縫が素晴らしい腕前であることも、すべては世の男が作り出した幻想に過ぎなかった。




　実際は……と、トマスは背筋を伸ばして馬にまたがる美しい令嬢を眺める。

　容姿は美しい。まさに噂通りと言えるだろう。

　小さな顔にすっと通った鼻、薄紅色に染まった血色のいい頬は健康的で愛らしい。

　目元には泣きぼくろがあり、ぱっちりした薄茶の瞳は魅惑的だ。ひとつにまとめられている長い栗毛の髪が下ろされている時は、今以上に人の目を惹きつける。

　しかしながらこの麗しい令嬢は、内面においてまったく噂通りではない。

　子供の頃からお転てん婆ばな彼女は、三歳上の兄であるギュンターの後をついて回り、学業や乗馬の訓練に精を出し、弓を自由自在に操っていた。

　趣味は狩り、好きなものは馬。汚れることも厭いとわず厩うまやに入り、愛馬の毛並みを整える彼女を、トマスは何度連れ戻したか分からない。

　ベルンシュタイン伯爵はそんな彼女を溺愛していた。そのため、伯爵は喜ぶ娘の顔が見たくて、乗馬も狩りも彼女の望む通りにやらせた。奥方の小言などは聞き流していたのだろう。

　伯爵はどこかで思っていたのだ。

　女性としての礼節は、年頃になれば勝手に身についていくものだと。

　それが間違いだったと気づいたのは、エミーリアが十五歳の誕生日を迎えた時だ。

　伯爵は彼女を社交界デビューさせるため、自領土内の子し爵しゃくや男だん爵しゃく、近隣の公こう爵しゃくや地方伯など貴族階級の人間を多く招いて晩餐会を開いた。

　普段は履かない高いヒールの靴、足元すれすれの丈の豪ごう奢しゃなドレス。それはエミーリアの美しさを際立たせ、来客者は皆彼女に魅入られ、とりわけ男性陣は彼女を囲むように集まった。

　人の多さに辟へき易えきしたエミーリアが移動しようとした時だ。ドレスを捌さばききれず転んだ拍子に、手近のテーブルクロスを引っ張り、騒音とともに崩れ落ちた。

　辺りは騒然とし、ベルンシュタイン伯爵夫人は顔を引きつらせて固まった。妻の苛立ちを感じ取った伯爵はとっさに、娘は慣れぬ男性との会話で気を失ったということにし、早々に部屋に戻した。

　伯爵の判断は、その場を収めるには正しかったのだろう。しかし、そこからエミーリア嬢は内気であるという噂がたち、人を通すごとにどんどん尾ひれが付いてしまった。とどまるところを知らない噂が作り出した人物像は、今となっては本人とは似ても似つかない。

　その後、伯爵はエミーリアを外交の場には出さず、ひたすら噂通りの淑しゅく女じょにするための教育を施した。しかし、付け焼やき刃ばの教育が身になるわけもなく、この国で婚姻時に娘が持参することがしきたりとなっている手刺繍のベッドカバーは、二年経っても完成していない。

　このままでは嫁にも出せない。縁談はたくさん舞い込んできたが、今の状態のエミーリアを嫁に出すことは詐欺に近いからだ。

　十五歳当初はたくさん来ていた縁談の話も、そんな事情で断り続けているうちに、徐々に少なくなってきていた。

　伯爵夫妻は毎日ため息をつきながら、婚姻用のベッドカバーを完成させるためにエミーリアを屋敷の自室に閉じ込めていた。

　しかし本日、エミーリアはベルンシュタイン家所領の山中にいる。

　伯爵と兄は仕事で中央領に、母と義姉は領内の有力貴族と昼食会、という珍しく屋敷が閑散とするチャンスを無駄にするようなエミーリアではない。

　従者のトマスを言いくるめ、久しぶりに趣味の狩りを楽しむべくお忍びで屋敷を抜けてきたのだ。




　山道はなだらかになってきた。木々の隙間から涼しい風が通り、汗ばんだ体を冷やしてくれる。前を行くエミーリアがスピードを徐々に落とし馬を止めたので、トマスも従うように彼女の半馬身後ろで止まった。

「気持ちいいわね、トマス」

　エミーリアの言う通り、確かに気持ちがいい。しかし、トマスの内心はそんなに穏やかではない。

　トマスはエミーリアより六歳上の二十三歳。両親ともにベルンシュタイン家の召めし使つかいであるため、小さな時から屋敷で暮らしている。

　ギュンターとエミーリアより少しばかり年上である彼は、世話係という名の遊び相手にさせられていた。トマスにとってエミーリアは主人ではあるが妹という感覚が強く、彼女のわがままには弱い。

　そんなわけで、今日もついつい言うことを聞いてしまったが、山を登るにつれ後悔が湧き上がってきていた。

　自分の使命は、エミーリアを噂通りの楚そ々そとしたお嬢様にすることであって、彼女の気晴らしをさせることではない。エミーリアももう十七歳、他家に嫁ぐことでベルンシュタイン家を支えていかなければならないのだ。彼女にその自覚を持たせることが一番重要だというのに。

「もう領地の境界すれすれまで来ています。そろそろ戻りましょう。誰かに見つかったら大変です。分かってます？　あなたは本来、今日も部屋にこもってベッドカバーを仕上げなきゃならないんですよ？」

「分かってるわよ。でも、仮に見つかったところで、深窓の令嬢がこんなところにいるわけないんだから、私がエミーリアだなんて分かるはずがないじゃないの。大丈夫！　ベッドカバーは私の代わりにメラニーがやってくれているから、お父様だってごまかせるわ」

　メラニーはエミーリア付きの侍女である。年齢はエミーリアと同じで、二年前から仕えている大人しく実直な娘だ。裁縫が上手なところも、エミーリアにしてみれば傍に置いておきたい理由のひとつなのだろう。奥方から出される裁縫の課題を、メラニーが代わりにやっているのを、トマスは何度か見たことがある。

「かわいそうに、メラニー」

　同類を憐れみつつトマスが漏らすと、エミーリアにじろりと睨まれる。

「だってやってられないわよ。子供の頃は好きなようにさせてくれたのに、十五歳の誕生日を過ぎた途端、屋敷にいろ、花嫁修業をしろっておかしくない？」

「それが大人になるということです」

「だったら大人になんてならなくてもいいわ。お父様もお兄様も狩りに連れていってくれなくなって……弓矢を触るのだって半年ぶりよ」

　エミーリアは手た綱づなと一緒に持っていた弓を撫で、弦をはじく。

　多少日に当たったところでくすみもしない美しい肌は、うっすら汗をかいているのか日光を反射していた。眩しさに目を細めながら、トマスは咳払いをする。

「普通のご令嬢は一度だって弓矢など触りはしません。もう十七歳になられたんですから自覚を持ってください。せっかくあんなに縁談の話が来ていたのにお断りする羽目になって……。このままじゃ婚期を逃しますよ！」

「そりゃ私だって別に結婚したくないわけじゃないけど。でもあそこまで噂が先行しちゃったら、もう無理でしょう？　実際の私は針仕事なんて五分と続けられないのよ？　……いいの。もう諦めたわ。どうせ家はお兄様夫婦が継ぐんだし、うちはお金持ちじゃないの。私ひとりくらい養えるでしょ」

「情けないこと言わないでください」

　トマスの目から見ても、エミーリアは魅力的だ。女性として幸せになってくれることをずっと願い続けてきたのに。

「男に生まれたかったわ。そうしたらこんなふうに隠れて狩りをしなくてもいいのに」

　その主人はこんなことを言うのだからやってられない。

「とにかく」とトマスは咳払いをする。

「お嬢様を狩りに出したと知られたら私が解雇されてしまいます。私はあなたを噂通りの深窓の令嬢にしろと言われているんですからね。お願いしますよ」

「お父様もお母様もなにを考えているのかしらね。私が今さら変われるわけないじゃないの。まあでもトマスが解雇されては私も困るから大人しくしているわよ。それでいいでしょ」

　朗らかに言い放ち、エミーリアは再び馬を走らせる。

『大人しくしている』と言いつつ内緒の狩りをやめないのはどういうことだと思わないこともなかったが、エミーリアはすでに聞く耳を持っていないようだ。

「あっちになにかいるわよ。イノシシかしら。追うわよ」

「お嬢様、お待ちください」

　トマスは慌てて手綱を引き、自分の主人の後を追った。

　先を行くエミーリアは、腿ももでしっかり馬の腹を押さえ、体を安定させて矢を放つ。矢は木々の合間を抜け、イノシシの体を掠めた。しかし、生命力に溢れたイノシシは雄たけびを上げつつも奥深くへとどんどん進んでいく。

「お嬢様、そろそろ」

　トマスは、隣のクレムラート伯爵家の領地に入ってしまうのが気がかりだった。

　クレムラート伯爵家の領地は肥ひ沃よくな平地が大部分で、広大な畑を持ち、領民の職業は農業が多い。それゆえ、彼らが狩りをしようと思えば、領土境にあるこの山に限られてしまうのだ。実際、過去には双方の領主が鉢合わせして揉めたことがあるとトマスは聞いている。

　狩り好きだったクレムラート前領主は三年前に亡くなり、跡目を継いだのは現在十九歳になる子息だ。つい三カ月ほど前に結婚一年になる奥方を亡くされたという話だから、まさか狩りなどはしていないと思うが。

　不安を隠しきれないトマスは馬を速めた。自分たちが山に入っているからかもしれないが、山全体にざわついた空気を感じるのだ。

　その時、獣の断末魔が辺りに響き渡った。

「やったわ」

　エミーリアは歓声を上げ、馬を速めて先へ行く。

　鳥が飛び立つ音や葉擦れの音に紛れ、トマスの耳は人の話し声を拾った。

「お嬢様、お待ちください……！」

　遅れてトマスが追いかけたが、時すでに遅し。追いついたトマスが見たものは、ふたりの男に囲まれ、気丈に睨みつけている主人の姿だった。










持ちかけられた契約




　矢にかかった獲物を追ってきたら、ふたりの男に出くわした。

　エミーリアは興奮する馬をなだめながら、その背から降り、目の前のふたり組を観察した。

　ひとりは、ダークブロンドの緩やかなウェーブのかかったショートヘア、鋭角的な顎をした目鼻立ちのくっきりした青年で、宝石のような碧へき眼がんが印象的だ。白シャツに赤地のベスト、深緑のズボンにブーツを合わせた格好で、腰には細身の剣を差し、手には弓を持っている。

　もうひとりは全体的にもっと落ち着いている。ブラウンの髪に、それより暗いブラウンの瞳。縄を片手にイノシシの捕獲態勢に入っている。

　仕留めたと思ったイノシシには、矢が二本刺さっていた。今わの際に相当暴れたのか、近くの木々の枝がいくつも折られている。

「ああ、もう一本の弓は君か。どこのお嬢さんだ？　勇ましいもんだな」

　碧眼の青年が、エミーリアに値踏みするような視線を向けた。後ろにはエミーリアの馬よりもひと回りは大きな黒毛の馬がいる。

　エミーリアは男よりもそちらに気が惹かれた。幼少時から馬が好きなエミーリアには、それがよく手入れされた良馬であることが分かる。きっと脚力もあるだろう。こんな馬に乗って全力疾走したらどれほど気持ちいいものか。

「おい。聞いているのか？」

　苛立ちを含んだ問いかけに我に返り、エミーリアは返事について考えた。

　男は身なりもいいし、きっとどこかの貴族だろう。社交的な父ともし知り合いだったら、なんのきっかけでお忍びの外出が知られてしまうか分かったものではない。ここはなんとかとかごまかしてやり過ごそう。

　しかしすぐ後ろからトマスがやってくる。

「お嬢様っ」

　やり過ごそうと決めた瞬間に、いかにもな呼称を使われ、エミーリアは顔をしかめた。

　トマスはふたり組の男に気づくと、しまったという顔をして、すぐに馬から降りて頭を下げた。

「あなたはクレムラート伯爵家のご当主・フリード様ですね。ご無礼をお許しください。私どもに悪意はありません。狩りをしていて迷い込んでしまっただけなのです。すぐに立ち去りますので、どうかご容よう赦しゃを」

　エミーリアは、トマスが告げた男の名前に驚きを隠せなかった。クレムラート伯爵家は、隣の領地を治める歴史ある貴族だ。前領主が亡くなり、息子が跡を継いだというのは風の噂で聞いてはいたが、それがこの居い丈たけ高だかな碧眼の男だとは。

「さあ、お嬢様も……」

　トマスに謝罪するよう求められ、エミーリアはムッとしつつも従う。隣のクレムラート伯爵家の領地にまで入り込んでしまったとなれば非があるのはこちらのほうなので、揉め事を起こしていいことなど、なにもないだろう。

「申し訳ありませんでしたわ。非礼はお詫びします。では……」

「待てよ」

　馬に再びまたがろうとした時、背中に呼びかけられた。

「名乗りもしないのは失礼だろう？　俺はクレムラート伯爵家、第十四代当主・フリードだ。こっちは従者のディルク。君たちの名は？」

　領地内だからなのか、男はあっさりと自分の身分を口にした。

「私はエミー……」

　エミーリアが名乗ろうとした瞬間、目の前にトマスの手がかざされ、驚いて口ごもった。目でちらりと合図される。どうやら言うなということらしい。

「通りすがりの者です。どうかご容赦くださいませ」

　平身低頭の構えを見せるトマスに向け、フリードは舌打ちをする。納得がいかないというように脇に差していた細身の剣を抜き、トマスの頬すれすれのところで止めた。

「仮にも地方伯が名乗ったのに名乗れないとは、無礼にもほどがあるだろう。ふたりともそれほど育ちが悪くないのは、動きで分かる。それでも礼を欠くには相応の理由があるんだな？」

　口を動かそうとしたトマスの頬にうっすら血が滲にじむのを見て、頭に血が上ったエミーリアはふたりの間に割って入った。剣を持つフリードの手を押しのけ、キッと睨みつける。

「やめて、理由などないわ。私はエミリー。ベルンシュタイン領のただの田舎娘よ。彼はうちに仕えているトマス。領土を越えて入り込んだことは悪かったわ。獲物は差し上げますし、すぐに領内へ戻ります。これでいいでしょ？」

　そこまで言い切った時、手袋で覆われた大きな手が、エミーリアの顎を上へと向けた。

　空の色に似た綺麗な瞳の中に、エミーリアは自身の姿を見た。そして、男の口元がクッと嘲あざけるように笑うのも。

「ただの田舎娘にこんな度胸が？　それにその乗馬服。随分キツキツのようだが生地は上物だ。一介の田舎娘の持ち物とは思えないな」

　エミーリアは思わず生唾を飲み込む。

　乗馬服は、十五歳の時にあつらえたものだ。その頃は、父親である伯爵が乗馬に反対していなかったため、素材にこだわったいい服を体に合わせて作ってくれた。身長はそれほど変わっておらず、きついのは胸元だ。そのあたりに男の視線を感じ、エミーリアは睨みつける。

「変な目で見ないでよ！」

「ほらみろ、すぐ敬語が抜ける。使い慣れていない証拠だ。君は相当いい家の娘だろう。地方伯と名乗る男を前にそれだけ堂々と嘘をつけるところも大したもんだ。……気に入った。実は今、早急に花嫁が必要なんだ。君は度胸もありそうだからちょうどいい。俺のもとへ嫁がないか？」

「……は？」

　エミーリアは目が点になった。

　目の前の男は先ほどまでの不信感丸出しの顔とは打って変わって、紳士めいた微笑みを見せる。

（でも言動は全然紳士じゃない。こんなむちゃくちゃな求婚、聞いたことがないわ）

「恐れ入りますが、聞かなかったことにさせてください。さ、参りますよ、お嬢様」

　フリードから奪い取るようにしてトマスがエミーリアの肩を抱き、彼らに背中を向けた。

　――と、背後から落ち着いた声が聞こえてきた。

「ベルンシュタイン伯爵家の深窓のご令嬢は、美しい栗毛に薄茶の瞳をお持ちだそうだ。人づてに聞いた話だが、目元のほくろが蠱こ惑わく的なんだそうだよ」

　エミーリアは身を竦すくめる。

　ここのところ人とは会っていないはずだが、唯一、兄の結婚披露宴の席で、数人の紳士と話した覚えがある。その時は両親の手前、恥ずかしがり屋のお嬢様を演じたものだが。

「容姿はそっくりだな。俺が予想していたのとはだいぶ違うが、君はベルンシュタイン伯爵家のエミーリア嬢だろう」

「な、な、なんのことですか」

「急ぎで結婚相手を探していると言っただろう。近隣貴族の年頃の令嬢の情報くらい入っている。もっとも、男と話すだけで失神するような純真な娘だと聞いていたが、どうやら根拠のない噂だったようだな」

　どうせ噂通りの娘じゃありませんよ、とふてくされつつ、自分のことを知っていることには納得し、どうやってごまかすべきかとエミーリアは目を泳がせた。

「なかなか結婚しないのはそのせいか？　これでは詐欺だと言われても仕方ないものな」

　楽しそうに笑うフリードに、エミーリアはぐうの音も出ない。むくれていると、からかいの色を込めて畳みかけてきた。

「深窓の令嬢がイノシシを仕留めるほど勇ましいとは思わなかったと、ベルンシュタイン伯爵に伝えてもいいかな？」

「やめてよ！」

　言ってからハッとする。思わず出た言葉は、これまでのフリードの推測が正しいことを裏付けてしまった。

「……お嬢様」

　悲壮な声に後ろを向くと、トマスは顔に手を当ててうなだれていた。

　逆に楽しそうなのはフリードだ。今度は貴族らしく優雅に、エミーリアの手を取った。

「認めたところで教えてくれないか。これだけ美しいお嬢さんがどうして結婚しない？」

「……あなたが言った通りよ。本当の私は乗馬と狩りが好きなの。噂を聞きつけて求婚してくる人たちが想像している姿とはまったく別物だわ。詐欺だと言われては外聞が悪いでしょう。しないんじゃなくてできないのよ！」

　ふくれたまま吐き捨てると、「伯爵の名誉のため……か」と呟き、フリードはクシャリと笑った。

　その顔には先ほどまでの嫌みな様子がなく、むしろ少し悲しそうに見えて、エミーリアは目を奪われる。

「なるほど。……では詐欺だとさえ言われなければいいわけだろう？　結婚自体はそちらにとってもプラスになる」

　黙っていると、フリードは勝手に納得したように続けた。

「こっちも事情があってな。嘘でもいいから花嫁が必要なんだ。可能なら、契約と割り切ってくれて、ちょっとやそっとの事件では動じないような肝の据わった花嫁がいい」

「契約？」

「そう。俺は三カ月前に妻を亡くしたばかりだ。今のところ新しい女など考える気はない。ところが周りはそれでは納得してくれなくてな。……結婚したという事実だけが欲しいんだ。君にその気がないなら、妻としての役割は求めない。期限は俺が二十歳になるまで。あと半年……諸々の手続きを含めても一年でいいんだ。それが過ぎれば、君の意思を尊重して離婚にも応じられる」

「一年でいいの？」

　この国では離婚が認められている。そもそも結婚自体が貴族たちの思惑が絡んだ政略結婚が主なので、他に縁を繋ぎたい貴族が現れれば、親に無理やり離婚を強いられることも少なくないのだ。幸い、エミーリアの父は単純に娘の幸せを願っているが、娘を手駒のように考えている貴族のほうが多いだろう。

　エミーリアはフリードの申し出を頭の中で反はん芻すうした。

　妻としての役割は求めないということは、住む屋敷が変わるだけで今とそこまで生活が変わらないのではないだろうか。後々離婚をすれば外聞は悪いかもしれないが、一度も結婚もせずに歳を重ねていくよりは、親も体面が保てるだろう。

　それから再び求婚話が来るかどうかは疑問だが、エミーリア自身、そこまでして誰かの所有物になりたいわけではなかった。

　一年我慢して、無事に離縁して実家に戻ってこられれば、あとは昔のように狩りを楽しみ、自由に生きても、誰も文句など言わないかもしれない。

（……案外、好都合？）

　頷きかけたエミーリアを止めたのはトマスのひと言だ。

「失礼ですがフリード様。エミーリア様はベルンシュタイン伯爵家の大切なご令嬢です。私は、お嬢様が幸せになるのを願い続けてきたんですよ？　契約結婚など賛成できるはずないではありませんか！」

「トマス」

　さすが、兄妹のように育ってきた従者だ。

　エミーリア自身は、結婚は家のためのものと割り切ってはいるが、やはりそんな軽々しくするものでもないだろう。

　自分を想ってくれる従者の気持ちに感動して、やっぱり断ろうと決意したタイミングで、今度は意地悪な声がふたりを割った。

「そうか。では、噂の深窓の令嬢がこんなお転婆だと、人に知られてもいいんだな？　ベルンシュタイン伯爵の立場もなかろうに」

　その言葉に今度は一気に青ざめる。今までせっかく〝内気すぎる令嬢〟という噂を守り続けてきたのに、違ったとなれば父親である伯爵の信用問題にも関わる。

「いけません」と止めるトマスを振り切って、エミーリアは頷いた。

「……いいわ。契約の話、受けるわ」

「お嬢様！」

　トマスが非難の声を上げ、エミーリアをかばうように前に立ち、フリードを睨みつける。

「いけません、こんなおかしな話があるわけないじゃないですか。絶対に裏がありますよ」

「裏はあるよ」

　あっさりとフリードが認める。

「しかし、それを説明するにはお家事情まで明かさなければならないからな。嫁ぐつもりがないならば教えるわけにはいかない」

「……嫁いだら教えてもらえるの？　その後離婚するとしても？」

「離婚できる頃には片付く問題だからな」

「なるほど」

　フリードの言葉を信じるならば、期間は一年。そう悪くない条件だとエミーリアには思えた。それよりも、父親に狩りに出ていたのが知られ、失望されることのほうが恐ろしい。

「いいわ。契約する」

「お嬢様！」

　叫ぶトマスに、フリードはゆったりと笑いかけた。

「そんなに心配なら君もついてきたらいい。エミーリア嬢もまったく未知の領地にひとりで来るのは心細かろう。では後ほど、正式に婚礼申込の書状を出す。ベルンシュタイン地方伯によろしく伝えてくれ」

「分かったわ。……でもあなたと私が今日会ったこと自体、父には知られたくないのよ。……そうね。密かに文通でもしていたことにしましょうか。会ったことはないけれど、手紙の内容であなたが私を見初めた。それでどう？」

「分かった。そうしよう」

　フリードが手を伸ばしたので、握手かと思い、エミーリアも応じようと手を重ねた。ところが、彼はエミーリアの手を目線の高さまで持ち上げると、指の付け根に唇を落とす。茶目っ気のある笑みを浮かべられ、エミーリアの心臓が大きく脈打った。

「契約成立だ」

「え、ええ」

　予想外の行動に、心臓がまだ跳ね回っている。エミーリアが自身を落ち着かせようと深呼吸している間に、フリードはまだ納得しかねているトマスの肩を抱き、なにやら話しかけていた。

　一方、フリードの従者・ディルクは手際よく獲物であるイノシシを縛り上げ、馬の鞍くらに括くくり付けている。抜かれた矢を見るに、致命傷を与えたのはフリードの矢だったようだが、あのまま追い続けられたとすれば仕留める自信はあった。

（久しぶりの狩りだったのにな）

　仕留めたところで持ち帰れば狩りに出たのが知られてしまうから、これでいいのだが、いざ獲物を目の当たりにするとちょっとだけ残念な心持ちになる。

　ため息をついたところで、トマスが諦め顔で近づいてきた。

「お嬢様、戻りましょう」

「ええ。なにを話していたの？」

「山抜けの近道です。さ、早くしないと奥様たちが戻ってきてしまいますよ」

　促されて、エミーリアは自分の愛馬に乗った。

　走り出してから後ろを振り向くと、フリードが見送っているのが見える。

（私の旦那様になる人……か）

　降って湧いた縁談話を、案外嫌でもなく受け入れている自分に驚きつつ、エミーリアは馬を急がせた。
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　数日後、エミーリアの部屋を、ベルンシュタイン伯爵が駆け足で訪れた。

　ちょうど侍女のメラニーからでき上がった刺繍のベッドカバーを受け取ったばかりのエミーリアは眉を寄せ、息を切らした父親を見つめる。

「エミーリア。お前、いつからクレムラート伯爵家のフリード殿と文通などしていたのだ」

（あら、もう来たの）

　フリードの素早い行動に感心する。早々に花嫁が必要だというのはどうやら嘘ではないらしい。

　エミーリアは考え込むように俯うつむいた。

　それを、娘らしい恥じらいと解釈した伯爵は、普段見ることのない娘のしおらしい姿に驚いて、「怒らないから言ってごらん」と優しく先を促した。

「……ええっと。以前から噂だけは聞いていたのだけど、まだ結婚して一年の奥様がお亡くなりになったと聞いたから……お気の毒で、お悔やみ状を出したのよ。それで……」

　エミーリアは事前にフリードやトマスと口裏を合わせていた理由をたどたどしく告げる。

　伯爵の脳内はそれを拡大解釈した。

　エミーリアを社交界デビューさせた晩餐会には、クレムラート伯爵家にも招待状を出していた。記憶は定かでないが、恐らくフリードも来ていたのだろう。

　エミーリアは、その時に彼にひと目惚れしたのかもしれない。だとすれば、その後の彼の結婚話には意気消沈したことだろう。なかなか刺繍が上達しなかったのは、結婚そのものに対して絶望していたからだったのだ。

　……であれば、忘れえぬ思いを抱えつつ、悩みながらも出したお悔やみ状だったのだろう。親にも内緒にするくらいだ。そしてその手紙がきっかけで、娘の思いは、青年に届いたのだ。

　妄想にとらわれた伯爵は、若干の矛盾など気にしていなかった。それがあたかも事実であるように思い込み、目を潤ませてエミーリアの肩を優しく撫でる。

「そうだったのか。私に相談してくれればいいものを……でも安心しろ。お前の気持ちは彼に届いたようだ。彼は美しいと評判のお嬢さんを、後妻にというのは不満だろうが大切にするからぜひに、とおっしゃっている」

　相談しろと言われる理由がエミーリアには分からなかったが、嘘をついている時は寡黙であれ、だ。目を伏せたまま、「そうですか。喜んで」と口元を押さえる。

　伯爵は娘のか細い声に感動したのか、「この婚姻、早急にまとめよう」と言い、エミーリアの手からベッドカバーを奪い取った。

「おお、ようやく完成したんだな。やはりお前は……フリード殿がひとりになったと知って、ようやく結婚にも前向きになったと、そういうことだな？」

「え？　あの、お父様？」

「ではすぐに返事を出そう。トマス！　トマスはいるか？」

　オーバーアクションで伯爵が部屋を出ていくと、エミーリアは堪え切れず笑い出した。

「お父様ってば、相変わらず、おもしろいわ」

「お嬢様、お嫁にいかれるんですか？」

　エミーリアの傍に控えていたメラニーは、ポニーテールにしている赤茶の髪を揺らしながら心配そうな顔をしている。

「そうね。……メラニーも来ない？　そんなに長くはないと思うわ」

「え？」

「侍女を連れてきてもいいと言われているの。あなたが一緒に来てくれたら私も嬉しいんだけど」

　不思議顔のメラニーに簡単に説明しようとした時、今度は母親が部屋にやってくる。

「でかしたわよ、エミーリア。お相手はクレムラート地方伯ですって？　あそこの領土は農業に強いの。協力関係を結ぶにはベストな家柄よ」

　こちらはやたらに打算的である。

「どうやって知り合っていたのか知らないけど、お手柄だわ。いい？　愛想つかされないように慎み深く、女性らしく。輿こし入いれの日までスパルタでいくわよ」

「は、はい」

　空気を切るような勢いで言われ、エミーリアは思わず背筋を伸ばした。

　父親とは求めているものが違いそうだが、どちらも結婚に対しては賛成のようである。




　こうして、エミーリアの婚姻は異例の速さで進められた。

　クレムラート家から出た条件は、前妻を亡くして間もないので大々的な婚儀はしない、ということだった。伯爵は不満そうだったが、仰々しいドレスなど扱いきれないエミーリアにはむしろ好都合だ。

　何度か個別にフリードともやりとりし、〝人目につくところで乗らないこと〟を条件に、栗毛の愛馬・ムートを連れていくことも了承してもらえた。

　エミーリアはトマスを自室に呼びつけ、内密に話をした。

「ムートを連れていきたいの。でも、普段は乗っては駄目と言われたわ。だとすれば、ムートにストレスが溜まらないように時折乗ってくれる人が必要なの。私と一緒に来てくれる？　トマス」

「……お嬢様は私が断るなどとは思っていないでしょう？」

　恭うやうやしく頭を下げながらも、誇らしい笑みを見せてトマスは答える。

「もちろんよ。身の回りの世話のためにメラニーも連れていくわ。きっと彼女も心細いだろうから、話し相手にもなってあげてほしいの」

「もちろんです」

　こちらも本当の理由だろうとトマスは理解する。

　エミーリアを大切に思うのは、単に主人だからというわけではない。侍女や従者をちゃんと人間として大切にする気持ちがエミーリアにはある。だからこそ、命を懸けてでも守ろうと思うのだ。

「……フリード様がなにをお考えか分かりませんが、困ったらいつでも言ってください。私の主人はお嬢様だけです」

「ありがとう。トマス」

　幼馴染の従者の言葉に不安を払拭され、エミーリアもホッと胸を撫で下ろした。
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　そして、輿入れの日。エミーリアは清楚な白のドレスに身を包み、侍女のメラニーとともに　箱馬車に乗せられた。

　前を行くのは馬に乗ったベルンシュタイン地方伯とお付きの従者たち。後ろをついてくるのはムートに乗ったトマスと衛兵たちだ。

　花嫁の引き渡しは、領土境にある唯一の平原。クレムラート伯爵家ゆかりの神官の立会いのもと、簡易的な婚姻の儀式が行われる。

　馬車から降りたエミーリアが見たのは、山で会った時よりも貴族然としたフリードだった。

　身長が高く、がっちりした肩幅の彼には白の礼服がよく似合っていた。洗練された身のこなしは、父親である伯爵と見比べても遜そん色しょくなく、なるほどこれならば地方伯と言われても納得がいく。

「エミーリア殿、お会いしたかった」

　整った顔に柔らかな笑みを乗せ、フリードはエミーリアの手を取り、手の甲に口づける。その態度の嘘臭さに寒気がしつつ、エミーリアも今は内気な令嬢を演じるしかない。娘の姿を寂しさ半分誇らしさ半分で見つめる父親の刺すような視線を受け止めながら、恥ずかし気に俯き、言葉少なに彼の言うことに頷いた。

　婚礼式では神官を前に、愛の言葉を誓い合う。

「フリード＝クレムラート。あなたはエミーリア＝ベルンシュタインを一生の伴侶とすることを誓いますか」

　お決まりの文句だが神官の前で嘘をつくかと思うと気が引ける。

　ちらりと隣に立つフリードを見ると、神妙な顔のまま「はい」と告げた。

「エミーリア＝ベルンシュタイン、あなたはフリード＝クレムラートを夫とし生涯を捧げることを誓いますか」

　一瞬の戸惑いで、間が空いてしまった。フリードがちらりとこちらを見て、優しく微笑みかける。それで、つかえていた喉に空気が通った。

「はい」

「では贈り物を」

　神官に促され、エミーリアは綺麗にたたまれたベッドカバーを渡す。受け取ったフリードは微笑んで一礼すると従者に渡した。代わりにフリードからはベールのついたティアラが被せられた。

「では誓いの口づけを」

　神官の言葉で、エミーリアに緊張が走る。そういえば、兄の婚礼式でも誓いの言葉の後には口づけを交わしていた。当然自分もしなければならないに決まっているのに、まったく考えていなかったのだ。

　フリードの手がベールをめくる。緊張で顔が強ばっているのが分かり、エミーリアは固く目をつぶった。

　――と、感触は額に落ちてきた。

　目を開けると、優しく微笑むフリードの顔がある。彼はエミーリアの腰に手を添え、その場に控える列席者に恭しく頭を下げた。

　鳴り響く拍手に、笑顔を振りまくフリード。エミーリアはぽかんと彼の姿を見つめていた。

『妻としての役割は求めない』

（ああ、そうか）

　エミーリアは彼の以前の言葉を思い出し、納得した。本物の妻ではないから、正式に誓うつもりがないのだ。まして彼は同じように将来を誓った妻を数カ月前に亡くしたばかり。契約の花嫁に口づけを交わしては、死んだ妻に申し訳が立たないと思っているのかもしれない。

（それは、……正しいわ。多分）

　そう思うのに、どこかすっきりしないのは、やはり女として婚礼式への憧れがあったからだろうか。




「大切なご令嬢を、預けてくださりありがとうございます」

　一連の儀式が終わった後、フリードは義理の父となったベルンシュタイン伯爵と握手を交わし、エミーリアにそっと愛し気な視線を向ける。

　予想外の甘い眼差しに、嘘だと分かっていてもエミーリアの胸はときめいた。顔が熱くなり、口元を押さえて恥じらって見せる。

　ふたりのやりとりに、伯爵は満足気に頷いた。

「いやいや。深窓とは名ばかりで世間知らずな娘だ。どうか大きな心で受け入れてやってほしい。娘もこんなにも君のことを想っているようだし」

「そんな。こちらこそ後妻という立場でお嬢さんをいただくなどという図々しいお願いを聞き入れていただき、感謝しております」

「なにを言う。私こそ、君のような将来有望な男のもとに大切な娘をやれて、本当にありがたいと思っているとも！」

　ベルンシュタイン伯爵は、この結婚の裏になどまったく気づいていないように豪快に笑う。エミーリアは父親への罪悪感にいたたまれなくなり、フリードの服をついと引っ張った。

「あの……のんびりお話ししていては日が暮れてしまいますわ」

「はは。我が娘は早く君のもとに行きたいようだ」

　冷やかす伯爵を、エミーリアは軽く睨みつける。

　フリードは頬を緩め、彼女の腰に手を添えた。

「そうだな。では行くとしよう。お義父上、落ち着いたらぜひ我が領地にお越しください」

「おお、楽しみにしているぞ」

「ではお父様、ごきげんよう」

　そこで再び馬車に乗り込もうとしたエミーリアの手を、フリードが掴んだ。

「箱馬車に乗っていたのでは景色もよく見えないだろう。怖くなければこちらへ。あなたを歓迎する領民の姿が見える」

　フリードは以前にも乗っていた大きな黒馬に乗り、彼女を引き上げた。

　先ほどの馬車の座席よりも、三十センチほど高い位置、加えて遮るものはない良好な視界に、エミーリアは爽快な気分になる。他の衛兵の手前、一旦は怖がる素振りを見せたものの、馬が走り出せば黙ってなどいられなかった。

「すごいわ。遠くまで見える。気持ちいい」

「我が領土一番の名馬だ。落ちないようしっかり掴まって、怖ければ言ってくれ」

「怖いわけないわ」

　そして、フリードは馬の足を緩め、しんがりをついてくるトマスを仰いだ。

「やっぱり来たんだな」

　トマスは複雑な表情で、頭を下げる。

「エミーリア様の馬のお世話をさせていただきます。どうぞよろしくお願いします」

「分かった。よろしく頼む」

　エミーリアはふたりのやりとりになにか含んだものを感じつつも、馬に乗った興奮を抑えられずに、辺りを見回していた。




　フリード側の従者に付き添われる形で、エミーリアたちは屋敷へと向かう。

　クレムラート領をひと言で言うならば、なだらかな扇せん状じょう地ちだ。山の際から緩い傾斜で平原が広がっている。ぽつりぽつりと家があり、その周りには耕作地が続いている。金色、緑、黄色など畑は色とりどりだ。

　鉱山が連なるベルンシュタイン領との違いに、エミーリアはいちいち歓声を上げる。

「ねぇ。すごく綺麗、あれは？」

「あれは麦だ。ここいらの主食だな。ベルンシュタイン領でも作っているだろう」

　ベルンシュタイン領は、北東に鉱山を抱え、南西に平原がある。屋敷はどちらかと言えば山際にあり、エミーリアが外出していたのは主に山側だった。

「でも私、畑そのものを見たことはなかったわ」

「ここいらは麦が多いが、東側に向かえば野菜を作っているところも多い。あと生産で多いのは花だな。中央領でも我が領土の花は質がいいと評判になっている」

「へぇ」

　屋敷の庭園に咲き乱れる花は見ていて綺麗だと思うが、花が産業の一部になるなんて、エミーリアは想像もしていなかった。

「花なんて、その辺から摘んでくるものだとばかり思っていたわ」

「深窓の令嬢は花の髪飾りもしないのか？」

「だって、社交に出ることもほとんどなかったもの」

　言われてみれば、兄の婚礼式の時の豪奢な花束や兄嫁の花飾りが、そこらで摘んだものであるはずはない。世間知らずな自分に、エミーリアは顔を赤らめた。

　農民たちは、フリードが通るのを見ると、作業の手を止めて頭を下げる。

　大々的に式を行わなくとも、フリードが新しく妻を娶めとることは前もって通達があったため、全領民の知るところだ。

「伯爵様、おめでとうございます」

　親しみを込めて向けられる笑顔に、エミーリアは感動した。

　領主と民の距離が近い。それも、ベルンシュタイン領では見られない光景だった。

「……いい国ね」

「そうか？」

「ええ」

「これから悪いところも見せることになる。覚悟しておいてくれ」

「……？」

　農村地帯を過ぎると、家々が連なる区域に入った。その奥に一際大きな建物が見える。

「あそこが屋敷だ。君の家にもなる」

「……あれが」

　石造りの外観に、赤茶色の屋根。横に広い屋敷は二階建てで、広大な庭を有する。ベルンシュタイン伯爵家も大きかったが、それに劣らない豪奢な造りだ。

「君は今から、クレムラート伯爵夫人だ。屋敷の中ではきっと嫌なことも起こるだろう。困ったことがあればなんでも言ってくれ。必ず俺が守るから、うまく貞節な妻を演じ続けてほしい」

「了解しました。旦那様」

　にっこり笑って、エミーリアは事情を知るトマスを仰いだ。頼りにするべきは事情に精通しているこの従者だ。

　エミーリアの視線にトマスは不安そうな顔をしつつも頷いた。

　それだけで、エミーリアは心が落ち着いてくる気がした。










当主と叔父




　エミーリアは、馬を厩へ連れていくトマスたち従者一行と別れ、メラニーを伴い屋敷の中へと入った。

　フリードのエスコートで天井が高く取られたエントランスホールへ足を踏み入れたエミーリアは、違和感を覚え、メラニーと顔を見合わせた。甘く濃厚な香りが、屋敷全体に広がっているのだ。フリードたちが平然としているところを見ると、この香りは当たり前のものなのだろうか。

「これ、なんの香り？」

「ああ。花の香りだろう」

　入口付近の花台には、大ぶりのラッパ状の白い花が他の草花とともに飾られている。よく見れば、階段の登り口や廊下にもだ。

　ベルンシュタイン家では、屋敷内にここまで花は飾らない。それに、こんなに香りの強い花も見たことがなかった。

「綺麗ね。……初めて見たわ」

「これが特産品となるのも頷けるだろう？」

「ええ」

　答えたと同時に、靴音がホールに響く。

「お帰り、フリード。遅かったな」

　低い声とともに、側近二名を連れた男が現れた。

　背はフリードと同じくらい。しかし歳は離れているだろう。まだ少年の色を残すフリードに比べて、こちらは完全に〝大人の男〟だ。

　髪の色はふたりとも似ていて一見親子か兄弟かと思えるくらいだが、ダークブラウンの細目のせいか彼のほうが全体的に冷淡な印象がある。

「これは叔父上。紹介します。我が妻、エミーリアです。エミーリア、彼はアルベルト。俺の叔父にあたり、現在は補佐役という立場におられる」

「ああ。こちらが噂のエミーリア嬢か」

　アルベルトはブーツの足音を響かせ、エミーリアに近づいた。品定めをするような視線に、エミーリアは居心地が悪くなる。伸ばされた手につられる形で、儀礼的に握手をした。

「初めまして。アルベルト＝クレムラートです。フリードの叔父……父の弟になります。別に屋敷は持っていますが、執務の都合上私もここに住んでおりますので、どうぞ今後ともよろしく」

　微笑んでいたアルベルトの、冷えた瞳に身震いがする。目にはエミーリアがきちんと映っているのに、なんの感情も見受けられない。興味がないと明言している瞳。

　初めての種類の視線に、エミーリアは思わず顔を伏せた。

「……噂に違たがわず内気な方だ。私の意見を差し置いて選んだのも頷けるくらいの愛らしさだな、フリード」

　その言葉に驚いて、エミーリアはフリードを仰ぎ見る。

　彼は安心させるようにエミーリアの肩を抱くと、アルベルトに向かって儀礼的な笑みを浮かべた。

「ええ、美しい令嬢でしょう。彼女は心も美しく、信用できる女性です。大切にしたいと思っています」

　アルベルトは不快そうに目を伏せ、ため息混じりに答えた。

「……結構。しばらく執務は私に任せるといい。新婚夫婦には時間が必要だろう？」

「あいにくですが、手紙で今までやりとりをしておりましてね。彼女とは心が通じ合っているんです。仕事に支障はきたしませんよ。叔父上こそ、たまにはご自分の屋敷に戻って、叔母上を安心させてあげてはいかがですか？」

　ふたりとも笑顔を浮かべているのに、間に漂う空気はピリピリしている。

　居心地の悪さに俯いたまま、エミーリアはちらりとメラニーを見やった。彼女が自分よりも青くなっているのを見ると、逆に落ち着いてくる。

（私がしっかりしなきゃ）

　ひとり、気合を入れ直して顔を上げると、先ほどのフリードの問いかけにようやくアルベルトが答えるところだった。

「……それこそ余計なお世話だよ、フリード」

　にこやかなのに冷徹な空気を纏まとったままのアルベルト。対して、フリードも同じ笑顔を見せた。

「でしょうね。さて、エミーリアに屋敷内を見せてやりたいので、申し訳ありませんが失礼します」

　そう言って、フリードは目線でアルベルトを捕らえた。アルベルトも目を合わせたまま身じろぎもしない。

　通常、この場合立場の弱いほうが道を開ける。領主であり、クレムラート伯爵という爵位を継承しているのはフリードのほうだ。しかし現在のところ実権を握っているのはアルベルト。どちらの立場が上なのかと言えば微妙なところだろう。

「失礼？　叔父上、通していただけますか？」

「ふん」

　アルベルトは鼻で笑うと道を開けた。

「せいぜい奥方と仲よくするといい」

　微妙な力関係が垣間見られたようで、エミーリアはずっと息をのみっぱなしだった。フリードの執務室と個室、寝室を兼ねるエミーリア用の個室に入ったところで、ようやく息を吐き出せた。

「……なんなの」

「ご苦労さん。上出来だったよ、エミーリア」

「あれが本当に叔父様？　あなたの身内なの？」

「そう。叔父上は俺より十一歳上の三十歳だ。補佐役という立場だが、全体を掌握しているのは叔父上のほうだな。父は知っての通り亡くなっているし、母は随分前に父とは離縁している。父方の祖母は生きているが、北の別荘で静養しているから、俺ももう長らく会っていない。ここで身内と言えるのは彼だけだ。……と言っても見て分かる通り友好的な関係ではない。だから別に君も仲よくする必要などないんだ」

「なにそれ」

　ではフリードには、心を許せる家族はいないということだ。

　味方のいない家。そんなところで気が休まるものだろうか。つい三カ月前に亡くなったという前妻が、彼の癒しだったのかという考えが頭をよぎる。

「まあ、疲れただろう。俺も仕事があるし、しばらくはゆっくりするといい。傍付きの侍女……メラニーだったか。彼女には君の部屋の続き間を与える。不便があれば俺か、ディルクに言ってくれ」

　フリードの傍にいつも仕えている無口な側近が礼をする。山中で初めて会った時も連れていたところを見ると、彼にとっては信頼できる家来なのだろう。

「分かりました。あ、それとトマスは？」

「トマスには下男用の一室を与える。あいつは馬の面倒を見るという話だが、俺にはもう少し有能に見えるんだが、気のせいか？」

「トマスはなんでもできるわ。私の護衛、世話役、馬番、すべて兼ねていたのよ。本当ならお兄様だって側近に欲しがっていたんだから」

　それでも、ベルンシュタイン伯爵がトマスをエミーリアのほうにつけたのは、あまりに彼女が危なっかしかったからだ。

「……そうか、分かった。じゃあ、トマスは君の警護に回そう」

「ありがとう」

「では俺はしばらく執務室にこもる。また夕食の時に会おう」

　フリードはディルクを伴い、部屋を出ていく。

　途端にそれまで大人しく傍についていたメラニーがへなへなと床に座り込んだ。

「メラニー、大丈夫？」

「はぁ……。緊張しました、私。フリード様はなんかキラキラしていて興奮したし、アルベルト様との空気はなんだか不穏で今度はドキドキして」

　自分よりうろたえた人間がいると逆に落ち着くものだ。メラニーを見ていると、エミーリアは自分の不安が収縮していく気がする。

　半泣きで訴えるメラニーをぎゅっと抱きしめ、安心させるように背中を撫でる。

「お、お嬢様？」

「メラニー。私、あなたがいてくれて心強いわ。ついてきてくれてありがとう」

「エミーリア様」

　メラニーは感極まった様子で頬を赤く染め、勢いよく涙を拭った。

「わっ、私、ずっとエミーリア様のお傍におりますからっ」

　嘘のないメラニーの言葉に、エミーリアはようやく人心地がつく。

　メラニーやトマスはなにがあっても裏切ったりはしないだろう。契約関係であるフリードとは違い、確実に味方と思えるふたりが傍にいてくれるだけで、勇気づけられるような気がした。




　その日出された夕食はとても豪華なものだった。

「奥様の料理を担当させていただきます、カールと申します」

　そばかすのある純朴な顔をした調理服の青年が、頭を下げる。

　エミーリアは笑顔で彼と握手をした。

　大人の男ふたりが両側から手を伸ばしてようやく指先が触れ合うくらいの大きなテーブルに、向かい合わせで座るフリードとエミーリア。フリードの傍にはディルクが控える。

　カールは持ってきた料理を並べると、

「さあ、どうぞお召し上がりください」

　と、満足気に言って下がっていった。

「食べようか」

「はい。いただきます」

　挨拶をして食べ始めるものの会話は弾まない。フリードとふたりきりの食事なのはいいとして、こんなに席と席が離れていては話しづらいことこの上ないのだ。

「ねぇ」

「なんだ？」

「話しづらいわ。テーブルが大きすぎるわよ。向かいの席なのに、声も届かない」

「届いているぞ？」

「大きな声を出しているのよ」

　これではいくら美味しい食事があったとしても食が進まないというものだ。

「そうか」

　フリードは立ち上がると、広いテーブルの周りをぐるりと回り、エミーリアの隣の席に座った。

「ではこれでいいか」

　得意気に笑われて、エミーリアはどんな顔をしたらいいか分からなくなる。

「隣も……なんかちょっと」

（違う気がするわ。それにこれだと距離が近すぎて落ち着かない）

　ディルクがなにか突っ込んでくれないかと、ちらりと視線を送ったが、彼は有能な側近のイメージそのままに無駄口を挟まず冷静な顔でふたりを眺めている。

　フリードはまったく気にした様子もなく、緩い笑みを浮かべてエミーリアを見ていた。

「注文が多いな。なぁ、そこのフルーツを取ってくれ」

　メロンやチェリーなど、色とりどりのフルーツが盛られた皿を指さされ、言われた通りに、綺麗にカットされたメロンをフォークで刺す。

「どうぞ」

　そのままフォークを渡すだけだと思っていたエミーリアは、上から手を掴まれてぎょっとする。目の前で、フリードがフルーツを口に入れていく。フォークを通じて一本の線で繋がった自分たちの形が頭に浮かんで、顔が熱くなった。

「ん。うまい。君も食べてみるといい」

「でも」

（このフォークで？）

　戸惑ったままフォークを見つめていると、手元からそれが奪われ、メロンが刺さった状態で戻ってくる。

「ほら」

「えっ……」

　半開きの口に、みずみずしい果肉がぶつかる。観念して、エミーリアはそれをそのまま口に入れた。

「……食べさせ合うってのも悪くないな」

　にやりと笑うフリードに、エミーリアの顔が真っ赤になる。

　なんの戯れなのか、心臓が飛び出しそうだ。

「フリード様、大概になさいませ」

　傍に立っていたディルクが、ようやく呆れたような声を出す。

「いいだろう。これでも新婚だ」

「エミーリア様が困っております」

「恥じらうところを見るのが楽しいんだろうが」

　本気なのか嘘なのか分からないが、フリードの言葉は心臓に悪い。胸がいっぱいになり、エミーリアはフォークを置いた。

「もういいのか」

「ええ、たくさんいただきました」

「俺ももういいな。ディルク、カールを呼んで下げさせろ」

　まだ席にはたくさんの食事が残されている。残しておいて言うのもなんだが、エミーリアにはもったいなく思えた。

「フリード様」

「なんだ？」

「私はいつもこのくらいしか食べません。食事の量は減らしてください。余ったらもったいないわ。その分を侍女や従者の食事にあててください。……それと、食事の席にアルベルト様は同席なさらないのですか？」

「叔父上か。彼はいたりいなかったりだからな。基本食事の時間は別だ。量に関しては伝えておこう。俺も確かに多いとは思っていた」

「お願いします」

「でも、君に言われるまで減らせばいいという発想には至らなかったな」

「どうして？」

「残せば捨てるのが当たり前だと思っていた。そうだな、最初から減らすというやり方もある」

　そういえば、農業の盛んな領土だと言っていた。鉱山の多いベルンシュタイン領では大切にされる食料も、どちらかと言えば過剰供給気味なのかもしれない。

「とても美味しかったから、残すのも捨てるのも作った方に申し訳ないわ」

　そう言うと、フリードはふっと笑い、エミーリアの唇を指でなぞった。

「なるほど。カールに伝えておこう。では夜に」

　そのまま立ち上がり、行ってしまう。

　取り残されたエミーリアに手を差し伸べてくれたのはディルクだ。

「すみませんね。あの方は照れるとすぐ逃げようとする」

「照れて……るの？　今の？」

「お部屋までお送りしましょう」

　ディルクはエミーリアの問いかけには答えず、彼女をエスコートすべく左手を差し出した。そこに右手を乗せ、部屋の前まで戻る。

「入浴場所については侍女殿に伝えてあります。ごゆっくりお入りください。その後は、鍵をかけずに寝室でお待ちください」

「え？」

　ぽかん、と見つめ返すと、ディルクはにっこり笑ったまま続けた。

「あとはフリード様とごゆっくりなさいませ」

　そこでエミーリアは改めて気づく。

　契約とはいえ、花嫁になったのだった。となると、今夜はいわゆる初夜だ。

（でも、妻としての役割は求めないって、言ったよね？）

　対外的には、もうエミーリアはフリードの妻だ。当たり前だが寝室も一緒。もし寝込みを襲われた場合に拒否権などない。

　途端に落ち着かなくなり、エミーリアは部屋中を歩き回る。

　メラニーはどこに行っているのかおらず、ひとりきりだから余計頭がぐるぐるしていた。

　――と、部屋の扉がノックされる。「誰？」と問いかければ、「トマスです」と聞き慣れた声がした。

　エミーリアはホッとして中に入るように言ったが、トマスは「ここで」と頑かたくなに扉の前から動かない。

「ムートの様子を伝えに来ただけです。今は厩で大人しくしておりますよ。エミーリア様がフリード様の黒馬に乗った時は嫉妬なのか興奮してましたけどね」

「そうなの。よかった」

「今まで通り、エミーリア様の警護役にも付かせていただきました。御用のある時はいつでもお声がけください」

「そう。ありがとう」

「では。お疲れでしょう、ゆっくり休んでください」

「あ、待って」

　大きく礼をして扉を閉めようとしたトマスが動きを止める。

「どうなさいました？」

「緊張、しちゃって。……その」

「大丈夫ですよ。そういうことはなしだとフリード様はちゃんとお約束したじゃありませんか」

「そうよね」

「心配でしたら今晩は窓の下に控えております。声を上げてくだされば飛んでいきますよ」

　エミーリアの部屋は二階だ。窓の下というのはバルコニーの下ということになるだろう。春とはいえ夜は寒い。そんなところにずっといたら風邪をひいてしまう。

「やだ。そこまではしなくて大丈夫よ」

「エミーリア様がそれで安心できるというなら」

「ううん。大丈夫。今ので十分安心したわ」

　トマスとの会話で、ようやく緊張が解けた気がする。エミーリアは頭を下げるトマスを寛いだ気分で見送った。




　その後、メラニーが戻り、ふたりは浴室へ向かう。

　大理石の広い洗い場、湯の張られた大きな浴槽には花びらが浮かべられていた。

　貴族は着替えや入浴に関しては、侍女の手を借りるのが普通だ。エミーリアも当然のごとくメラニーを伴って入った。

「まあ、綺麗ですこと」

「ここはなんにでも花を使うのね」

「でもいい香りですわ」

　薄うす衣ぎぬを脱ぎ、いつものようにメラニーに体を洗ってもらう。今日のメラニーは幾分丁寧に石鹸を泡立て、「いつもながらお綺麗です」と褒めそやしながら体をこすっていた。

「おじょ……いえ、奥様。力を抜いてフリード様にお任せなされば大丈夫ですからね」

　エミーリアは最初なんのことを言われているか分からずにいたが、丹念にこすられる自分の肌を見てようやく彼女の意図を理解する。どうやら初夜に向けての助言のつもりらしい。エミーリアは途端に顔が赤くなった。

「え、えっと。メラニーはそういう経験あるの？」

「やだ、あるわけないじゃないですか。でも私は母からそう聞きました」

「あ、そう。そういうものなの」

　そういえば適当に聞き流していたが、実母もなにか言っていたかもしれない。

　男を虜とりこにするには、とかいう言葉も混ざっていた気がするので、もっときわどいことを言っていたのだろう。母の話は大抵がお小言なので、半分以上聞いていなかった。

　自分に覚悟がないのに、周りが御膳立てしていく。当事者なのに取り残された気分を抱えながら、エミーリアは寝室に入った。

　花の香りが先ほどより強い、と思ったら、先ほどまでとは違う花が飾られている。

　エントランスで見た花に形は近いが、色は薄いオレンジで、香りも甘酸っぱい。嗅いでいるだけでエミーリアは心臓が落ち着かなくなってきた。

　そこにフリードが入ってくる。先ほどまでの服とは違い、寝間着らしい薄く柔らかな素材の服だ。

「疲れただろう、エミーリア」

「あ、はい。フリード様も」

「様などつけなくていい。座らないか」

「……ええ」

　寝室は横に広い長方形で、西側に大きなダブルベッドがある。中央北側にバルコニーに続く大きな窓、東側には書き物用の机と続き間に繋がる扉があり、中央の空いたところに簡単な食事がとれそうな小テーブルと椅子が二脚置いてあった。

　椅子に座ればいいかと思ったが、先にフリードがベッドに腰かけてしまったため、なんとなくエミーリアも隣に座る。

「……フリードは、ふたりでいる時とお仕事中では口調が違うのね」

「誰でもそうじゃないか？」

「お兄様は普段もかしこまった口調で話す人だったわ」

「ギュンター殿か。噂に違わぬ出来者なんだな。あまり話したことはないが、歳が近いからよく比べられる。そんな普段から品行方正なのか」

「フリードは違うの？」

「そうだな。俺は品行方正とは言い難い。父のことは嫌いだったからな。反抗ばかりしていたから口が悪い。さすがに爵位を継承した今は人前では気を付けているが」

「嫌いだった……？」

　フリードの暗い瞳が気になって、エミーリアは覗き込む。

　すると彼は急にいたずらっぽく笑い、ベッドサイドに飾られた花を見やった。

「それにしても、今日は随分香るな。知っているか？　この花の香りは興奮を促す。誰が飾ったものだか、新婚だからと気を利かしたのだろう。余計なことを」

「え？」

　確かに妙に胸はざわついている。緊張のせいかと思っていたが花の香りにそんな効果があったとは。

　フリードは、ふ、と笑うとエミーリアの顎を右手で持ち上げた。

「それに……噂に違わず美しい。君は化粧を落としたほうが艶っぽいな。その泣きぼくろは確かに人目を惹き付ける。そこに唇を落とせと言っているようなものだ」

「ちょ、なにを」

　近づいてくる端正な顔。エミーリアの心臓は爆発寸前だ。

　のけぞりすぎて自分から倒れてしまいそうになり、後ろに手をついて体を支える。フリードの手が、その手に重なる。どことなく甘い雰囲気が漂った。

（嘘でしょう？　そんなことしないって約束したのに）

　だけど、自分は彼の妻だ。たとえ契約でも、ここは受け入れるべきなのか。どうせ普通に政略結婚をしたとしても、愛がなくとも行為はせざるを得ないのだ。

　固く目をつぶって考えているも、フリードからはそれ以上の行動はない。

　恐る恐る目を開けたエミーリアは、彼が手刺繍のベッドカバーをじっと見つめていることに気づいた。ホッとしたような気が抜けたような感覚に、ひとり恥ずかしくなる。

「……上手なんだな。裁縫」

　婚礼式で渡したベッドカバーは、従者によって運ばれ、初夜のベッドを飾る。

　手作りのものには性格が出る。月日をかけて刺繍したベッドカバーには、愛情が込められているとともに、裁縫の腕前や細やかさ、根気強さなどが現れているのだ。そのベッドで女を抱くということは、その女性の性格も裁縫の能力も含め、すべてを受け入れるという男性側の意思表示にもなる。

「あ、それは違うわ。作ったのはメラニー……」

　教える必要もなかったのに、エミーリアは正直に伝えた。するとフリードはすっと重なっていた手を離し、目を細めて自嘲気味に言った。

「なんだ偽物か。それもそうだな、あんな短期間で作れるものではないし。……まあ、似合いか。契約の結婚だもんな」

　まるで自分自身さえ否定されたような感覚に、胸が痛む。

　契約を持ちかけてきたのはフリードだ。こちらが罪悪感を抱く必要などないというのに。

「……あなたの前の奥様は、裁縫が上手だったの？」

　気になったことが口をついて出てしまった。

　フリードは一瞬眉をひそめ、そのまま立ち上がると、ひとりがけの椅子に座り直した。間にあるテーブルが壁のように感じられる。

「アデーレか。下手ではなかったな。部屋にこもって裁縫ばかりしていた」

「そう」

　それ以上会話が続かず、どんどん居心地の悪い空気になってくる。困っていると、フリードが腕を組み直して口を開いた。

「さて、話をしようか。妻として迎え入れたからには、君の疑問には全部答えよう。なんでも聞いてくれ。……その前に、守ってほしい約束がある。ひとつは、屋敷の内外を勝手に出歩かないこと。行きたいところがあれば、俺が連れていってやるから言ってくれ。あくまでも噂通りの深窓の令嬢として、この屋敷の中でも振る舞ってほしい」

「演技をしろってこと？」

「そういうことだ。あとは、なんでも勝手に飲み食いしないこと。今、君の食事を作るのはカールにしか許していない。他の人間、特に叔父上からいただいたものは絶対に口にするな」

「アルベルト様？　本当に仲が悪いのね」

　昼間、農民に向けるフリードの笑顔を見た時、エミーリアは領主と領民が仲のいい土地なんだと嬉しくなった。しかし、屋敷に入ってからは反対の印象ばかり与えられる。仲がよくて当然と思っていた身内が、ここでは敵対しているようだ。

「……仲が悪いのには理由がある」

「じゃあそれを教えて。あなたとアルベルト様の間の溝はなに？」

　フリードは机上で指を叩いた。トントンという一定のリズム音は、興奮する自分を抑えつけようとしているかのようだ。

「俺の前妻・アデーレは家柄などを考え、叔父上が連れてきたんだ。大人しい女でな、部屋にこもって裁縫ばかりしていた。気が合うわけではなかったが、しょせん政略結婚だ。世継ぎさえ産んでくれれば問題ないと思っていた。それでもしばらく子には恵まれず、ようやく身ごもったことが分かったのが四カ月前だ」

「え？」

　フリードの前妻は三カ月前に亡くなったと聞いている。それでは、お腹の子も一緒に流れたということなのか。

「その頃、彼女は体調を悪くしていてな、食事には気を付けていたはずだが、ある日彼女は喉をかきむしるようにして腹の中のものを吐き出し、死んだ。恐らく毒を盛られていたのだろう。しかし、その日の食事を調べても証拠は出ず、結局病死ということで処理したが……俺は、犯人は叔父上じゃないかと踏んでいる」

「そんな」

「……俺に子ができて困るのは叔父上だけだ。直系が続けば、彼は一生日陰で終わっていくからな」

「直系？」

「本来なら父の跡は叔父が継いだっていいんだ。ところが、彼は妾しょう腹ふくの子だからと祖母が反対した」

　そんな裏事情があったとは思いもよらず、エミーリアは唸うなる。

　アルベルトの妙に暗い瞳を思い出し、彼全体を覆う影の正体のようなものを見た気がした。

「そうなの……でも、アルベルト様があなたに妻を娶らせたのでしょう？」

「俺を監視させたかっただけかもしれない。実際、アデーレが生きていた時は、彼に先回りされているような感覚があった。子さえ身ごもらなければ、見限られることはなかったんだろう。今回も、やたら次の妻を娶るように勧めてきたが……これ以上犠牲者は増やしたくない。だから叔父とはなんの繋がりもない花嫁が必要だったんだ」

「そんな……」

「もちろん君を危険に晒すことになるのは悪いと思っている。だから全力で守る。それは信じてほしい」

「そうじゃなくて、あなたが……」

　それが真実なのかフリードの想像に過ぎないのかは分からないが、もし本当ならば彼はひどく傷ついているはずだ。慰めたい気持ちと、平然とした態度を怒りたい気持ちが混ざり合って、優しくしたいはずなのに荒げた声が出てしまった。

　その時、フリードが急に目くばせをし、立ち上がった。そしてエミーリアの傍に静かに近づくと、彼女の唇に人差し指を当てた。扉に目を向けると、外に聞こえるような大声を出す。

「美しいな、エミーリア。我慢せず声を上げればいい」

「なっ」

　真っ赤になったエミーリアの口を、フリードの手が押さえる。

「恥ずかしいのか？　可愛いな。もっと俺に見せろ、好きなだけ乱れるといい」

　しばらく卑ひ猥わいな言葉を並べた後、フリードは気配を窺うかがい、息を吐き出す。

「今、扉の向こうに誰かがいた」

「なっ、なっ」

「そう赤い顔をするな。新婚初夜には当然の行動だろう。周りには俺たちが仲睦まじいと思わせておいたほうが都合がいい」

「それにしたって、あんなっ……」

「この程度で恥じらうのに、よく契約結婚などに了承したな」

　くすくす笑いながら、フリードはエミーリアから離れていく。

「今日は疲れただろう。ゆっくり寝るといい。聞きたいことはおいおい教えてやる。ただ、君も狙われる可能性はあるってことを覚えておいてほしい。巻き込んだ責任はとるよ、俺は君を守る。とりあえずは俺の言った二点を守ってくれ」

「……フリードはどこで寝るの？」

　この部屋にはダブルベッドがひとつしかない。エミーリアが使ってしまったら、フリードはどこで寝るというのだろう。

「心配せずとも、君が寝たら自室に引き上げる。すぐ戻ったのでは仲睦まじさが伝わらないだろう。いいから寝ろ」

「でも」

　だったらもっと話がしたいと思ったが、「寝ないと襲うぞ」と言われてはそれ以上訴えることもできない。しばらく考えた後、どうしてもひとつだけ聞いてみたくなり、おずおずと口を開いた。

「……あの」

「なんだ？」

「お父様のこと。嫌いだった……って、過去形なのはお亡くなりになったからなの？」

　フリードは黙ったままだ。しばらく待ったが返事がないので、聞いてはいけないことだったかと、エミーリアは枕に頭を押し付ける。

「ごめんなさい。話しにくいならいいわ。お休みなさい」

「……お休み」

　小さな返事がきたことにホッとして、目をつぶる。

　……フリードの前妻が、もし本当にアルベルトの手の者で、それが身ごもったからという理由だけで殺されたのだとしたら、よそ者のエミーリアの命など、それより軽いだろう。

　ただ、エミーリアは他領土の出身だ。ましてベルンシュタイン伯爵家は国の有力貴族。毒死などとなれば領土間の関係悪化に繋がる。

（お父様が力を持っているうちは、私を守る盾になってくれるってことだわ）

　となれば、すぐ命を狙われるようなことはないだろう。

　そう考え、何度目かの寝返りを打つと、小さく低い声が聞こえた。

（歌だわ）

　フリードが口ずさんでいる。

　しばらく聞いていて、それが誰でも知っているような子守歌だと気づく。

（音痴ね。まったく違う歌かと思った）

　おかしくなって、布団の中で自分を抱きしめる。へたくそな歌が緊張をほぐしてくれたのか、急速に眠気が襲ってきた。

　ふと近くに人の気配を感じたが、半分眠っているエミーリアの体は動かない。耳で声だけを拾った。

「父上が嫌い、か。……今は、正直よく分からないな」

　ギシ、とベッドが軽く軋んだ。フリードが、入り込んできたのだろうか。

「変なところで鋭いお嬢さんだな」

　小さな笑い声。

（なんだ、怒っているわけじゃないのね）

　ホッとした途端、意識が急速に落ちていった。




　花の香りと差し込む日光で目覚めた時、そこにフリードはいなかった。

　エミーリアは身も心も綺麗なまま、昨日と変わらない朝を迎える。

「あの、おはよう、ございます」

　続き間の扉の陰から、か細い声を上げるのはメラニーだ。

「おはよう、メラニー……」

　エミーリアが起き上がろうとすると、メラニーは小走りに駆けつけ、押さえ付ける。

「いえ、今日はここで朝食をとらせるようにとフリード様に言いつかっております。体がきついはずだからって……」

　言いながら、真っ赤になっていくメラニー。

「メラニー、あのね？」

「すごく痛いって言いますものね。あっ、すみません。私ったら。とにかく！　今日は体に優しいものをと、カール様が作ってくださいました」

「……ありがとう」

　勘違いされているのは恥ずかしいが、きっとこのままのほうがいいのだろう。メラニーは侍女だから、屋敷にいる者との交流も今後増えていく。余計な秘密を教えれば、むしろ危険に晒してしまうかもしれないし、純朴な彼女が隠し通せるとも思えない。

　昨晩フリードが座っていた椅子に腰かけ、テーブルに乗せられた消化のよさそうな食事に対面する。

「いただきます」

　とても美味しい。しかし、ひとりポツンと食べる食事は、これはこれで味気ない。

　本当の新婚夫婦なら、こんな時、恥じらいながらもふたりで食事をするのだろうに。

「なんか……寂しいわね」

「どうかなさいました？　エミーリア様」

「いいえ」

　意地悪な顔でもいいから、向かいに座ってほしい。

　そう言ったら、彼は一緒に過ごしてくれるだろうか。

　エミーリアは唇を噛み締める。

　胸が落ち着かないのは、きっと昨日の花の香りがまだ残っているからだ。










良くない噂




　最初の一週間は慣れない生活に呆気にとられていただけだが、慣れるや否や今度は退屈がエミーリアを襲った。なにしろ、屋敷内でまで大人しくしていろと言われるのだ。これでは実家にいた時のほうがまだ自由でいられたというものだ。

「大人しくしているのは飽き飽きです」

「そうはいっても、屋敷の中では叔父上の目があるからな」

　本気の直談判もフリードにあっさりと流されていく。

　彼は彼で、いつも仕事が忙しく、エミーリアとは朝と晩しか顔を合わせない。

「君には室内でできる趣味はないのか」

「ないわね。裁縫も嫌いだし」

「読書はどうだ。本ならたくさんあるぞ？」

「……本？」

「興味はありそうだな。ついてこい」

　にやりと笑うフリードの後について部屋を出る。

　屋敷の中も使用人でいっぱいだ。エミーリアを見ると、皆笑顔を向け、頭を下げて通り過ぎるのを待つ。

　フリードは見せつけるように肩を抱きながら、一階の書庫にエミーリアを連れてきた。

　入ってすぐ、ひんやりした空気がふたりを包んだ。日焼けを防ぐためかカーテンが閉められている書庫は全体的に薄暗く、無機質な印象だ。

「すごいわね。こんなにたくさん」

「父は、本を読むのが好きでな。色々な本を中央領から集めていたんだ。こちらが神話や小説。こっちは政治関連の本。で、この棚が農業関連の本だな」

「へぇ」

　エミーリアは背表紙を一冊一冊指でなぞりながら書架を歩いた。

　ベルンシュタイン家の屋敷は山際にあったため、あまり日当たりがよくなかった。この書庫の空気はどこか実家に似ている。

　エミーリアは興味の惹かれた題名の本を取り出した。赤地のしっかりした装丁の本には、手垢がついている。パラパラとめくれば、エミーリアの知らない花が丁寧に図解されていた。

　フリードが横から覗き込み、意外そうな声を上げた。

「『花の種類と効能』か。意外なものを選んだな。てっきり女子供の好きな恋愛小説でも選ぶかと思った」

「そういう本はあまり興味がないの。せっかくだから知らないことを学ぼうと思って」

　特に花については、ここに来て初めて知ったことが多い。どんな種類があるのか、せめて飾られている花がどんな名前をしているのかくらいは調べたかった。

「ここ、自由に出入りしてもいいのかしら」

「そうだな。ただ、ひとりでは入らないようにしてくれ。俺がいなければ、ディルクかトマスを連れて入るんだ。扉を閉めると本に音を吸収されるからな。ここでなにか起こっても人が気づきにくい」

「分かったわ」

「ただ、あまり長居しないようにしろよ。変な噂が立ってるからな」

「変な噂って？」

「トマスのことさ。君の愛人ではないのか、とな」

　エミーリアは目をぱちくりとさせた。

　ベルンシュタイン家では、エミーリアとトマスがともにいるのはもはや日常だった。逆に、トマスが傍にいないのは、エミーリアの失敗の後始末をしている時ぐらいだったので、一緒にいないほうが心配されたものだ。

「愛人？　どうして？」

「深窓の令嬢が、わざわざ従者を連れてきたんだ。いぶかしく思うのは当然だろ。あの馬が君のものだと思うやつはこの領土には誰もいないよ」

　言われてみれば納得だ。深窓の令嬢が馬に乗るなどと誰も思うわけがない。侍女ならともかく、男の従者を連れてくれば、疑問に思われるのは当然だ。

「……噂って面倒なものね」

「そうだな。しかも案外と本質をついていないしな」

　エミーリアはため息をつきつつ、彼の背中に語りかける。

「分かりました。でも、これでも私頑張っているのよ？　ホントは今すぐにでもムートに乗りたいところを、トマスに様子を聞くだけで我慢しているんだから褒めてほしいわ」

「ははっ」

　フリードが突然吹き出した。エミーリアはびっくりし、目を丸くして彼を見つめる。

「褒めろってか。おもしろいな、君は。……そうだな。そのうち外に連れ出してやろう。馬に乗るとすれば目立ってはいけないから出会った山になると思うが」

「本当？」

　一気に晴れやかになった顔を見て、フリードは堪え切れないといったふうにますます笑い続けた。思う存分笑った後、エミーリアの頬を軽く撫でた。

「分かったよ、奥さん。数日待ってくれ」

　その仕草にドキドキしながら、エミーリアはいつもより楽しい気分で本を数冊抱えて部屋へと戻った。




　フリードが執務室に戻ると、アルベルトが棚の書類をいじっていた。

　アルベルトは別に執務室を持っており、普段はここに出入りすることはない。フリードに気づくと、パッと棚から離れた。

「叔父上、どうされました」

「いや？　私の管轄地の帳簿がここに紛れていないかと思ってな」

「ああ、すみません。俺がお借りしていました。ここにありますよ。……ちょうどいい、聞きたいことがあったんです。これより詳しく明細が書かれたものはありませんか？」

「なにか気にかかることでも？」

「農作物の販売に関する単価が高すぎはしないかと。ここの〝花類〟と書かれたもの、西の平原での売価とあまりに違いがあります」

「質のよさで値を上げてくれているんだ」

「では一度視察させてはいただけませんか。どの品質まで持っていけばここまで価格が上がるのか確かめたいのですが」

　アルベルトは大きなため息をつき、諭すように言う。

「フリード。前にも言ったが、お前はもう少し周りを信用すべきだ。私が管理しているんだから間違いがあるはずないだろう。税金だってきちんと納めているではないか」

「しかし、もうじきすべての領地が俺の管轄下になります。その時になにも知らないでは話にならない」

「そもそもそれが間違いだと言っているんだ。この広い領地をお前ひとりで管理することなど無理だよ。今まで通り私に任せてもらえればいい。悪いようにはせんよ。私が実権を握っていた間、この領土の経営が危ぶまれたことがあったか？」

　緩やかな微笑みからは自信が溢れ出ている。

　父が領主であった間、実権を握っていたのはアルベルトだ。フリードの父は政治的な才能のない男だった。狩りが好きで、難しいことはすべて妾腹の弟に任せていた。

　フリードはそんな父を軽蔑し、反抗していた。黙々と仕事に打ち込む叔父のほうがずっと立派に見えたし、尊敬もしていた。

　父親が死んだ時も、フリードはぼんやりと『ああ死んだのか』と思っただけだった。その頃には両親は離婚していたので、父の死を悲しむ者はほとんどいなかっただろう。

　これからは叔父の時代が来ると思っていたし、自分は叔父の片腕になれると思っていたのに。

　予想とは裏腹に、領主に任命されたのはフリードだった。そしてそうなって初めて、叔父の違った側面が見えてきた。

「……俺は、無能な領主になる気はありません」

　フリードは目を伏せて言った。過去の自分を思い起こすと胸が痛い。

「そうか。しかし新しい奥方の相手もしてやればどうだ。変な噂が立っているぞ」

「知ってますよ。トマスはあれの馴染の従者なだけです。エミーリアになにかあれば命に代えても助けるだろうと思うからこそ、傍につけているのですよ。叔父上が心配なさるようことはありません」

「そうか。しかし女心は我々男の手には負えんぞ？　いつの間にか足元をすくわれることがある」

　自分は妻を放ったらかしにしておいてよく言うものだと内心で思いながら、フリードはいっそ居丈高に笑う。

「経験談ですか？　俺とエミーリアは大丈夫ですよ」

　契約ですからね、と心の中で呟く。

　余裕のフリードを、アルベルトは呆れたような目つきで見つめた。

「まあいい。この帳簿はもらっていくぞ」

　アルベルトが部屋から出ていく。

　もっと調べたいことがあったが、帳簿を抜き出していることに気づかれては仕方ない。やり方を変えなければ、と考えていると、ディルクが入ってきた。

「……アルベルト様はなんと？」

「白々しい態度で、色々探りを入れに来ていた」

「そうですか」

「……ちょうどいいな。ディルク、エミーリアを連れて領土内を視察したい。数日泊まりで行けるよう、準備を整えてくれ」

「急ですね」

「エミーリアも屋敷の中は飽き飽きしているようだしな。対外的には、新妻を連れての視察ということにしておいてくれ。そのほうが入り込みやすい」

「かしこまりました」

　ディルクは頭を下げ、再び執務室を出ていく。

　残されたフリードは、執務室に飾られた歴代当主の肖像画に目をやった。先代の父親の隣に、先々代――フリードにとっては祖父に当たる人物がいかめしい顔で描かれている。

「……おじい様、この歪みは、あなたが作り出したんだ」

　唇を噛んだフリードは、机の上に、引き出しにしまい込んでいたはずの肖像画が出ているのに気づいた。エミーリアを娶る前に叔父が持ってきた縁談の相手だ。

　恐らくアルベルトが書類を探している時に出したのをそのままにしたのだろう。

「叔父上にしては迂う闊かつだな」

　肖像画に描かれているのはバーレ子爵家のロジーナ嬢だ。バーレ子爵家は叔父と仲がいい。前妻に引き続き、フリードを監視できるような相手をつけたかったのだろうが、エミーリアの登場でその目もく論ろ見みもすっかり崩れたことだろう。

　あれだけ家柄もよく美しい娘だ。難癖をつけるのは難しい。トマスとの噂話も、恐らくはせめてもの批難の種にと、叔父が流しているに違いない。

　噂の話をした時にけろりとした顔をしていたエミーリアを思い出す。

　普通の令嬢なら、うろたえるか真っ赤になって怒るかするところだろうに。

「……おもしろいお嬢さんだ」

　自然に笑顔が出てしまい、フリードは思わず口元を押さえ、辺りを見回した。
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　それから数日、エミーリアは部屋と書庫を何度も行ったり来たりした。

　フリードは忙しそうだし、ディルクはほとんどフリードに付きっ切り。なので、お供につくのはもっぱらトマスの役目となる。

「エミーリア様が本に興味があったとは初めて知りました」

「失礼ね。別に本は嫌いじゃないわ」

「そうでしたかねぇ」

　確かに本にまつわる一番の思い出は、窓から抜け出す時に十冊ほど重ねて足場にしたことだ。

　その日は父親が不在で、母親に『今日は部屋で一日裁縫をしなさい』と部屋に閉じ込められていた。飽き飽きしていたエミーリアは、窓の外にトマスを見つけ、外に引っ張りだすよう命令したのだ。

　まったく余計なことばかり覚えている、とエミーリアは軽く睨んだ。

「昔のことは忘れてよ。それに……案外とおもしろいわ。私の知らないことがたくさん書いてある。もう屋敷内に飾られている花の名は全部覚えたのよ？」

　エミーリアは興味のある事柄には、ものすごい集中力を発揮する。

「狩りや乗馬を覚えた頃と同じ顔をしてますよ」

「そう？」

　トマスに微笑まれ、エミーリアは少し得意になった。

「あなたが男でしたら伯爵やギュンター様にとってもよかったでしょうね。立派な片腕になれそうだ」

「女でもなれるかしら。もしこれから私が勉強して、領地の経営の助けができたら、離婚して戻ったとしても邪魔者にはならないでしょう？」

　エミーリアは半ば本気だったが、トマスは困った顔をした。

「……伯爵は、あなたが女性として幸せになることを願っていますよ？」

「結婚だけが女の幸せ？」

「そうは言いませんけどね」

　苦笑したトマスは、それ以上の会話を避けるようにエミーリアと距離を取った。仕方なく、エミーリアは書架の棚を見て歩く。

　キィと扉が軋む音がした。入ってきたのはアルベルトで、エミーリアとトマスに緊張が走る。

「おや、先客か」

「これはアルベルト様」

　先にトマスが頭を下げる。エミーリアもドレスの両脇を掴んで礼をした。

「伯爵夫人がこのようなところで従者とふたりきりとは感心しませんな」

「誤解ですわ、アルベルト様。私が退屈しているので、フリード様が本を読むように勧めてくださったの。彼を護衛に連れて歩くように言ったのもフリード様ですわ」

　普通に反論したエミーリアに、アルベルトは意外そうな顔をした。

「……思ったより、普通にお話しされるんですね。とても内気な方だと思って話しかけるのを遠慮していましたが、これからは一緒にお茶でもいかがですかな」

「ありがとうございます。フリード様もご一緒の時にぜひ」

「従者はよくて私は駄目だと？」

「そういうわけではありませんわ。ただ、アルベルト様はお忙しく執務をなさっていると聞いております。私の相手などさせるのは申し訳ないわ」

　アルベルトの視線は鋭い。迂闊なことを言ってはつけこまれそうだった。

「いやいや、女性をもてなすことは男にとって一番の仕事だ。私の領地でとれる極上のお茶がある。今度ぜひご馳走しよう」

「まあ、ありがとうございます。では奥様もぜひご一緒に」

「妻は、領地の屋敷にこもりきりでね。人嫌いだから気にしなくていい。私も、たまには若いお嬢さんとゆっくりお話ししたいものだ」

「そうですか。では、今度奥様に贈り物をさせてください。フリード様の叔母様ですもの。私、仲よくなりたいです」

　エミーリアは俯き、恥じらう素振りを見せる。

「それに、アルベルト様とふたりきりでは緊張してしまいます。よかったら今度一緒に夕食をとりませんか？　いつもフリード様とふたりでは寂しいですもの」

「……そうだな。予定を調整してみよう。ではまた」

　いくら言ってもふたりきりにはなろうとしないエミーリアにしびれを切らしたように、アルベルトは書庫から出ていった。

　いなくなると、ふっと気が緩んでエミーリアは本棚にもたれかかる。

「お嬢様、大丈夫ですか？」

「会話上手ね。切り返すのに苦労したわ」

「お部屋に戻りましょう」

　書庫を出て戻りがてら、エミーリアは窓の外にカールの姿を見つける。近くに荷馬車が見えるので、恐らく食料が運び込まれたところなのだろう。

「トマス、本を部屋に置いて外に行きましょ」

「外って……勝手に出るなと言われているじゃないですか」

「すぐそこよ。カールを見つけたの。ちょっと話をしてみたいわ」

　結局、トマスはエミーリアに押し切られる。部屋に本を置き、玄関ホールから外に出た。

　カールは調理場の近くで、下ろした荷物の分別をしていた。数人の使用人たちが、カールの指示に合わせて荷物を中へと運び込んでいる。

「カール」

「これは、エミーリア様。いい芋が手に入りましたよ。果物も野菜も新鮮です」

「随分たくさんあるのね。こんなに使い切れるの？」

「全部は使いません。余りは食糧庫で保存するんです。あ、でも、エミーリア様の食事はいつも新鮮なものを使っていますから大丈夫ですよ？」

「大丈夫って？」

「フリード様は、前の奥様をあんな形で亡くされていますから。エミーリア様の食事は必ずその日入荷した、経路のはっきりしたものだけを使えと」

「……そうなの」

　毒についても、エミーリアはひそかに調べていた。

　食物には毒性のあるものも確かにある。しかし、多くは数日寝込ませる程度で死まで至らせる力はない。前妻の死について聞きかじったところだけでの判断だが、喉をかきむしって吐き出したということは、相当の毒だ。この屋敷の料理人が、果たしてそれに気づかないものなのだろうか。

「……あの、カールはこの屋敷で長いの？」

「僕ですか？　いいえ。以前は町の料亭で働いていたんです。フリード様が気に入ってくださり、お屋敷に呼んでくださって、下働きをさせてもらえるようになりました」

「じゃあ、前の奥様のお亡くなりになった時のこと、知ってる？」

　途端に、カールは顔を曇らせた。

「奥様はお気の毒でした。でも、あの時、僕はまだ下働きしかしていませんでしたが、毒物の気配など少しもありませんでした。料理長は責任を感じて辞められてしまいましたが、僕は料理人が毒を混入させたわけではないと思っています」

「そうよね」

　全員が全員善人だとは思わないが、料理人には料理人のプライドがあるように思えた。いくら金を積まれたとしても、死に至る料理を作っては二度と料理人には戻れないだろう。

「それにしても重そうね。手伝いましょうか」

「いえいえ、滅めっ相そうもない」

「私じゃないわ。手伝うのはトマスよ」

「しかし私はお嬢様の護衛が」

「私も一緒に行くから問題ないでしょ」

　エミーリアの瞳にいたずらな色がのる。

　トマスは諦めたようにうなだれた。常々退屈していると言っていたエミーリアが屋敷内をめぐるチャンスを逃すはずはないのだ。

「……カール殿、お手伝いします。エミーリア様はそのほうがお喜びになるようだ」

「でも。僕がフリード様に叱られます」

「大丈夫よ。お部屋と書庫の行き来にも少し飽き飽きしていたの。フリードには、屋敷を案内してもらったって言うわ」

「はあ」

　困り顔のカールをなだめつつ、一行は調理場に向かった。下働きの少年が「わあ、エミーリア様だ」と駆け寄ってきて、視線が一気に集まる。

「こんにちは、皆さん、いつも美味しい料理をありがとう」

「いえ、そんな」

「こんなところにお越しになるなんて。御召し物が汚れます」

　調理場にいた面々が慌てて追い立てるので、エミーリアとトマスはすぐに出なければならなかった。

「もう少し探検したかったのに」

「仕方ありませんよ。深窓の令嬢はこんなところに来ませんって」

　追い出されてふたり並んで歩いていると、突然ぬっと現れた人影があった。

「きゃっ」

「え？　……エミーリア様？」

　影になっていて見えなかったが、どうやら地下への階段があり、この侍女はそこから出てきたようだ。

　年配らしい、しゃがれた声の女性だ。白の三角巾を目深にかぶり、やたらに頭を下げる。

「申し訳ありません。驚かせてしまいました」

「いいえ、私こそ、ごめんなさい」

　侍女は俯いたまま顔を上げない。

「行っていいわよ、大丈夫」

　そう言うとホッとしたようにもう一度頭を下げ、早足で去っていった。

　エミーリアはそれを見送ってから、薄暗い階段をじっと見た。

「ねぇ、トマス」

「駄目ですよ」

「まだなにも言っていないわ。ここ、地下室に繋がっているのかしら」

「これ以上の探検はフリード様に怒られますよ」

「ちょっと見るだけよ」

　薄暗い階段をエミーリアは壁づたいに下りていく。地下は石組みがあらわになっていて、冷たい印象がある。下りたところには扉があり、開けてみると小さな部屋になっていた。

　床にはカゴに入れられた根菜類。棚には、ピクルスやトマトソース、ジャム、ハチミツなどの瓶詰の保存食が並べられている。壁の端から端へと渡されたロープにはハーブが干され、全体的にこもったような匂いがする。

「なんだ、食糧庫ね」

「調理場にも近いですしね。ここは保存食の類かな。瓶が随分多いですね」

「そうね。たくさん食べ物が取れるんでしょうし、でも鮮度がいいのは数日だけ。保存食を作れれば、もっと経済効果があるかもしれないわね」

　エミーリアは思い立ったように階段を上り始める。

「保存食の歴史が書いてある本が読みたいわ」

「は？」

「もう一度書庫に行きましょ？」

　知識欲に目覚めたエミーリアに振り回される格好になったトマスは、大きくため息をついた。










契約の口づけ




「……俺は、行きすぎた行動を控えさせる意味でもお前をつけているんだが？　トマス」

　トマスに本をどっさり抱えさせてエミーリアが自室に戻ると、そこにはフリードがいた。

「あら、フリード」

「ご機嫌よさそうだな、奥さん。さっき叔父上が来たよ。君と話をしたというじゃないか」

「だって、書庫でお会いしたんだもの。普通に話したわよ、大丈夫」

「叔父上とふたりきりになるなと言っているだろう」

「ふたりきりじゃないわ。トマスもいた。お茶に誘われたから、それより夕食を一緒にいかがですかって言っておいたわ」

　平然と言ってのけるエミーリアに、フリードは大きなため息をつく。

「度胸がありすぎだ」

「そこを買ってくれたのではなかったの。それより教えて、フリード。私はアルベルト様にどういうふうに対応したらいいの」

　フリードはエミーリアを見つめたまま固まっている。意図が伝わっていないようなので、エミーリアは自分で抱えていた本を机の上に置き、改めてフリードに向き直った。

「あなたは私に、屋敷の中でも深窓の令嬢を装えと言ったわね。それは部屋にこもって、あの人と関わらないようにしろということなんでしょう？　でも無理だと思うわ。同じ屋敷に住んでいて顔を合わさずになんていられない。今日みたいに、偶然書庫で会ったりするもの」

「それはそうだが」

「今日話してみた感じでは、アルベルト様は私とふたりきりで話す機会を狙っているようだった。私からあなたの動向を聞き出したいのかもしれない。だったら逆手に取ったほうがいいでしょう？　あなたが知りたい情報を、私が聞き出せるかもしれないじゃない。あなたはアルベルト様をどうしたいの？　毒殺の証拠を探り出したい？　教えてくれたら力になる」

　しばしの睨み合いの後、折れたのはフリードのほうだった。

「参ったな。予想以上に君は逞たくましい。知ったら危険だと分かって言っているのか？」

「あなたの花嫁としてここにいる以上、危険なのは変わらないんでしょう？　だったらなにもかも分かっているほうがいいわ。アルベルト様は今のところ私を内向的なお嬢様だと思って侮あなどっている。それを利用しない手はないわ。私にできることがあるならやらせてほしい。守られているだけなんて性に合わないもの」

「……ベルンシュタイン伯爵はどういう教育をしたんだ？」

　問いかけたのは、トマスにだ。肩を竦めた従者を見やり、フリードは呆れたようにため息をつくと、エミーリアのおでこを指先ではじいた。

「痛っ」

「人の言うことを聞かないからだ。……秘密の話は夜だ。昼間は誰に聞かれているか分かったものじゃないからな」

「え」

　おでこを押さえながら、エミーリアは斜め上のフリードの顔を見つめた。笑っているのに、どこか悲しそうな表情。

（こんな顔、前にも見たわ）

　エミーリアは記憶を辿たどる。いつだったか。最初に出会った時だったような気がする。

「フリード」

　エミーリアはフリードの手を握った。

「私はあなたの花嫁になるという契約をした。それは、あなたの力になるっていうことと同じだと思ってるわ。だから」

（――信用して）

　思いを込めて彼を見つめた。気持ちが通じたかどうかは分からないが、フリードは目を細め、エミーリアの顎をくいと持ち上げた。そして次の瞬間に、彼女の目元のほくろをぺろりと舐める。驚きのあまり硬直したエミーリアは、彼の唇がゆっくり離れていくのを、息を止めたまま見つめた。

「ちょ、ふっ、フリード？」

「……君は少し自分の美しさを自覚したほうがいい」

「は？」

「そんな顔で詰め寄られたら、どんな男でも手を出す」

「はぁ？」

　そしてもう一度、今度は頬を指ではじかれた。

「俺の妻なんだから。叔父上の前でそんな顔、絶対するなよ」

　そのまま、くるりと踵きびすを返し、出ていってしまう。

　呆然としたまま見つめていると、ディルクが苦笑しながら後に続き、扉が閉まる。

「……どんな顔よっ」

「顔真っ赤ですよ」

「当たり前でしょ。あの人今、ぺろってっ」

「そうさせるだけの隙がエミーリア様にあるってことですよ」

「冷たいわね」

　呆れたように言うトマスに顔を見られないように隠しながら、頬をごしごしとこする。

　いつまでも熱を持っているような感覚が消えない。手を頬に当て、途方に暮れたようにため息をついた。




　その夜、エミーリアはいつものようにメラニーに服を整えてもらい、寝室でフリードを待った。バルコニーに面した窓からはすっかり日の落ちた庭が見える。

「奥様、そんなにそわそわしては待ちくたびれますよ」

　メラニーの言葉には、完全に夫のお渡りを待つ妻への冷やかしが込められている。

　思わず真っ赤になったエミーリアはごまかすように部屋中を歩き回りながら言い訳をした。

「そういうんじゃないわ。ただ、話をするのが楽しみなだけで」

「仲がよろしくてなによりです。私もホッとしました」

「仲がいいわけじゃ……」

　ないわよ、と言おうとして言葉が止まったのは、窓の外の景色に動く明かりを見つけたからだ。ちろちろと淡くきらめくのは蝋ろう燭そくの火だろうか。

「メラニー、あれ」

「え？」

　エミーリアは静かに窓を開け、身を低くしたままバルコニーに下り立った。口元に手を当て、メラニーにも静かにするように態度で訴える。

　じっと見ていると目が暗闇に慣れてきたのか、蝋燭を持っている人物のスカートの形が見えた。調理場のほうへと小走りで進んでいく。

「……侍女かしら」

　蝋燭の明かりが建物内に消えたのを確認してから、エミーリアは口を開いた。

「いきなりバルコニーに出られるからびっくりしました。きっと夜食の準備ですよ。たまにアルベルト様がご所望されると聞いたことがあります」

「そうなの」

「ええ。夜は通いの料理人たちも帰ってますから、簡単なものしか出せないという話ですけど」

「そう」

「あ、そろそろフリード様が来られますね。お部屋の空気が冷えてしまいます。中にお入りください。私は部屋に下がらせていただきますので、どうぞごゆっくり」

　続き間に下がるメラニーを見送り、手持無沙汰になったエミーリアは書庫から借りてきた本に手を伸ばした。読み始めて数分でフリードが入ってくる。

「勉強熱心だな」

「他にすることがありませんもの」

「そんな君に朗報だ。明日から三日間、領地めぐりに行こう」

「本当？」

　思わず身を乗り出してしまって、慌てて咳払いをする。

　フリードは楽しそうにエミーリアを眺めつつ、彼女の手から本を奪い取った。

「フリード？」

「読書の時間は終わりだ。明かりを消すぞ？」

　枕元のランプ以外の明かりを消して回り、扉にも鍵をかけたフリードは、ゆっくりとベッドに腰かける。

「内緒話はこっそりとやらないとな」

「まあ、ね」

　枕元のランプが作り出す空間はまるで秘密基地のようだ。

　もとよりふたりきりなのに、先ほどまでとは濃密具合が違う気がする。

「今日はディルクを見張りに立てている。君の侍女はトマスに呼び出させたからすぐは戻らないと思うが、あまり大きな声は立てるなよ。ちょっと長くなるが、君にはすべて話そう」

「いいわ。夜は長いし」

　フリードの形がよい唇から紡がれる言葉に、エミーリアは静かに耳を傾けた。
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　フリードが物心ついた頃には、屋敷には常に父母の他に叔父がいた。

　父と九歳違いの叔父はまだ青年とも言えないような年齢で、フリードにとっては頼りがいのある兄のような存在だった。

　当時のクレムラート家の当主は祖父で、屋敷内の権力は祖母のもとに集まっていた。

　厳しい祖母から逃れるように父は書庫に入り浸り、祖母はその原因を母に押し付け、顔を見るたび口撃することで鬱憤を晴らしていたように思う。

『嫁がしっかりしていないから、あの子は責務を放棄する』

　難しい言葉が分からない子供のフリードにも、母が執拗に責められているのは分かった。幼心に、フリードは母がかわいそうだと思っていたし、母を盾にするかのように矢面に立たせる父のことを軽蔑もしていた。

「父上はずるいと思うんです」

「どういうことだい？」

　フリードがふてくされていると、傍に来てくれたのはアルベルトだった。

「おばあ様は母上をいじめてる。なのに父上は助けてもあげない」

「この家じゃ奥様に逆らえる者はいないからな」

　苦笑しながらそう言ったアルベルトを見て、なぜ叔父上はおばあ様を〝奥様〟と呼ぶのだろう、とフリードは疑問に思っていた。

　それからすぐアルベルトは結婚し、同時に北の土地を任されることになり、別の屋敷へと移った。同じ頃、母と父の間の溝も決定的なものとなり、母は屋敷を出ていく。

　フリードは広い屋敷の中、取り残されるような形でひとりになった。




　アルベルトは祖父が侍女に産ませた子である、と知ったのは祖父が事故で他界し、後継者を決める時だ。当時、フリードは十二歳、父のゴードンが三十二歳、アルベルトは二十三歳だった。

　爵位も領内の統治権も受け継いだのは父だったが、彼に政治的才能はない。領土内の不満が上がるにつれ、アルベルトの支持が上がっていく。

　祖母は、妥協案として共同統治をふたりの息子に命じた。結果として、愚鈍な領主よりも成績優秀で決断力もあるアルベルトが仕切るようになるのは当然のことだ。

　父は趣味の狩りにかまけて、西の山へと入り浸り、叔父がすべての経営を取り仕切るようになっていた。

　間近でそれを見ていたフリードは、当然のように父を軽蔑し、アルベルトを尊敬していた。いつかアルベルトのような領主になりたいと思っていたし、そうなるべきだとも思っていた。

　そんな父が、狩りに出て事故に遭ったのが三年前だ。

　フリードは十六になったばかりで、父親への反抗心から荒れていた時期だった。

　家来の大半がアルベルトを次期当主にと推していたし、本人も意識していただろう。

　しかしそれに待ったをかけたのが代々伝わる掟おきてとすでに隠居中の祖母だった。

　掟によると、【家督は直系男児が継ぐべし。その者が二十歳を超えない場合、摂政として近親者が補佐すること】とされていた。

『アルベルトは妾腹だから直系男児とは言えない』

　これが祖母の主張だった。

　かくして唯一の直系男児であるフリードが爵位と家督を継ぐことになり、アルベルトは今まで通り補佐役の立場を貫くこととなった。

　叔父が当主とならなかったのは残念だったが、そうであれば自分が彼に認めてもらえるような領主になればいい。

　今までの素行を改め、真面目な領主になるべくフリードは奮闘した。

　叔父ならばきっと、自分とともにこの領土をよりよいものにするために力を尽くしてくれると信じていた。

　しかし領地の経営について学ぼうとアルベルトに教えを乞うても、やんわりと断られる。それはどの問いかけに対しても同様で、暗に父と同じ傀かい儡らいであれと言われているようで、フリードはアルベルトに不信感を持ち始める。

　フリードは父親と違って聡明な青年だ。アルベルトから学ぶことは不可能だと早々に見切りをつけた彼は、傍付きの従者であるディルクとともに領内をめぐり、ゆっくりとだがひとつひとつ学んでいった。

　父親が好きだった領土境の山に向かう一帯は、アルベルトの興味も薄い土地だったため、まずはそこで農地の管理方法を学んだ。

　気軽に話しかけてくるフリードに、領民たちは好感を抱き始める。農業に従事する者の声を直に聞き、水路の整備などに生かしていくフリードのやり方は効果的で、西方地区を中心にフリードの支持率は上がっていった。

　すると、それがおもしろくないのか、アルベルトはフリードに縁談を持ちかけてきた。領主として一人前になるまで妻を娶るつもりはなかったが、領内の有力貴族の娘が相手では、体面上断るわけにはいかない。

　叔父としては、フリードを政治から切り離したかったのだろう。




　そうしてやってきたのが妻のアデーレだ。

　陶器のような白い肌、快晴の空のような碧眼、緩やかなウェーブの金髪も艶やかで人形のように美しかった。しかし、会話上手というわけでもなく、フリードにしてみれば特におもしろみはない女性だった。可もなく不可もなく、といった感じで、特にのめり込むこともなく、夫婦生活は無難に過ぎていった。

　結婚して数カ月した頃、フリードは妻が隠れて叔父と会っているという情報を耳にした。とはいえ、もともとが叔父からの紹介だ。同じ屋敷に住んでいて話さないほうがおかしいだろうと高を括っていた。

　しかし、その頃から不審なことが続いた。取引を持ちかけようとした商人に、先に叔父の手が回っていたり、フリードが進めていた農地整備と同様のことが叔父の管轄地でも行われていたりしたのだ。妻が、叔父に自分の情報を流しているのでは、と疑うのは当然の流れだった。

　それから、フリードは寝室で仕事の話をするのはやめ、内密の話はディルクと鍵のかかる私室で行うようになる。次第に仕事の資料も増え始め、いつの間にかそこがフリード専用の執務室になった。

　フリードはずっと疑問だった。アルベルトはなぜ、自分に仕事を教えようとしないのか。妻に監視させるようなことをするのか。

　フリードにはアルベルトを排除するつもりなどなかった。むしろ、彼に認められたくてたまらなかったのだ。

　ある日、フリードは置き忘れていた叔父の土地の帳簿を見つけ、なにげなく中を確認すると、不自然な金額の取引を発見する。そしてそこを追求しようとすればするほど、叔父はフリードを遠ざけようとした。

　疑念が確信に変わる。

　叔父はきっと、なんらかの不正をしているのだろうと。




　そんな頃だ。

「私、あなたのお子が欲しいです」

　常に貴族然としているアデーレが、顔を赤らめ、そんなことを言った。

　夫婦生活はないわけではなかったが、あくまで義務的なものだ。寝所をともにするのは、月に数日だけ。それでもタイミングさえ合えばいずれ子はできるだろうと思っていたが、その兆しはまったくなかった。

　突然の申し出に、フリードは面食らった。敢えて『欲しい』と言葉にするということは、まるで今まではできないようにしていたみたいではないか。

「どうした急に」

「子ができれば私にももう少し興味を持っていただけるでしょう？」

　これは駆け引きだ、と思った。

　フリードはもう彼女に仕事の話は一切していないし、執務室にも入れないように鍵を管理している。つまり叔父にとってアデーレの〝情報源〟としての価値はほぼ失われたと言っていいだろう。となれば叔父がいつまでアデーレの後ろ楯となるかは怪しいものだ。

　政略結婚の駒として使われる女には、男の庇ひ護ごが必要だ。叔父が期待できないとなれば、夫との関係を良好にするべきだと考えるのは自然の流れだっただろう。

　フリードはそれをチャンスだと思った。彼女を味方に取り込めれば、そこから叔父の情報を手に入れることができるに違いない。

　それから、フリードはできる限りアデーレとの時間を取った。旅行へ連れていけば、彼女は解放されたようにのびのびと笑う。半年かけて彼女をこちらに取り込めただろうと思った頃、子を宿したのが分かった。

　しかし、それからすぐ、アデーレは腹の子とともに死んだ。同じ食事をとったフリードも軽く体調を崩し、症状的に毒ではないかと噂が立ったが、その日の食材を調べても証拠はあがらず、食中毒ということで処理された。

　分かりやすいほどに叔父が怪しいと思えたが、証拠がなければ追及もできない。

　なにせ、領内では叔父は絶大の信頼を勝ち取っているのだから――。
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「……そして叔父が新たな縁談の話を持ちかけてきたのが、つい一カ月前だ。もう叔父からの紹介など信用できないのは当然だろう。俺はどうしても叔父とは関わりのない、それでいて家柄もよく難癖のつけにくい花嫁が欲しかったんだ」

「それで、私」

「そういうことだ」

　フリードが静かに頷く。

　前妻のアデーレとは政略結婚だと言っていたが、終盤の夫婦生活はそれなりに実じつのあるものだったのだろう。だとすればアデーレの死は、彼に大きな影を落としているはずだ。

　エミーリアは彼を見つめる。どこか寂しそうな顔は、前妻を想ってのものなのだろうかと思ったら、なぜだか胸が苦しくなった。

「じゃあ、あなたが知りたいのは、アルベルト様が毒殺したという証拠？」

「そうだな。検出できなかった毒がいったいなんなのか。それともうひとつ、本当に叔父が不正をしているのか、そこを調べたい」

　フリードは胸元から二枚の紙を取り出した。主に収入をまとめたもので、区分けされた領土ごと、項目ごとにまとめられている。クレムラート領内にいる各貴族たちが管理している土地も、このように最終的には領主であるフリードのもとまで報告が上がってくるのだそうだ。

「ここの花類というところだ。俺の管理する西側地区に比べて、叔父の管理する土地は五倍の値段がついているだろう？　叔父に聞いても品質がいいからだとしか言わないが、納得がいかない。広いとはいえ、気候まで変わるわけじゃない。高値で取引されるからには特別美しいのだろう、と思って入手しようとしたが領土内にはほとんど流通していない。帳簿で調べられたのは中央領への出荷と東方諸国への輸出だった」

「領土内で流通しない花……」

　エミーリアは経済に詳しいわけではないが、花類のような生鮮品は遠くに卸せばそれだけ鮮度が落ちることくらいは分かる。それに高値がつくのはやはりなにか不自然な気がした。

「今回の領地めぐりで、それも確認してこようと思っている」

「え？」

「君の保養だと言えば大抵のところは入り込めるからな。利用するようで悪いが」

「いいえ、嬉しいわ」

　パッと顔を綻ばせたエミーリアを、フリードはじっと見つめている。

「私、ここ二年ほどずっと、自分は誰の役にも立たないんだと思っていたの。お父様もお母様も狩りは駄目とか、女らしくしろとか、私の行動を制限してばかり。でも、外に出るのが役に立つのならこれ以上嬉しいことってないわ。噂の令嬢らしく大人しくしているくらい我慢する」

　ふっとエミーリアの顔に影がかかる。フリードの碧眼に、エミーリアが映り込んでいた。

「……我慢などしなくてもいい」

「え？」

「屋敷を出ればいったんは叔父の目は届かなくなる。少々羽目を外しても俺は怒らない」

「本当？」

「……まあ、乗馬は山の中だけに限らせてもらうがな」

「ムートにも乗れるのね、嬉しい！」

　パッと晴れ渡ったエミーリアの頬に、口づけが落ちた。エミーリアは一瞬頭が真っ白になる。自分に起きた出来事が信じられず、ゆっくりと感触の残る頬に手を当てた。その仕草に、フリードは苦笑している。

「……奥さんは随分奥手だな」

「だ、だって。いきなりだもの」

「そりゃ衝動的にしてるからな」

「え？」

「可愛いと思えば、口づけをしたくなるのが男ってもんだ」

（可愛いって……私？）

　エミーリアは自分の顔に熱が集まってくるのを感じた。おろおろと口元を押さえていると、手がふわりと頭を撫でる。見上げれば、フリードが口元に笑みを湛たたえたまま自分を見つめていた。

「冗談だ。そう緊張するな。……そうだな。今のは契約の口づけだ」

「契約？」

「そう。改めて、俺と君の契約の証の口づけ」

　エミーリアは淡々と語る彼を見つめる。

（なんだ、契約か）

　そう思えば、寂しさが胸に去来する。頬の温度が少し下がってしまったようだ。

（衝動的って言ったのに、……それも嘘？）

　まるで違う言葉を期待しているような自分に、頭の中が混乱してくる。

「……トマスに叱られるな」

「え？」

「いや。そんなわけで明日は朝が早い。もう寝ろ」

　おでこを軽くつつかれ、エミーリアは後ろによろけた。急に距離が遠ざかった気がして焦るも、どうしたらいいのかは分からない。

「……フリードのお部屋にはちゃんとベッドがあるの？」

「どういう意味だ」

「きちんと寝ているのかと思って」

「寝ているよ。心配は無用だ」

「……そう」

（でも心配したい）

　エミーリアはそんな自分の思考に驚いて、勢いよく布団を頭からかぶった。「おやすみなさい」と告げれば、「ああ」と返事がある。

　まだドキドキしている心臓をどうやって静めたらいいか分からず、かぶった布団のせいで暑くてたまらない。

（どうしちゃったのよ、私）

　なんだか今までと調子が違う。胸の動どう悸きは勝手に高鳴るし、自分のことで精一杯なのに、布団一枚隔てた向こうにいる彼の存在を強烈に意識している。

（こんなんじゃまるで……恋でもしているみたいじゃない）

　フリードは本でも読んでいるのか、ページをめくる音が寝室に響く。羊を数えるような気分で、エミーリアはその回数を数えていた。そしてその数字が百を超えた頃、ふっと枕元のランプが消され、フリードが部屋を出ていく音がした。

　外からかけられた鍵の回る音に、どうしようもなく寂しくなる。

　たまにはここで寝ればいいのに、なんて、覚悟もないくせに思った。




　眩しい朝日が差し込んできて、メラニーのご機嫌伺いの声がする。

「おはよう。メラニー」

「今日からご旅行に行かれると聞きました。エミーリア様はご朝食を。その間に私が用意をしておきます」

　小さなテーブルには、いつものようにひとり分の朝食が並べられている。それを見たエミーリアは衝動的に立ち上がり、ベッドから飛び降りる。薄い夜着が、ふわりとはためいた。

「旅行の話、フリードに聞いたの？」

「いえ、つい先ほどそこでディルク様に」

「じゃあ彼は部屋かしら」

　勢いのまま扉に向かい、怪訝そうに見つめるメラニーに告げる。

「旅行用の服は簡素なものでいいわ。あんまり荷物を増やしたくないの」

「エミーリア様、どこへ」

「フリードのところ」

「そんな格好で。エミーリア様ってば」

　白の夜着は生地が薄く、寝汗で体に張り付いているから肌も透けて見える。けれど構わずに、エミーリアはフリードの個室に向かった。

　同じ階にある彼の部屋はそう遠いわけでもないが、最初に案内してもらった時に場所を確認したきりで、自分から向かうのは初めてだ。

「入るわよ、フリード」

　そう言って、エミーリアは返事も待たず扉を開け放った。ベッドに腰かけたフリードと驚いたように振り向くディルクの立ち姿が目に入る。フリードの寝巻にガウンを羽織っただけの無防備な姿、目が点になったような顔に、エミーリアは思わず笑い出したくなった。

「どうした、エミーリア」

「朝食を一緒に食べたいの。ひとりでなんてつまらない」

「だからってそんな格好で……」

　フリードは慌てて立ち上がり、ガウンを脱いで彼女の肩からかけた。

「……だって、多少羽目を外しても怒らないって言ったわ」

「それは屋敷の外で、と言ったろ？」

「そうだったかしら」

　つん、とおでこをつつかれ、エミーリアは痛みの残るそこを押さえながら軽くよろめいた。

「お転婆め」

　その声も指の合間から見える顔も、優しかったからだろうか。同じ言葉を言われているのに、父や母に責め立てられる時とまるで違う気持ちになる。

「いいだろう。君の部屋で食べよう。ディルク、俺の食事も寝室へ」

「かしこまりました」

「じゃあ待ってるわ」

　身を翻そうとした時、左手首を掴まれた。フリードの眼差しは柔らかいのに、射抜かれた気分でエミーリアは動きを止める。

「なに？」

「一緒に行く。大体、護衛もつけずに出歩くなと言っていたはずだ。……しかもそんな目のやり場に困るような格好で。俺も着替えるから少し待っていろ」

「わ、分かったわ」

　フリードの着替えを見ないようにそっぽを向いて待ちながら、うっすら体のラインが透けて見える夜着姿の自分を鏡で見つめる。

　今まで気にしたこともなかったのに、今はすごく恥ずかしいような気がして、落ち着かない。

　その恥じらいが自分を以前よりずっと娘らしく見せていることに、エミーリアは気づいてはいなかった。










山中でのやりとり




　エミーリアが、フリードとともに部屋に戻ると、ディルクとメラニーが一緒にテーブルを整えていた。

　メラニーは嬉しそうに「奥様ったら一も二もなく旦那様に会いに行ったんですよ」と余計なことまで口走っている。

　エミーリアは咳払いをして黙らせ、席に座った。

　小さなテーブルに、所狭しとお皿が並べられている。今日は焼き立てのパンとスコッチエッグとサラダとホットミルクだ。

「私、実はホットミルクは苦手なのよね。でもね、カールに教えてもらってハチミツを入れてみたの。そうしたら美味しかったわ」

「そうか。エミーリアは甘いものが好きなのか？」

「ええ。でも、ハチミツはうちの領土では貴重なのよ。ほとんど流通してなかったわ」

「なんだ。じゃあベルンシュタイン家に売り込みをかけようか。うちの領土は養蜂は盛んだぞ」

「お花も多いものね。どうやってとるの？」

　前のめりになったエミーリアに、フリードは目を泳がせ、咳払いをする。

「そうだな……今度教えてやる」

「今じゃ駄目なの」

「駄目だ」

　にべもなく断られてしゅんとしていると、ディルクが助け舟を出す。

「エミーリア様、察して差し上げてください。フリード様も詳しくは知らないんですよ」

「こら、ディルク」

「本当のことじゃないですか。ハチミツの生産方法など、あなたに聞かれたことは一度もありません」

　見る見るうちにフリードの頬が染まってくる。初めて見た夫の平静を崩す姿に、エミーリアは笑い出してしまった。

「ふふっ。なんだ。知らないなら知らないって言えばいいのに。だったら私が調べてあげるのに」

「言えるか。俺は領主だぞ？」

「あら。領主になった途端にすべて分かるわけでもないじゃない」

　フリード相手に立場が上になれることなど珍しいので、調子に乗ってまくしたてていると、ディルクが傍に寄って耳打ちしてきた。

「エミーリア様、そのへんになさいませ」

「でも」

「フリード様は、エミーリア様にいい格好がしたいんですよ。察してくださいませ」

　そう言われて、今度はエミーリアが真っ赤になる。思わずスプーンを落としてしまって、がしゃんと大きな音が室内に響いた。

　怒られるかと体をびくつかせたエミーリアに、フリードから返ってきたのは噛み殺した笑いだった。

「……子供みたいだな」

「なっ」

「だってそうだろ。さすがは深窓の令嬢」

「もうっ、なによ嫌みね！」

　半分喧嘩しているようなものなのに、一緒にとる朝食は楽しかった。これからも毎日、こうしたいと願うほどに。

　朝食後、そのまま旅支度を整え、玄関に向かった。同行するのはディルクとトマスのふたりだ。見送りに出た屋敷の人の中にアルベルトの姿はなかった。

「奥様、お気を付けて」

「メラニー、悪いわね。数日ひとりにさせるけれど」

「ご心配なさらなくても、私にもお友達くらいできました。安心してご出発なさいませ」

　メラニーの笑顔にホッとして、輿入れの日同様、フリードの馬に乗ろうとすると、トマスの乗るムートがいななきを上げる。

「落ち着け、ムート。大丈夫だよ」

　トマスが落ち着かせるように首のあたりを撫でている。エミーリアがそちらを向いたのに気づいて、フリードが彼女を引き上げ、そっと耳打ちした。

「山に行ったら乗せてやる。しばらく我慢しろ」

「分かってるわよ」

　フリードに抱きかかえられるように馬にまたがる。ムートのいななきはなかなか治まらず、無視している格好になっているのが辛かった。

「大丈夫だ」

　まるで馬をなだめる時のように腕を撫でられて、エミーリアは顔が熱くなってくる。

（私がなだめられてどうするのよ）

　顔を赤らめ、フリードの腕に抱かれる形で大人しくしていると、侍女たちの興味津々な視線が刺さる。メラニーからも仲睦まじさに対する羨望が見て取れた。

（傍目には、熱々の新婚夫婦に見えるのよね、きっと）

「では行ってくる」

「行ってらっしゃいませ」

　侍女たちの挨拶の後、メラニーが深々と頭を下げた。

「奥様、道中お気を付けて。フリード様とのご旅行、楽しんでくださいませ」

「ありがとう、メラニー」

　エミーリアが手を振ったのと同時に、フリードが馬の手綱を捌く。

　晴れやかな空の下、一行は順調に走り出した。




　道中は輿入れの日同様、領民たちへの顔見せを兼ねての移動だった。

　領内に居を構える貴族の屋敷で挨拶をしつつ、今日は先を急ぐからと接待はやんわりと断りながら、ようやく領土境の山までやってくる。少し奥に入ったところで、エミーリアはいてもたってもいられず、フリードの愛馬から飛び降りた。

「馬鹿、危ない」

「大丈夫よ」

「お転婆も大概にしろ。怪我をしたらムートに乗れないだろう」

　いさめられて、しかもそれが正しいものだからエミーリアは唇を尖らせた。

「大丈夫ですよ、フリード様。これくらいで怪我するようなエミーリア様ではありません」

　トマスの口添えに、エミーリアはホッとしてムートへ駆け寄る。

「ムート」

　結婚前にそうしていたように、首から背中にかけて毛を撫でてやると、興奮気味だったムートが気持ちよさそうに目を細めた。

　綱を押さえていたトマスは、フリードにお伺いを立てるように視線を送り、頷いたのを確認すると手綱をエミーリアに渡した。

「フリード。乗ってもいい？」

「止めても乗るくせに。許可がいるのか？」

　ふてくされた様子のフリードに、エミーリアは軽やかに笑って見せる。

「いるわ。今の私はあなたのものだもの」

　フリードは一瞬硬直し、頬の赤みを隠すようにそっぽを向いて、「気を付けて乗れよ」と言った。

　そんなことに気づきもしないエミーリアは、鐙あぶみに足をかけ、一気に馬の背に乗り込んだ。またぐ際にスカートが引っかかってよろけそうになったが、ムートは慣れた馬だ。スカートをまくり上げ、体勢を整える。

　どうせ下着だなんだと着込んでいるのだ。見られて困ることもあるまい。

　懐かしい愛馬の首元に、顔を寄せた。

「ムート、今日はスカートだから、スピードは抑えてね」

　馬はいななきとともに走り出す。こちらも嬉しくて仕方ないといった様子だ。




　突然走り出した彼女に、慌てたのはフリードだ。

「あのお転婆め。ディルク、彼女を見張っておけ」

「はい」

　ディルクが後を追っていったが、すぐに姿が見えなくなる。迷子になられては大変だと肩を竦めた。

「やれやれ、すごいお嬢さんだな」

「ずっとムートに乗りたいと言っていたんです。今回叶えていただけてありがとうございました」

　頭を下げるトマスに、フリードは値踏みするような視線を向ける。

「……お前が礼を言うのか」

「は？」

「お前にとって……いや。そうだな。あんなに楽しそうな様子を見せられては、俺だってこれ以上大人しくしていろとは言いづらい」

「フリード様？」

「俺たちも追いかけようか」

　とはいえ、トマスはムートをエミーリアに貸したために馬がない。加えて、ムートに乗せていた荷物も今は下ろしている。

「私は荷物番をしていますよ。エミーリア様のところへ行って差し上げてください」

「ああ。頼むな」

　フリードはエミーリアたちが消えた方向へと馬を走らせた。

　フリードの馬は他の馬よりひと回り大きい。だからすぐ追いつくだろうと思っていたのに、五分ほど走っても一向に姿が見えなかった。

　しばらく行くとさらに山を登るルートと、下るルートに別れる地点があり、そこでディルクが馬から降りた状態で途方に暮れていた。

「フリード様。申し訳ありません。エミーリア様を見失ってしまいました」

「なんだと？」

「しばらく好天が続いたせいか蹄ひづめの跡も残っておらず、どちらに向かわれたか判別がつかないのです」

　ディルクは地面を見分していたようだ。フリードは辺りを見回す。

　確かに判別はつかないが、エミーリアならば下がるよりは上がるだろうなという確信がフリードにはあった。

「恐らく上だろうな。俺が上を見てくる。お前はこっちの道を探してくれ。数キロ進んでいなければ戻ってくるんだ」

「かしこまりました」

　ディルクの乗った馬が走り出したのを見送ってから、フリードも森の先を見る。

　道はあるものの木々が茂り、見通しはよくない。加えて彼女はスカートだ。いくら乗馬に自信があっても、引っかけて怪我をすることは十分あり得る。

「……ったく、目の離せないお嬢さんだな」

　舌打ちしつつ、心配とは反対の感情で口の端が緩んでいくのは止められず、フリードは咳払いをして自分をごまかした。

（こんな娘は初めてだ）

　純情で、お転婆で、一生懸命で、無邪気で。今まで周りにいたどんな女性より、危なっかしくて目が離せない。なのにそれがおもしろい。次になにをしでかすかと楽しみに思ってしまう。

　自分の心の中でどんどん大きくなるエミーリアの存在。失くしたくないという思いは、かなり大きなものになっている。

「エミーリア、無事でいろよ」

　フリードは口元を引き締めて、馬を速めた。




　風が頬を切る。

　どんどん狭くなる道をものともせず、ムートは徐々に速度を上げていた。

「ムート。ちょっと速いわ。落ち着いて」

　疾走する愛馬の首をゆっくり撫でる。最初はエミーリアの言うことを聞いていたムートだが、徐々に興奮したのか勝手にスピードを上げ始めている。

　結婚前まで山での乗馬ばかりしていたため、木々の合間を抜けていくのはムートの得意とするところではあるが、今日のエミーリアは腰から下にふくらみのあるスカートをはいている。これが枝葉に引っかかり、時々引っ張られそうになるのだ。

「ねぇ、危ないわ。ムート」

　興奮しすぎて言葉が耳に入らなくなっているようだ。手綱を引いてなんとか速度を落とさせようと思うが、なかなかうまくいかない。

　その時、エミーリアの耳に後ろから別の蹄の音が飛び込んできた。

「エミーリア！　止まれ」

　大きな黒馬に乗ったフリードだ。その体格の大きさから、あっという間に追いついてくる。

「ムートが興奮してるの。今なだめているから馬を寄せないで」

「待ってるうちに頂上についちまうよ」

　そう言うと、フリードは威圧するようにムートの横に馬を並ばせた。大きな馬の登場に接触の危険を感じ取ったのか、ムートが急速にスピードを落とす。

「よしよし、ムート、大丈夫よ」

　エミーリアの声に、ムートも歩くほどのスピードになりながら呼吸を整えた。

　先に馬の手綱を近くの木にひっかけたフリードは、馬上のエミーリアに手を伸ばした。

「なに？」

「ムートを少し休ませてやれ。それより、ここまで来たなら見せたいものがある」

　服装の都合上、乗るのも大変なら降りるのも大変だ。戸惑っていると、「ほら」と手を広げられる。

「飛び降りるくらいなんてことないんだろ。受け止めてやるから降りろよ」

「でも」

「夫の手が信じられない？」

「そんなことないわ」

　だけど、心臓が痛いくらいドキドキして、うまく息ができなかった。口を開けたら心臓ごと飛び出してしまいそうで、しっかり唇を結んで片足をムートの背中まで滑らせた。

　途端、ふわりと持ち上げられる。腰のあたりを掴まれて、次の瞬間には、エミーリアはフリードの腕の中にいた。

「こう軽ければムートもどこにでも行けてしまうな」

「普段はちゃんと言うことを聞くのよ。今日は久しぶりだから興奮してただけ」

「服装を考えてなかったのは敗因だったな。今度乗馬服を作らせよう。奥さんが落馬でもしたら大変だ」

　意外な返答に、エミーリアはフリードを見上げる。

「でも、そんなことしたら、皆に私が馬に乗ることが知られてしまうわ」

「馬に乗れる令嬢がいても問題ないだろう。俺が教えたことにすればいい。のちに君の才能を開花させたと褒めそやされるかもしれない。それより来い。この先に開けたところがある」

　ムートの綱を枝にひっかけてから、エミーリアはフリードについていった。

　山道から少し外れ、木々の密集したところを抜けると広く開けた場所があった。目の前は空、眼下に広がるのはクレムラートの領地。花が特産というだけあって、花畑がところどころにある。色とりどりのそれは、まるでパッチワークのようだ。

「綺麗……」

「歴代領主が狩りを好んだのは、この景色を見るためだったのかもしれないよな。自分の領地の素晴らしさを感じるだろう。どうだ？」

「素敵だわ。ずっと見ていたい」

　心なしか、花の香りまで伝わってくるような気がする。

「……父は政治には構わず、狩りにばかり出ていた」

　フリードの顔を見上げると、彼は眼下に広がる景色を、どこか寂しそうに見つめている。

「俺は何度も罵ののしった。でも、叔父に不信感を持つようになって、自分でここに来るようになってようやく、父は誰よりもこの領土を愛していたのではないかと思うようになった」

　目を細めたフリードが眼下の景色を眺めている。

「春は色とりどりの花、夏は空の青と緑のコントラスト、秋には稲穂が広がって一面の黄色だ。本当に綺麗なんだ。この土地を見て、誇らしさに胸が震えるたび、父が領主としてこの土地を愛さなかったわけはないと思った」

「そう」

　花が咲く今の景色を見るだけでも圧巻なのだ。フリードの言う通り、見るたびに誇らしさを感じたことだろう。

「……それに気づいたのは父上を失ってからだ。俺は……もっと父に違う言葉をかけるべきだったんじゃないかと思う」

「フリード」

「もちろん領主として無能だったことは変わらないがな」

　憎まれ口に変わった途端にフリードは表情を緩めた。それがもう強がった顔にしか思えず、エミーリアは抱きしめたいような衝動に駆られる。

「……では、あなたがお父様の遺志を継げばいいわ」

「え？」

「この土地を愛して、発展させていく。お父様が本当にしたかったのはきっとそういうことよ。無能なわけではないのだと思う。ただ、アルベルト様の才能を信じていたんだわ。自分がいてはうまく動けないと、そう思ってお任せしたのかもしれないでしょう？」

　エミーリアには、これほど頭の回るフリードの父親が単なる無能だとは思えなかった。無能を装うのは、すべてを円満に収めるための処世術だったのかもしれないとさえ思うのだ。

「……父上が生きているうちに、君に会えればよかったのに」

「え？」

　問い返した声は聞こえないのか、肩をぐっと抱かれる。

「そろそろ行こう。風も冷えてきた。……トマスも待ちくたびれているだろう」

「あ、そうね。トマスが乗る馬がないものね」

「忘れてたのか。ひどい主人だな」

「もうっ、そういうこと言わないでよ」

　ふくれたエミーリアは先に行こうと足を速めたが、肩を掴んでいたフリードの手がそうさせてはくれなかった。

　次の瞬間、後ろから強く抱きしめられる。エミーリアの心臓は飛び出しそうだ。

「ふっ、フリード？」

「……ちょっと寒いな」

「やだ。風邪ひいたの？　大丈夫？」

「平気だ。ちょっとだけこのままでいてくれれば」

　首筋に顔を押し当てられて、身動きが取れない。結局、ディルクが探しに来るまで、エミーリアは硬直したままフリードに抱きしめられていた。




　その日は、西側地区の宿に泊まる。

　地方伯が遠出する時は、領内の他の貴族の館に宿をとるのが普通だ。しかし、フリードは『それだと接待で面倒くさい』と断ったらしい。

　地方伯一行が滞在するということで宿泊客は他の宿へと回され、貸し切りの状態になっている。宿屋の主人は「こんな汚いところに」と恐縮しかりである。

　まずは夕食を、と食堂に通される。テーブルがいくつも置かれた広い空間の一角だけが妙に豪華な食事で飾られている。

「なんだか申し訳ないわね。他の方と一緒でも私はよかったのに」

「人が増えれば危険が増すからな。今は危険な時期だから安全策をとった」

「でもアルベルト様が本当に私を狙うかしら」

「子ができれば間違いなく」

「だとすれば逆に今は安全じゃないの。子はできないわ。絶対にね」

　なにせ、唇への口づけさえもしてはいないのだ。

　なぜか拗ねたような気持ちでエミーリアは思う。

「それはそうだが。叔父上にはそんなことは分からないだろう。俺が二十歳になれば補佐役という立場もなくなるからな、今は焦っているはずだ」

「それにしたって私を狙うってのは遠回りだわ。だって今時点であなたがいなくなれば、継承者はアルべルト様しかいなくなるんだし……」

　そこまで言って、エミーリアはハッと気づく。フリードがそこまでアルベルトを疑うということは、身に覚えがあるからに決まっている。

「あなた、もしかしてなにか危険な目に遭っていたりするの？」

　胸元に掴みかかると、フリードは驚いたように目を見開き、その後笑い出した。

「笑わないでよ。そうよ。私を狙うよりあなたを狙ったほうが早いんだもの。なにもないわけないんでしょう？」

「俺は対策を練っている。料理はカールにしか作らせていないし、先に毒見もさせている。外に出ればまあ色々あるが、ディルクがいれば大概は切り抜けられるってものだ」

　エミーリアはディルクを振り仰ぐ。ディルクは困ったように主人とエミーリアに交互に視線を送ると、

「辻馬車に突っ込まれたことが二回ありますが、大丈夫ですよ。この方もエミーリア様と同じで大人しいご子息ではなかったので、勘も利けば身のこなしも軽いのです。やんちゃな人間というのは危険に敏感なものです。失礼ですが、エミーリア様もそうだったでしょう？」

「ぶっ」

　思わず噴き出したのはトマスだ。フリードとエミーリアは揃ってそっちを睨んでしまった。トマスは顔を赤らめて頭を下げる。

「失礼しました。いや、ディルク様のおっしゃる通りだなぁと思って。どこかのご令嬢もそれは身軽なものでしたし」

「ちょっとトマス」

「いいではないですか。似た者同士でお似合いですよ」

　ディルクがあっさりと言う。フリードは照れくさそうに口に食べ物を詰め込むと、「契約に似合いもなにもあるか」と呟いた。

　それは小さな声だったが、傍にいたエミーリアにはしっかり聞こえて、浮足立った気持ちが沈んでいくのを感じた。

（契約だもの。……そうよね）

　なのに落ち込む自分がおかしいのだと、エミーリアは唇を噛み締めた。




「こちらがお部屋になります。狭いかもしれませんが宿一番の部屋です。ご勘弁ください」

「そんなに恐縮するな。急に言って部屋を用意してもらっただけで感謝している」

「いえいえ。領主様がお泊りになるなど初めてなもので、至らぬところがあったらいくらでもおっしゃってください」

　宿屋の店主は、入店してから頭を下げてばかりいる。後から顔を思い出そうとしても思い出せないだろう。

　エミーリアは通された部屋に入り、ふうと息をついた。

　大きな窓がとられていて、ベッドはふたつ。正直屋敷の寝室よりも狭いが、綺麗に掃除されていて清潔そうだ。棚に飾られた手作りの小物が可愛らしい。

「私とトマスは隣の部屋におりますので、いつなりとお呼びください」

　ふたりの従者は頭を下げ、早々に部屋を引き上げる。そこではたと、この部屋を使うのが自分たちふたりなんだと、エミーリアは気づいた。

　途端に緊張してきて、ベッドカバーの裾を握り締める。幾何学模様が刺繍された独特な模様のベッドカバーだ。これは宿の女将が作ったのだろうかとふと考える。

「明日は、叔父の領地を回る。事前には伝えていないから、遠くから見て君が花を見たがったことにしたいんだがいいか？」

「ええ。アルベルト様の領地で、花畑を確認するのね？」

「そうだ。異様な高値で取引されるものがなんなのか。今度こそ突き止めてやる」

　こぶしを握り、決意を新たにしているフリードは、明日のことですっかり頭がいっぱいのようだ。

（同じ部屋でドキドキしてるのなんて私だけね）

　寂しいような残念なような気持ちでいると、部屋の扉がノックされる。軽装になったトマスがそこにいた。

「エミーリア様、入浴の用意ができたそうです。女将に手伝いをお願いしますか？」

「いいえ。旅先でくらいひとりでできるわ」

「ではそのようにお伝えしますので、支度をなさってください」

　メラニーが詰め込んでくれた着替えを探し出し、手に持って移動する。

「じゃあ行ってくるわね」

　フリードは窓の外に目を向けたまま、ぶっきらぼうに「ああ、ゆっくりしてこい」と言う。

（こっちを見もしない）

　ふてくされた気分で風呂に入り、戻ってからは交代でフリードが出ていった。

　彼が戻るのを待ちながら、エミーリアの心臓はドキドキと跳ね回っている。

　なにもないとは分かっているけれど、屋敷を離れて同じ部屋でひと晩過ごすと思えば、落ち着けるはずがないではないか。

　しかし、戻ってきたフリードは、ろくに乾いていない頭にタオルを当てたまま、エミーリアと顔を合わせることもなく、「今日は疲れた」と早々に寝てしまう。

　もう一方のベッドから寝息を立て始めたフリードを見て、エミーリアは盛大なため息をついた。

　別に夫婦らしい触れ合いを期待していたわけじゃない。だけどせっかくの旅先なのだ。今日見たものを話し合ったり、過去の思い出話をしたり……もっとフリードのことを知りたかったのに。

（……なんか、寂しい）

　契約の花嫁だということは最初から分かっていたはずなのに、どうしてこんなふうに胸が痛くなるのだろう。










叔父の農園




　相変わらず清い体で目覚めた朝。すでに着替えを終えたフリードは、寛いだ様子で隣のベッドに腰かけ、足をこちらに向けて、目元をこするエミーリアを見ていた。エミーリアはごろりと寝返りを打って、寝起きの顔を慌てて隠す。

「よく寝られたようだな」

「……まあ、ね」

　嘘である。寝られたのは明け方だ。

　隣のベッドが気になって眠れなかった、などとは口が裂けても言えない。

　彼が寝返りを打つたびに、ドキドキしながら、寝たふりに気づかれないよう規則正しい寝息を打つことにだけ集中していた。

（馬鹿みたい、私）

　フリードはなにも気にせず熟睡していたというのに、自意識過剰もいいところだ。

「着替えます」

「じゃあ表に出ている」

「いいわよ、見ないでさえいてくれれば」

　上半身を起こし、夜着に手をかける。

　どうせ欲情もなにもしないのでしょう、とふてくされていると、隣のベッドから枕が飛んできた。頭にぶつかったそれを胸元に抱え、彼を恨みがましく見つめる。

「痛いわ」

「待てと言っているんだ。俺は先に食堂に行っているから着替えたら来い」

　フリードは不機嫌そうにさっさと部屋を出ていってしまう。廊下にディルクたちがいたのか、話し声が聞こえてきた。

「フリード様、寝不足ですか？」

　冷やかすようなディルクに「うるさい、馬鹿」と反論している。

（冷やかされたって動じないわよね）

「……寝不足なのはこっちよ」

　エミーリアは夜着を脱ぎ捨てながら呟く。

　勝手にドキドキして、なにもないから拗ねて。そういう契約なんだから当たり前なのに。

（嫌になる、こんな気持ち）

　自分が別の人間になったようだ。どちらかと言えば人を振り回してばかりいたのに、今はフリードの行動ひとつでイライラしたり嬉しくなったりする。こんなの、まるでメラニーが時折楽しそうに話す、恋物語の主人公のようではないか。

「……好きなのかしら、私」

　そう思った途端に脳裏にフリードの顔が浮かんで顔が熱くなる。

　昨日山で見た笑顔、それとは裏腹な部屋に戻ってからの冷たい態度。それは勘違いするなと、契約の花嫁には心を許さないと、はっきり突き付けられたような気がしてとても悲しかった。

　前妻のアデーレ様になら笑顔を見せたかもしれないのにと、彼の過去にさえヤキモチを焼いてしまいそうになる。

「……っ」

　視界が滲んできて、慌てて目をこする。

　彼はなにも悪いことなどしていない。最初の契約通りに過ごしているだけだ。

（なんで恋なんてしちゃうのよ）

　頭を振って考えを追い出そうとする。だけど消そう消そうと思うほど、彼の存在感がエミーリアの中で大きくなっていく。

（馬鹿みたいじゃない、私）

　契約の一年を終えた時、ずっと一緒にいたいと言えば、彼は応じるだろうか。

　エミーリアは首を振る。

　今のところお互いの関係はうまくいっているが、それは契約を前提として踏み込まないようにしているからだ。だから目の前で服を脱ごうとすればあんなに不機嫌になる。好きだなんて気持ちは、重荷にしかならない。

「きっと、これ以上踏み込んではいけないんだわ」

　自分に言い聞かせるように呟く。

　それでも、彼にのめり込んでいく自分を止められる自信はなかった。




　その日、エミーリアとフリードの一行は叔父の有する領土に向かった。

　なにか不正の証拠をと意気込んできたものの、そこから突然景色が変わるわけでもない。相変わらず畑や家が点在し、汗水たらして働く人々がいる。

　遠くに見える一際豪華な屋敷がアルベルトの屋敷なのだとフリードが説明してくれた。

「この一帯は叔父の所有地だ。さらに東と北に縁戚の貴族の所有地があるが、まとめて叔父の管理地という扱いになっている。今のところ、これらはすべて俺が二十歳になった時に、管理の権利を俺に移すという話になっているが、反対しているのが叔父だ。今まで通り自分の管理地として扱いたいと申し出ていて、それに反対する俺と対立しつつある、という構図だ。分かっているか？」

「分かっている……と思うわ」

　改めて説明を聞くと、以前より人間関係を把握したからか理解しやすい。

　つまり、アルベルトは自分の所領を含めた管理地を独立した領地のように扱いたいのだろう。

「でもそれは、フリード的にはよくないのよね？」

「……代々の領主から受け継ぐ土地だ。勝手にされるのは気分のいいものではないな。叔父がまったくの潔白であるならばそれもいいかとも思うが、明らかになにか隠しているしな」

「それが富を生み出すものでも？」

　高額で取引されるという花。実物を見ていないから不信感が募るのは分かるが、その取引で得た利益は税金としてフリードのもとにも入っているはずだ。

「……芸術品じゃあるまいし、同じ土地で作られた農作物にそこまでの金額の差が出るのはなにかがおかしいんだ。自分の土地でおかしなことがあるのに見過ごすわけにいかない。それに……叔父上は、今は自分の管理地のみを要求しているが、いずれは全領土に広げてくるに決まっている。俺に自分の推薦する女を嫁がせようとしているのはそういうことだろ。傀儡になるのはごめんだ」

「そう……ね」

　エミーリアは、フリードが常に先を見据えていることに気づいて驚く。

　まだ年若い青年ではあるが、気持ちは立派な領主なのだ。

「分かった。私は、興味を惹かれたふりをしてアルベルト様の農地を見させてもらえるようにすればいいのよね」

「そうだ。花畑を中心に見たいと思っている。頼むぞ」

「ええ」

　同じものを一緒に見たとしても、フリードはより多くのことに気づけるのだろう。だとすれば、自分にできることは彼の要求を少しでも叶えられるよう努力することだ、とエミーリアは思った。




　アルベルトの屋敷は、壁が白く塗られた落ち着いた建物だった。庭を囲う柵の途中に直接畑へと繋がる扉が見える。

　観察しながら近づいていくと、屋敷の中から使用人と思しき老執事が出てくる。一行を見ると目を丸くして一瞬辺りを見回した。

「これは……フリード様？　どうしてこのようなところに。こちらにいらっしゃるなどとは伺っておりませんでしたが」

「やあ、エグモント。叔母上はおられるかな。予定にはなかったんだが、せっかく近くまで来たから、エミーリアを叔母上に紹介したくてね」

「ああ、新しい奥方様でございますね。失礼いたしました。私、こちらの屋敷の管理をしておりますエグモントと申します」

「エミーリアと申します」

　頭を下げるエグモントに挨拶していると、奥から女性が現れた。

　仕立てのよさそうな地味な深緑色のドレスを身に纏い、髪をゆったりと結い上げている。年齢は三十歳前後ぐらいだろうか。肘のあたりまでの手袋をつけていて、一瞬外出するところだったかとも思えたが、その割に服装は普段着とも言えるもので、どこか違和感がある。

「フリード様。まあまあ、このようなところに、珍しいこと」

「叔母上、ご無沙汰しております。急で申し訳ありません。紹介します。このたび妻として迎えたベルンシュタイン家のエミーリアです。昨日から彼女に領内を見せて回っていたのですよ。近くに来たのでぜひ叔母上にもご挨拶したいと。それに、叔父上自慢の農園も花の盛りかと存じまして」

　叔母は、頬に手を当て小さく考え込む仕草をした。

「まあ。……困ったわ。夫からはなにも聞いていないのよ。あの人は農園の管理には厳しくてね、了解を取らないと勝手には見せられないのよ」

「内緒にしておいてください。甥っ子の頼みだと思って」

　フリードが片目をつぶって見せると、やんちゃな弟でも見るような顔でクスリと笑う。

「まったく、あなたはずるいわね。まあ入って、まずはゆっくりおもてなしさせてちょうだい。エグモント、準備をして」

　そう言うと叔母はエミーリアに向き直った。

「あなたがエミーリア様ね。お噂はかねがね。本当に美しいお嬢さんね」

「いえ、そんな。あの……なんとお呼びすればよろしいですか？」

「ああ。失礼したわ。私はカテリーナ。好きなように呼んでちょうだい」

「では、カテリーナ様と」

「こちらへどうぞ？」

　室内に招かれる。田舎の別荘地という感じの造りだが、ところどころに置かれている美術品は細工の細かいものばかりで、外観よりも中のほうが豪奢な印象だ。

　それにしても、とエミーリアは前を歩くカテリーナを見つめる。

　アルベルトは確か、妻は人嫌いだと言ってはいなかったか。しかし、この朗らかさや、急な来客への対応力を見るに、そうはとても思えない。

「うちの茶畑でとれたお茶をご馳走するわね。ノーラ、料理長に言ってすぐにできるお菓子を用意してもらって」

「お構いなさらないでください。私、クレムラート領に嫁いできて初めて、お花にこんなに種類があることを知ったんです。農園で育てているというのを聞いて、ぜひに見たいと無理を言ってしまったんですわ。急にお邪魔したら困らせると分かっていたのに申し訳ありません」

　エミーリアは、侍女に指示を出すカテリーナの背中に話しかける。会話して、彼女の人となりを見極めたかった。

「まあ。フリード様も可愛らしい奥様にはかなわないのね。仕方ないわ。夫には内緒でほんの少しだけよ。あとでエグモントに案内させるわね。まあお茶を用意する間、ゆっくりなさって」

　予想外にあっさりと了承してもらえたことにエミーリアは疑問を感じる。

「ちょっと失礼するわね」

　一行を応接室に案内した後、カテリーナは召使に指示を出すために一旦部屋を出た。

　叔母の気配がなくなると、フリードは立ち上がり、窓辺に近寄った。同時に、まるで前から打ち合わせていたように、ディルクとトマスが扉の前に立ち、辺りを警戒する。

「叔母上が戻ってきたらすぐ教えろよ」

　そう言うと、フリードはエミーリアを手招きする。

　その窓からは大きく広がる畑と、囲いがされた温室がいくつか見えた。

「案内がついてしまうと自由に見られないからな。今のうちに全体を把握しておこう。屋敷の北側に広がる一帯は叔父の農園だ。一段高くなったあの丘の上まで、だな。あっさり案内すると言ったところを見ると、高額で取引されている花の栽培場所は見せる気がないということだろう。怪しいのは案内されない場所だ」

　なるほど、問題ないところだけを見せるというのはあり得る話だ。

　エミーリアは一帯の光景を目に焼き付ける。

　裏庭が敷地の横幅いっぱいに広がり、収穫物を保存する蔵や、農具などが収められていそうな小屋がある。干し草が積まれた奥にあるのは馬小屋だ。柵で区切られた奥には茶畑があり、右側には温室が北側に向かって二棟並んでいる。茶畑の奥は黄色の花や、花が終わって枯れた葉だけが残っている畑があった。さらに丘の上には、綺麗な紫色の花が群生していた。

「あれ……なにかしら」

　遠目ではラベンダー畑に似ている。草丈がそこそこあり、緑と紫色の絨じゅう毯たんのようだ。その奥に白い花の列も見える。

「……あまり見ない花だな。いや、でもどこかで……。後で近くで見られないだろうか」

「私、お願いしてみましょうか」

「フリード様、カテリーナ様が戻ってこられます」

「分かった」

　フリードとエミーリアは急いで席に着く。と、途端にフリードがエミーリアの髪を指に巻き付け始める。

「なにをするの？」

「いいから合わせろ」

「なにを……」

「綺麗な髪だ」

　そしてあろうことか、髪に口づけを落とす。

　いきなり甘い言葉を吐き出した夫にエミーリアが戸惑っていると、同じように呆れた声が扉のほうからする。

「フリード様、見せつけにいらしたのかしら。こんなに美しい奥様をもらって浮かれるのは分かるけど、外では控えてくださいな」

「これは叔母上、失礼しました」

　髪は離したものの、フリードの手は次にエミーリアの腰に回る。

「そうは言ってもね。俺はエミーリアを皆に見せたいのですよ。ご覧ください、この綺麗な髪ときめ細かい肌を」

「ちょ、フリード」

　すり寄ってくる夫は完全に色呆けしたように映るだろう。カテリーナを油断させるためなのだろうとは思うけれど、エミーリアにとっては心臓に悪い。

「まあ、仲がよろしいのは結構ですけど。エミーリア様が困っていらっしゃるわよ。とても内気なお嬢さんとお聞きしたのだけど」

「は、はい。や、えと。……フリード、やめて」

　素で真っ赤になったエミーリアが彼を押しのけると、フリードは満足そうにくつくつと笑った。

「こういうところも俺にとっては可愛いのですけどね。……ところで叔母上。手をどうかなさいましたか？　失礼ですが室内で手袋をつけるのは暑くはないのかと」

「え？　ああ。平気よ。ちょっと怪我をしてしまったので、保護しているの。それよりどうぞ。今焼き上がったのよ」

　侍女がテーブルに出したクッキーやお茶を、フリードはエミーリアより先に口にする。

「うん。うまい。エミーリアもいただくといい」

　促され、エミーリアも口にする。サクッとした甘いクッキーだ。紅茶とよく合う。

「お砂糖は入れなくていいの？」

「いつもは入れるんですけど。このクッキーが甘いので大丈夫そうです」

　そのまま、エミーリアはカテリーナと会話をする。主にベルンシュタイン領の話を聞かれたが、その会話ひとつとっても、カテリーナにおかしなところはまったくない。

『人嫌いだから』

　そう言ったアルベルトの意図はなんだったのだろう。やはり、この屋敷に人を近づけないためだったのか。

「叔母上、そろそろ農園を見せていただけますか？」

　フリードの提案で全員が立ち上がり、カテリーナは執事のエグモントを呼びつける。

「案内してあげてちょうだい」

「かしこまりました。こちらへどうぞ」

　エグモントは口元に蓄えたひげが豪華すぎて、あまり表情が読めない。

「エグモント、花を見たいんだ。叔父上の農園の花は高値で売れると評判だからな」

「それではこちらへどうぞ」

　招かれたのは温室だ。赤、紫、白、黄色など色とりどりの花が区分けされ、育てられている。

　確かに品質はよく、花の色も美しい。けれど、それが西側地区で見たものとそこまで変わるかと言えばそうではない。

「花畑はこれだけか？」

　同じような疑問を感じているのか、フリードが問いかける。

「春の花は一部外に。あとは、食物用の畑です」

「……丘の上の紫の花は？」

　おずおずとエミーリアが聞いてみると、エグモントは一瞬エミーリアを凝視し、目を伏せて答える。

「あれは根が食用になるんです。サツマイモのような甘い味がしますよ。栄養価も高く、東方諸国で人気があります」

「聞いたことがないな。そんなにいいものならなぜ領内で流通していない？　近くで見せてもらってもいいか？」

「申し訳ありません。アルベルト様が、貴重な種だからあまり人を近づけるなと」

「俺は領主だぞ？」

「しかし。……この土地の責任者はアルベルト様です」

　領主を前に毅き然ぜんと言い放つエグモントに、フリードの眉が寄る。なおも言い募ろうとした時、ディルクが後ろから止めに入った。

「フリード様、無理を言ってはいけませんよ。こちらも突然来たんですから」

　フリードはまだ不満そうだったが、考え直したように俯いた。丘の上を遠目で眺め、諦めたようにため息をつく。

「分かった。俺が悪かった」

　その場は収まったかと思えた時、カテリーナが慌てたように出てきて、トマスに耳打ちした。途端にトマスの顔色が変わる。

「えっ、メラニーが」

　トマスの呟きに、エミーリアも過敏に反応する。

「メラニーがどうかしたの、トマス」

「いえ。申し訳ありませんが、先に戻らせていただいてもいいでしょうか。エミーリア様はこのまま視察をお続けください」

　どう考えても様子がおかしい。こんなところに知らせが来るなど悪いこと以外ないだろう。

「なにがあったのか言いなさい、トマス」

　ぴしゃりと言い放つも、トマスは目を伏せたままだ。ふたりを見回しながら、見かねたようにカテリーナが口を割る。

「エミーリア様の侍女が倒れたそうよ」

「ええっ？」

「今、夫の使いの者から連絡が来たの。昨晩、メラニーという侍女が倒れたそうよ。エミーリア様の御付きだから一応お知らせしたほうがいいかと思い、朝から視察ルートを辿るように早馬を出したそうだわ。伝わっていたルートで見つからず、休憩にここに寄ったところ、うちにいらっしゃったから驚いたのですって」

　カテリーナの声は途中から耳に入っていなかった。

　どうしてメラニーが。持病を持っているわけでもなく元気な娘だ。急に倒れるような、なにがあったというのか。

「メラニーは無事なの？　帰るわ。私、メラニーに会わなきゃ」

「落ち着け、エミーリア」

「落ち着けないわ。私の大事な侍女よ」

　フリードがおろおろするエミーリアの腕を掴んで引き寄せた。落ち着けるように頭を撫でられて、少し呼吸が楽になった気がする。

「トマス、荷物をまとめろ。視察は中止だ」

　フリードの指示にディルクとトマスが素早く動き出す。

　エミーリアは夫の胸にもたれながら、メラニーの無事を必死に祈った。




　そこから後はめまぐるしく過ぎた。

　フリードは荷物の大半をトマスとディルクに渡し、エミーリアを乗せて黒馬を飛ばした。屋敷まで水分補給の休憩のみで二時間。さすがの黒馬も息を荒げ、すっかり疲労したようだ。

　エミーリアはそんな馬の首をそっと撫で、フリードと顔を見合わせてから、屋敷内へと飛び込んだ。

「これは、フリード様」

　アルベルト付の従者が驚いた様子で出迎える。

「急にお帰りになるなど……。ご連絡のひとつくらい……」

「エミーリアの侍女が倒れたと聞いた。状況は？」

「とりあえず中へ」

　フリードに続いて中に入ると、相変わらずの花の香りが出迎える。

「侍女は落ち着いたようです。屋敷の者からは順番に話を聞いていたところですよ。ご一緒なさいますか」

　見ると、厨房の面々は一列に並ばされている。エミーリアが厨房に潜り込んだ時に顔を合わせている人ばかりだ。カールもその中におり、カタカタと身を震わせている。

（でも、カールがそんなことするはずがない）

　確信めいた気持ちでそう思ったが、先にメラニーの姿を見たかった。

「そうだな。エミーリア、どうする？」

「まずはメラニーのもとに行きます」

「じゃあ俺もそうしよう。メラニーはどこだ？」

「こちらです」と従者に促され、ふたりはメラニーが休まされているという一階の使用人用の部屋に駆け込んだ。

「メラニー！」

　枕元にいた医師が顔を上げ、「これは……奥様」と目を見張る。

　メラニーは青い顔でベッドに横たわっていた。

「メラニーは無事なの？　いったいなにが起こったの？」

「食事中に倒れたということです。食べたものはすべて吐き出し、痙けい攣れん、不整脈の症状が出ました。昨晩が山かと思いましたが、今朝がた落ち着いてきました。この後急変しなければ回復すると思います」

「食事中？　……毒？」

　食事中に倒れる、というのはフリードの前妻の時と似ている。ただ、メラニーが狙われる理由は分からなかった。

「正直なんとも言えませんね。食事に使った材料は皆確認しましたが毒性のあるものはない。同じ食事をとった使用人の誰ひとりとして、その症状は出ていません」

「嘔吐物は調べたのか？」

　フリードが眉を寄せながら考え込む仕草をする。

「これはフリード様。ええ。でも厨房で確認した食材以外のものは一見した限りでは見つけられませんでした。……あの時と同じです」

　だから毒とは断言できない、と医師は伝えている。

　その時、メラニーが小さく呻うめいた。エミーリアは彼女の顔がよく見えるよう枕元へと移動する。

「メラニー、私が分かる？」

「……お、く、……まあ、ご旅行は？」

「旅行よりメラニーが大事よ」

「まあ、すみ、ません。……私は大丈夫ですから」

　笑って見せようとして、力が入らないのか、メラニーは大きく息をつく。

「……エミーリア様がお戻りとか」

　固い声に振り向くと、アルベルトがそこに立っている。

「まあ、こんな場所にアルベルト様が来られるなんて」

　突然やってきたアルベルトに、他の侍女たちは慌てふためいて場所を開けた。

「わざわざお戻りになるとは思っていませんでした。一応知らせておかねばと思って連絡しましたが、余計なことでしたかな」

「メラニーは私の大事な側近です。なにかあれば駆けつけるのは当然だわ。知らせていただいたこと、感謝します、アルベルト様」

「そうですか」

　鼻で笑うような態度に、エミーリアは苛立ちを隠せない。

「メラニーを私の続き間に戻してもいいかしら」

　この場を立ち去りたくて医師に尋ねると、返事をしたのはアルベルトだった。

「しばらくは医師の出入りもありますし、こちらの部屋に留めておいたほうがよいでしょう。どうせしばらくまともに仕事はできません。奥方様の侍女には別の人間を用意しましょう」

「嫌よ。メラニーは治るわ。私は世話をしてほしいだけでメラニーを傍に置いているわけじゃないの」

「ですが、役に立たない者を奥方様の傍に置くわけにはいきません」

　毅然とした態度を崩さないアルベルトを折れさせるには権力しかない。エミーリアはフリードに向き直って懇願した。

「お願い、フリード。メラニーを私の続き間に戻して」

　それがアルベルトのプライドを傷つけることは承知の上だ。実際、アルベルトの顔がひくついたのをエミーリアは見た。

「……いいだろう。誰か、メラニーをエミーリアの続き間に運んでくれ。医師も治療はそこで行っていい」

「はっ」

　医師がかしこまって礼をするうちに、トマスがやってきてメラニーを抱き上げる。

「エミーリア様、お連れしてよろしいですか」

「お願い。トマス」

　軽々とメラニーを抱き上げ、連れていくトマスの後ろ姿をエミーリアはじっと見つめた。その背中に、アルベルトの冷たい声がする。

「我が領地にいらしたそうですね。最初から訪問すると言っていただければ、私がご案内しましたのに」

　アルベルトの視線からエミーリアを隠すようにフリードが立ち塞がる。

「たまたまなんです、叔父上。近くを通ったので、エミーリアを叔母上に会わせたくて。久しぶりにお会いしましたが、随分お元気そうだったじゃありませんか。叔母上もひとりでは寂しいでしょうに」

「夫婦の間に口を挟むものではないよ。それより、視察で欲しいものは見つかったのかな？」

　アルベルトがにやりと笑う。

　フリードとエミーリアは同時に息をのんだ。

「……いえ」

「そうだろうな。なにを探っているのかは知らんが、私の土地のことには口を挟まないでもらいたい。私の支持者の中には、フリードでは年若すぎるという意見もある。あまりに強硬な手段をとるようなら領地が分断するやもしれませんぞ」

　そのまま踵を返し、荒々しく扉が閉められる。

　使用人は皆、シンと静まり返り、エミーリアも思わず黙り込んだ。

「行こう」

　肩を抱いたのはフリードで、有無を言わさぬ勢いで部屋を出ていく。

「フリード。ごめんなさい」

　まっすぐ前を向いた不機嫌にも見える横顔を眺めながら、エミーリアは恐る恐る声をかける。

　フリードは無表情のまま彼女をちらりと見て、手近な部屋に入り、誰もいないのを確認すると、突然笑い出した。

「見たか、エミーリア。叔父上のあの余裕のない顔。野心を悟られるような発言をするなど、迂闊にもほどがある」

「えっ？」

　あれは余裕のない顔だったのか。エミーリアには不敵な宣戦布告に聞こえたのだが。

「それにやっぱり行ってよかった。俺はヒントを見つけたかもしれない。しばらく証拠固めに動くから、お前は絶対部屋から出るな。トマスにも絶対離れないように言っておけ」

「それはなに？　教えて」

「今は駄目だ。すべて分かったら教えるから大人しくしていろ」

「フリードってば」

　味方になると言ったのに、部外者のような扱いを受けるのは不服だ。

「夕飯の時に会おう」

「待って。私も」

　追いかけようとしたエミーリアに、フリードは首を振る。

「メラニーが狙われたのは脅しだ。君にこれ以上余計な動きはするなということだよ。次に狙われるとしたら君だ。頼むから大人しくしていてくれ」

　フリードが心配してくれるのは分かる。けれどエミーリアは、そこに危険があろうとなかろうと、一緒に分かち合いたいのだ。

　そう伝えたいのにうまく言葉にできず、もどかしさからエミーリアは怒鳴ってしまう。

「狙われるならフリードだって同じじゃないの」

「俺は大丈夫だよ」

「どうしてそんなことが言えるのよ。嫌よ、私、あなたになにかあったら……」

　涙目で掴みかかったエミーリアを、フリードは目を眇すがめて見つめた。そして次の瞬間、彼の腕がエミーリアの腰を掴んで引き寄せた。

「……っ」

　唇を塞がれて、エミーリアは思わず息をのんだ。でも声が出せない。頭の後ろをしっかり押さえられ、ゆっくりなぞるような口づけに、体の力が抜けていく。

（どうして？）

　唇が離れる時、彼の吐息を唇に感じ、自然に流れた涙が頬を伝う。

　フリードは大きな指でその涙を拭うと、エミーリアを腕の中に抱きしめた。

「……言うことを聞け」

　言ったが早いか、フリードはエミーリアの膝裏に腕を入れ、抱き上げる。

「ちょっと、フリード！」

　目を合わせてはもらえず、前を向いたまま歩く彼を、飛び出しそうな心臓を押さえたまま下から見上げる。フリードは寝室へと一目散に向かっているようだ。

「エミーリア様？　フリード様も」

　戸口で警備にあたっていたトマスに扉を開けさせたフリードは、物を投げるようにエミーリアをベッドに放り出す。

　エミーリアがなんとか体を起こすと、鼻先に指先を突き付けられた。

「いいか。大人しくしてろよ」

「フリード！」

　言い返す間もなく、フリードは扉の向こうに消えてしまう。

「なんなの。なんなの、なんなのよっ」

　渦うずを巻くような感情のぶつけどころが分からず、エミーリアは枕を何度も布団に投げつけ、最後にぎゅっと抱きしめた。

（唇が、いつまでも熱い）

　指先でなぞると、先ほどの口づけが思い出されて、また涙が出そうになる。戸惑いと、言いようのない切なさに胸が苦しくてたまらない。

（契約だって言ったのに……どうして口づけなんてするの）

　エミーリアの頬を伝った涙が、手の甲にポトリと落ちる。

（どうして私は、愛のない口づけなのに嬉しいと思ってしまうの）










毒の正体




　それから数日、エミーリアは本当に室内に閉じ込められていた。

　食事も部屋に運び込まれ、入浴と排泄の時しか部屋の外には出られない。

　抜け出そうとも試みたが、今まで味方であったはずのトマスが、今回はフリードのほうに味方していて出られないのだ。

「お願いですから、大人しくしていてください」

　メラニーの部屋から出れば気づかれないかと思ったが、あっさりとトマスに捕まり、部屋に戻される。

「書庫に行きたいだけよ」

　読みかけの本も書庫に戻されてしまっていた。せめて暇つぶしにそれを取り戻したいのだが、書庫への移動さえ制限させられている。

「でしたら、フリード様の許可を取ってください」

「トマス、あなたどっちの味方なの？」

「フリード様とエミーリア様は敵対しているわけじゃないでしょう。今はフリード様が正しいと思っているから従っているだけです」

　にべもないとはこのことだ。そして幼少期から知られているトマスを出し抜けるとは、エミーリアも思っていない。

　仕方なく、頬をふくらませたまま部屋に戻り、夫が来るのを待つも、フリードは夜になっても一向にやってこない。

「もう！　明日になったら文句を言ってやるわ！」

　ふてくされたまま、エミーリアはベッドに入り、悶々とした夜を過ごした。




　翌朝、朝食を食べにやってきた夫に向かって、エミーリアは冷たく言い放った。

「いい加減、書庫に行く許可くらいいただけないかしら」

「駄目だ。しばらくは部屋にこもっていろと言ったろう。いいな、今日も出るなよ」

「でも、これじゃあ精神のほうがやられちゃうわよ」

「もう少しだけ我慢しろ。叔父上と顔を合わせるようなところには出るな」

　そう言って、フリードは取りつく島もなく部屋を出ていってしまう。

　食事中も妙に無口で、掴んだヒントはなんなのかということはもちろん、口づけのことも問いただすことなどできなかった。

　メラニーが倒れて以降、フリードは妙に過保護になった。トマスが傍にいても外出は駄目で、自分が付き添う時だけいいという。

　しかし、フリードは忙しい身の上だ。結局、エミーリアは部屋に置き去りにされる日々を過ごすことになり、退屈極まりないのだ。

「すみません、奥様。私のせいですね」

　続き間のメラニーを見舞いがてら愚痴をこぼしていると、メラニーが落ち込んだ様子を見せる。

　メラニーは順調に回復し、昨日から上半身を起こしていられるようになっていた。

「そんなことないわ。フリードが過保護なのよ。メラニーはそんなこと気にしないで元気になってちょうだい」

　自分は部屋から出られないので、トマスに頼んで使用人たちから話を聞いてもらったが、メラニーだけが特別なものを食べたということはなく、もちろん厨房の面々もおかしな食材など使ってはいなかったらしい。

　であればメラニーの食事だけに入れられた毒ということになるが、メラニーは使用人の中でも新参であるし、礼儀正しく真面目な性格から評判はよかったため、狙われる理由も犯人の目星もつかなかったのである。

　命が無事だったということもあって、結局は食中毒ということで処理されそうな流れだ。

　メラニーは指をこすり合わせながら、おずおずと口を開く。

「エミーリア様。私の心配してくださるのはとても嬉しいです。でも私、やっぱり別室に移していただきたいのですが」

「どうして？」

「この状態では仕事もできませんし、お荷物になるだけです。ここには奥様のお世話をちゃんとできる侍女が必要です」

「世話なんていいのよ。私、旅に出ている間、ちゃんと自分のことができたわ。それよりもメラニーにここにいてほしいの」

「ですが、私がいればお医者様の出入りもありますし。なにより……情けないです。なんにもできないのに」

　メラニーの瞳に、涙が浮かぶ。

　真面目であるから余計、なにもできない自分が悔しいのだろう。それは分かるが、アルベルトの手のついた侍女に続き間になど入られたらそれこそ問題だ。

（いや、いっそ潜り込ませて逆に尻尾を掴むってのもありかしら？）

　一瞬、物騒な発想に至ったが、そんなことをフリードが許すはずもない。

「駄目よ。メラニーはここにいないと……」

　とはいえ、ここにいることが彼女のストレスになると思えば、無理も言えない。

　エミーリアは困って腕を組みながら部屋中を歩き回った。そしてふと、名案を思いついたのだ。

　エミーリアは早速ベッドに駆け寄り、メラニーの両手を握り締める。

「あなたにお願いしたい仕事があるわ、メラニー。座っていてもできることだし、あなたにしかできないことよ」

「そんなことありますか？」

「ええ。あのね……」

　エミーリアが耳打ちすると、メラニーはきょとんとした顔をして、彼女をまじまじと見つめた。

「それは……確かに私にしかできませんが」

「でしょう？　お願いメラニー。私を助けると思って、ここにいてちょうだい」

　きゅっと手を握れば、メラニーの顔がようやく晴れ渡った。




　フリードは執務室でディルクとともに書庫から持ってきた数冊の本を見比べていた。

「ほら、これだ。名はカマスというらしい」

　フリードの指の先には、紫がかった青色の花が描かれている。中心から放射状に花びらが広がり、素朴だが可愛らしい印象だ。球根の多年草で、自然に群生するものらしい。

「本当ですね。近くで見ないとなんとも言えませんが、似ている気がします」

「エグモントが言っていた根が食用というのとも合致する。そしてこれによく似た花があるそうなんだ。それがこれだ」

　フリードは別の本を取り出す。

　タイトルを見て、ディルクは息をのんだ。『気を付けるべき有毒植物』とそこには書かれている。

「デス・カマスという名で呼ばれるらしい。青紫色の花をつけるカマスに対し、花が白っぽい。よく似ているが、こちらは強力な毒素を持っている」

「よく見つけましたね、こんな植物」

「エミーリアが枕元に置いていた本だ。あいつが寝入るまでなにげなく読んでいたから記憶に残っていた」

「なるほど。……奥方様はいつも思いがけない幸運をくださる方のようですね」

　ディルクの微笑みにフリードもつられそうになったが、慌てて咳払いをした。

「だが危なっかしい。気づかなかったということはまだ読んでなかったんだろうが、知っていたら無理やりにでもあの丘に乗り込んでいったかもしれない。ここには記載されていないが、毒性があるということは素手で触るのも危険なはずだ。叔母上の手袋、あれは毒素によるかぶれなんじゃないかと思っている。こちらの屋敷に来なくなってかれこれ数年経つが、手を見せられないから来られないというのが正解なんじゃないかと思うんだ」

「あり得る話ですね」

「とすれば、エミーリアがあの時気づかなかったのは幸運だった。下手をしたら、彼女の肌に消えない痕を残してしまうところだった」

　ひとり言のようにぶつぶつと言うと、ディルクがくすりと笑う声がした。気恥ずかしい気分で、フリードはディルクを睨む。

「なんだよ」

「心配だからじっとしていてほしいと素直におっしゃればよろしいのに」

「別に……そういうんじゃない」

「エミーリア様がいらしてから、フリード様は生き生きとしておられる。気に入られているんでしょう？」

「馬鹿を言うな」

　うっかり目をそらしてしまい、それが逆に気持ちを肯定してしまっているようで、フリードは気恥ずかしくなる。

　ディルクはさもお見通しというように笑った。

「ほら、そういうところが子供だというんです。好意のない相手にはそつなく対応できるくせに、不器用な人ですね」

「うるさいぞ」

　真っ赤になった耳を隠しながら、フリードは咳払いをする。

　これ以上この話題には突っ込まれたくない。半ば無理やりに話を切り替えた。

「それより、証拠固めだ。まずは本当にあの丘に咲いていたのがデス・カマスなのか。叔父が高額で流通させているのがそれなのかを突き止めたい。現地に行くのが一番いいだろう。ディルク、なにか理由をつけて外出できるように取り計らってくれ」

「かしこまりました」

　頭を下げて、ディルクが執務室から出ていく。

「あとは屋敷内にデス・カマスがあるかどうかの確認か。こっちはカールに頼むか。厨房内の食材はあいつが一番詳しいからな。……早々にカタをつけないと、いつまでエミーリアが大人しくしていられるか……」

　考えをまとめるためのひとり言にまでエミーリアが出てきて、フリードは思わず口をつぐむ。

「……重症だ」

　手で頭を押さえて、苦悩した素振りをしてみても、顔は笑ってしまう。

　最近はいつもこうだ。彼女を思い出すだけで、勝手に顔が緩んで気分が明るくなる。

　できれば、あのお転婆が自由に動けるようにしてやりたい。毎日、山で見せたような笑顔で見られたら、こちらもどれだけ幸せな心地がするだろう。

「……まあ、短い期間だがな」

　フリードは、彼女の忠実な従者であるトマスを思い出す。

　最初に出会った山の中で、どこまでも彼女を守ろうとしていた男。

『お前、彼女に惚れているんだろう？』

　契約花嫁の話を持ちかけ、エミーリアが受け入れた後、フリードは不満気なトマスにそう耳打ちした。

『だったらお前もついてこい。ちゃんと綺麗なまま帰してやる。そうしたらお前が求婚でもなんでもすればいいよ』

　あの時はそう言えた。まさか自分が、こんなふうにエミーリアに心を奪われることになるとは思いもしなかったから。

　しかし、自分はすでに勢いで彼女の唇を奪ってしまった。気を付けて距離を置かないと抑えが利かなくなってしまう。

「約束は……約束だ」

　手放したくないと思いながらも、変なプライドが素直になるのを邪魔する。

　ならば契約の一年間がせめて楽しい思い出になるように、自由に過ごさせてやりたかった。
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　数日後、フリードが久しぶりに夕食の時間にエミーリアの部屋を訪れた。

　小さなテーブルに、料理が隙間なく並べられる。向かい合っての食事は嬉しいが、部屋に閉じ込められていることもあって素直には喜べない。

　言葉少ななエミーリアに、フリードがおもむろに言い出した。

「明日、叔父上の屋敷に行ってくる。叔父上も同行するから、その間君が屋敷の女主人だ。留守を頼むぞ」

「え？」

　エミーリアは、夕食を頬張るフリードをまじまじと見つめる。

「なにそれ。どうして急に？」

「急でもない。前々から調整していた」

「アルベルト様も一緒ってことはなにかあるんでしょう？　私も連れていって」

「駄目だ。危険だから大人しくしていろ」

「危険だから一緒に行きたいって言っているのよ」

　ふたりの会話は平行線だ。

　前のめりになるエミーリアに、フリードはため息をつく。ディルクに目配せをして、メラニーやカールを下がらせてから、おもむろに話し始めた。

「……毒の正体が分かったんだ。叔父上の農園で見た紫の花を覚えているか？」

「ええ」

「あれはカマスという植物で食用になる。しかし、それにそっくりの白い花はデス・カマスと呼ばれ、強い毒性がある」

「あれが？」

　エミーリアは丘の上に咲いていた紫の花を思い出す。その奥に、ひっそりと咲いていた白い花も。

「ただ分からないこともあるんだ。あれは根を食す。ならばメラニーやアデーレに盛られたものも食材としての入荷があるはずなんだが、その記録が一切ない。カールにも確認してもらっているが、食品庫にもそんな食材はないという」

「粉状にしているとかじゃないの？」

「その可能性も考えてはいるが、その場合、叔父が実行犯として食材に混入させるのは無理がある。彼が厨房に出入りすれば目立つからな。今の厨房の人員は厳選して信用のおける者ばかりだ。叔父の手がついているとは考えにくい。となれば、疑わしいのは叔父上付きの側近や侍女たちだが、取りたてて理由もないのに俺の一存で解雇はできない。色々考えたが、もう直接叔父を問い詰めたほうが早いかと思ってな。現実にデス・カマスが咲いているところを押さえれば、説明しないわけにはいかないだろう」

「でも、フリードがそこで殺されたらどうするの」

「そうしたら今の情報をベルンシュタイン伯爵に流してくれればいい。そういう意味でも、君には別行動してもらっているほうが都合がいいんだ。俺を殺せば、他領土から攻められる。そう思わせることができれば、それは俺の盾になる。でも一緒に行けば、一緒に殺されて事故だったでまとめられて終わりだ」

　フリードの言うことは、頭では理解できた。でも、感情はついていかない。

　彼に危険があるかもしれないのに、黙って安全なところにいるなんて、気持ちがざわざわして落ち着かない。

　しかし、いい反論も思いつかず黙って俯いていると、フリードの手がエミーリアのそれに重ねられた。

「頼むよ、エミーリア」

　いつもの命令形とは違う、懇願の響きがある声。反発するには、その声は優しすぎた。エミーリアは力なく、こくこく、と二度頷く。

「……今未亡人にさせられては契約違反です。絶対帰ってきてください」

　精一杯の意地で返事をしたら、小さく笑う声が聞こえた。

「本当にお前はおもしろい」

　彼の言葉は柔らかな温度を持って、エミーリアの胸に広がっていく。

（この人が、好きだ）

　心の底から、思う。もっと彼を知りたいし、力にもなりたい。

　待っていることが彼の役に立つと言われては頷くしかないが、離れたくないという思いもまた強かった。

　複雑な心境を持て余していると、フリードがテーブルの向かいから手を伸ばし、ひょいとエミーリアの手を引き寄せる。

「ところで、この指はどうしたんだ？　やたら傷だらけだが。また部屋から抜け出そうとしてるんじゃないだろうな」

「あっ、これは。そ、その内緒です」

　ひっかき傷がたくさんある指を、エミーリアは真っ赤になりながら慌てて隠す。

「なんだ？　夫に内緒にするようなことがあるのか」

　からかう種を見つけて喜ぶ子供のように、フリードが笑顔になる。

　それに一瞬見とれつつ、エミーリアは咳払いをして澄ましてみせた。

「帰ってきたら教えて差し上げます」

「ほう」

「だから。絶対無事に帰ってきてください」

　そう言うと、フリードは眩しそうに目を細めてエミーリアを見つめた。

　優しい眼差しにエミーリアの胸がまたきゅっと疼うずいた。
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　天気は上々だ。

　本邸からアルベルトの屋敷へは、大体馬で三時間。先日は二時間で戻ってきたが、あの強行軍をできる馬はそう多くはない。フリードにとっては若干ゆっくりとも思える速度で、一行は進んでいく。

　先行きの馬の後を走るフリードに、アルベルトが後ろから馬を近づけてくる。

　フリードの馬のほうがひと回り大きいので、並ぶと若干アルベルトが小さく感じるが、背丈はそう変わらない。並走しながら、アルベルトは正面を見据えたまま、ふたりにしか聞こえないくらいの声量で話した。

「……どういうつもりだ？」

「なにがです？」

「私の領地は先日視察したのではなかったのか」

「……そこで気になるものを見つけたので、叔父上から説明が聞きたいんですよ」

　今回は抜き打ちではなく、正式な申し出としての領地視察だ。今まで頑なにそれを拒んできた叔父も、今回は事前に領地内を見られていることもあってか、すんなり受け入れていた。

　ここで証拠があげられなければ、叔父に〝言いがかりをつけた〟ことになり、フリードの立場は弱くなる。逆に、ここでしっかり叔父に不正を認めさせることができれば、フリードにとっての脅きょう威いはなくなるだろう。

　フリードにすれば半分証拠は掴んだつもりでいる。だから、今回視察を申し出た段階で、叔父がうろたえたり不審な行動をしたりするのではないかと思っていたのだ。しかし、実際にはこうして馬を並べて会話できるほど堂々としている。

　幼い頃に憧れた背中を思い出し、フリードは思わず聞いてしまった。

「叔父上は、どうして俺を遠ざけようとしたのですか？」

「なに……？　私がいつ」

「父上が死んですぐですよ。俺は、叔父上の力になりたかった。一緒にこの領土を守っていけると思っていた。俺は……ずっと叔父上を尊敬していたのに」

　本心をぶつけたフリードに、アルベルトは一瞬怯んだ様子を見せたが、目をそらして乾いた笑いを吐き出した。

「お前は、綺麗すぎる」

「どういう意味ですか？」

「綺麗事ではなにも守れんのだよ。そういう青臭さは兄上そっくりだ。……俺はお前のそういうところが苦手だった」

「叔父上？」

「まあいい。屋敷までの道のりは長い。とにかく進もう」

　アルベルトの手綱捌きに馬は歩みを速め、フリードは彼の馬に追い抜かれた。

　そこには、フリードがかつて憧れたのとそう変わらない背中がある。

　出自を卑ひ下げされても、まっすぐに前を向いていたアルベルトと、今のアルベルトといったいなにが違うのか。

　フリードはぼんやりと考えながらその背中を追った。




　フリードたち一行が出立し、残されたエミーリアは朝食後、メラニーとトマスを伴い、久しぶりに屋敷内の探索をしていた。

「エミーリア様、もうお部屋に入りましょう」

「まだいいじゃない。メラニーのリハビリがてらよ。今は使用人と私しかいないんだもの。部屋に閉じ込められる理由はないでしょう？」

　アルベルトもその側近も一緒に外出したことにより、エミーリアは気分が軽くなっていた。

　フリードは気を付けろと言ったけれど、屋敷に残った召使の多くがフリード側の人間だ。この状況で自分を狙ってくることはないだろうと思えたのだ。

「でも、こんなところにまで」

　それに不満を訴えているのがトマスだ。三人は今、一階の端、調理場の辺りまで来ていた。

　すれ違う使用人たちはエミーリアを見ると一様に頭を下げるが、その視線には〝なぜこんなところに？〟という疑問がありありと浮かんでいる。

「だって、しばらく探検してなかったし。そうだ。カールはいるかしら」

　厨房を覗くと、白の調理服を身につけたカールが駆け寄ってくる。エミーリアに軽く一礼した後、メラニーに土下座せんばかりの勢いで頭を下げた。

「侍女殿。本当に申し訳ありませんでした。自分が作った食事であんな目に遭わせてしまうなんて」

「カール様、そんな、頭など下げないでくださいませ」

　メラニーも慌てて駆け寄る。でないとカールは一向に頭を上げる気配がなかったのだ。

「そうよ。メラニーは無事だったんだし、いつまでも気にしないで。それより、いったいどんな食事だったの？　その日は」

　報告書はフリードに見せられていたが、カールから直接話を聞くのは初めてだった。

「至って普通ですよ。朝焼きのパンに、かぼちゃのスープ。鶏肉のソテーと野菜の付け合わせです」

「あとミルクも飲みましたわ」

「皆で食べていたし、おかしな動きをするものがいれば、すぐに分かるはずなのに」

「そう……」

　状況的に、食事に怪しいことはなさそうだ。

　たまたまメラニーの体調的に食べ合わせが悪かっただけなのだろうか。

「そういえば」

　カールは一行を廊下に誘い出し、辺りを確認してからエミーリアに耳打ちする。

「旦那様には先に報告しましたが、毒性の芋というのもやはりこの屋敷では一度も見たことがありません。小麦粉など粉類も確認しましたが、入荷先の判別しないものはありませんでしたし、粉類は入荷量が少ないものは逆に目立つので、見落としもないと思います。他の食材も、食糧庫に残っているものもすべて確認しましたが、不審なものはありませんでした」

「そう、ありがとう」

　であれば、この屋敷内は安全なのだろうか。もしくはアルベルト自身が自室にそれを隠しているか。

　けれど部屋の清掃で侍女は出入りをしているはずだ。不審なものがあれば気づきそうなものだが。

「まあいいわ。戻りましょ……きゃっ」

　その時だ。廊下から突然現れた年配の侍女とぶつかった。よろけたエミーリアをトマスが支える。どうやら、侍女は地下の食糧庫から出てきたようだ。

「これはエミーリア様、申し訳ありません」

　頭を下げた拍子に、彼女のポケットから小瓶が落ちる。転がったそれは、エミーリアの足にぶつかって止まった。

「落ちたわよ」

「あ、申し訳ありませんっ」

　目深にかぶった三角巾の隙間から見えたのは、ただれたような跡の残る額。驚きのあまり息を吸い込むと、侍女はさっと三角巾の前を押さえた。そして、拾い上げようとするエミーリアより一瞬早く瓶を取り、頭を下げて足早に歩いていく。

　普通使用人は主人が通り過ぎるのを待ってから動くものだ。この行動はかなり不ぶ躾しつけであると言える。

　それにあの侍女は、前にもここで遭遇したことがある。地下にある食糧庫から出てきたのも、以前と同じだ。

「今の、アルベルト様の侍女のラーレ様ですね。今日、アルベルト様はいらっしゃらないのにどうなさったのでしょう」

　メラニーの不思議そうな呟きに、エミーリアは顔を上げる。

「アルベルト様の侍女なの？」

「ええ。アルベルト様は遅い時間に軽食を欲しがることが多くて、大変そうです。よくこの辺りにいらっしゃいますよね」

「そうですね。深夜に軽食を頼まれたりしますよ。自分がいる時は引き受けますが」

　カールも頷き、「でも、今日はアルベルト様もお出掛けになったのに」と訝しがる。

「……ねぇ、ちょっと食糧庫に下りてもいい？　カールもついてきて」

「はい」

　エミーリアはカールとメラニー、そしてトマスを伴って地下の食料庫に向かった。一歩下りるほどに空気が冷えていく気がして、身震いをする。

「カールは毎日ここに出入りするの？」

「ええ」

「どこか変わったところとかある？」

「毎日食材を出し入れするので、多少は変わりますけど、ここに入れられるものは大体決まっていますよ。保存の効く根菜類と乾物と瓶詰のものですね。ほら、ピクルスとかジャムとかハチミツとか」

「ハチミツ……」

　先ほどの侍女が持っていた小瓶の中にはとろりとした液体が入っていた。あれは、ここにあるハチミツの瓶と一緒だ。

「ここのハチミツはどこの産地なの？」

「うちの領土内です。季節に応じて養蜂家が移動してとっているんですよ」

「移動？」

「ハチミツは、花の種類が変われば味も変わります。普通は混ざらないように一面に同じ蜜源植物が植わっているところでとるようですよ」

　カールが説明しているうちに、エミーリアから血の気が失われていく。それに気づいたトマスが背中を支えた。

「エミーリア様、どうしました？　顔色が……」

「……メラニー。倒れた日、ミルクは飲んだ？」

「ええ。いつも通りいただきました」

「あなたはいつもハチミツを入れていたわよね？」

「ええ……え？」

「あの日のハチミツ、いつもと違わなかった？」

　メラニーは記憶をたどるように視線を泳がせた。

「どうだったでしょう。いつもと同じ瓶だったのは覚えていますが、味までは覚えていません。おかしいと感じるほどではなかったと思いますが」

「食事の席にさっきの侍女はいた？」

「ええ、それはもちろん。手の空いた侍女たちで一緒に食べていましたもの」

　同じ席で食事していたのなら、メラニーの席の近くのハチミツの瓶だけをこっそり違うものに置き替えておくことも可能だろう。

　エミーリアは、頭の中で数々の事象の歯車が噛み合っていく音を、聞いたような気がした。

「エミーリア様、どうしました？」

　心配そうに問いかけてくるトマスの腕を掴み、エミーリアは静かに呟く。

「……フリードを追うわ」

「は？」

「フリードに教えなくちゃ。トマス、馬を、ムートを用意して！」

　言うが早いか、エミーリアは地下室を出た。

「エミーリア様、どこへ？」

　病み上がりで早く動くことができないメラニーは、突然駆け出していってしまった主人に悲鳴のような声を上げる。トマスは彼女をカールに託し、エミーリアの後を追いかけた。

「お待ちください。エミーリア様。意味が分かりませんよ。外出などさせられるわけがないでしょう」

「分かったのよ。毒の正体はハチミツだわ。蜜源植物が毒ならば、毒のハチミツができるかもしれないでしょう。そしてそれならば形には残らない。毒のハチミツと普通のハチミツを入れ替えて、証拠を残さないようにしていたのよ。あの小瓶ならば、持ち歩くことも隠すこともできるし、すり替えることだって簡単だわ。見つかったところですぐに毒だなんて気づかれない」

「まさか。そんな」

「あの侍女が持っていたのがハチミツの小瓶だったのよ。食糧庫には同じラベルの瓶がたくさんあった。必要な時に入れ替えることくらい侍女という立場にいればできるわ。まして、アルベルト様の命令で自由に食糧庫に出入りできたというならなおさらね。フリードは、毒源は根だと思っているの。食べ物には警戒するけど、飲み物にまでは警戒しないはずだわ。伝えないと毒を盛られても気づかないかもしれない」

「ならば私がフリード様に伝えに行きます。エミーリア様はお部屋に」

「嫌よ」

　止めようとするトマスの手を、エミーリアははじき返した。

「トマス、私、じっとしていられないの。怒られても、危険があっても構わないわ。フリードに会いたいの」

　いつも明るい令嬢の真剣な顔に、トマスの胸の内に嫉妬に似た感情が湧き上がる。カッとなって彼女の両肩をきつく掴んだ。

「あなたが行って、なにかの役に立つんですか。ただの契約でしょう？　一年だけの……」

「フリードがそのつもりでも、私は変わったのよ。彼を助けたいの、力になりたいの。私はっ」

　彼に危険が迫っているのに、じっとなどしていたくない。こんな離れたところで、なにも分からずに心配しているだけなんて嫌だ。

　契約の一年が過ぎても、離れたくない。あの人が歩む人生を、一緒に歩んでいきたい。

　堰せきを切ったように溢れ出してくる思いを、エミーリアはもう隠す気はなかった。

「トマス、私、フリードが好きなの。彼を助けたいの」

　必死の形相で詰め寄るエミーリアを、トマスは眩しそうに目を細めて見つめた。

「……ったく、いつまでも子供だと思っていたのに」

　ため息とともに吐き出した小声は、従者としてのものではなかった。

　トマスにとっての、〝愛らしく守らねばならない令嬢〟は、こんな短期間で自らの羽ばたき方を見つけたのだ。悔しさとともに、胸の一部は喜びに沸いていた。それは妹の成長を喜ぶ兄のような感情で。

　トマスはひとつ深呼吸をする。そして次に顔を上げた時には、いつもの従者に戻っていた。

「分かりました。私も一緒に行きます。馬を用意しておくので、お嬢様は動きやすい格好をなさってください」

「メラニーの服を借りるわ。着替えたらすぐに行くから」

　身を翻して駆け出すエミーリアを見つめる使用人たちの視線には、驚きが内ない包ほうされている。

〝しとやかで大人しい深窓の令嬢〟

　そんな噂は嘘だったのだと、誰もが思うだろう。

　エミーリアは苦笑しながら、メラニーの衣装ダンスを勝手に開け、足が自由に動きそうなフレアのワンピースに素早く着替えた。

「エミーリア様？」

　カールに支えられながらようやく部屋まで戻ってきたメラニーに「ごめんね、メラニー。服を借りるわ」と宣言し、カールには「アルベルト様の侍女の荷物を調べて」と耳打ちする。

「え？」

「ハチミツの瓶が出てきたら取り押さえて、誰も食べては駄目よ。大事な証拠として保管しておいて」

「証拠って……エミーリア様？」

　カールの返事を聞く間もなく、エミーリアは再び屋敷内を疾しっ走そうする。

　玄関の外ではすでに二頭の馬が待っていた。ムートと、屋敷で飼われている栗毛の馬だ。

「ムート、お願いね」

　エミーリアは軽やかな身のこなしで馬体をまたぐ。

「こちらです」

　トマスが道案内を引き受け、先にたって走り出した。

　呆気にとられた表情の使用人に見送られながら、エミーリアとトマスはアルベルトの屋敷へと向かった。










叔父の狙い




　先週来た時と変わらぬ、落ち着いた屋敷。

　執事のエグモントは、久しぶりに訪れた主人と招かれざる客を訝し気な表情で迎えた。

「これは、フリード様。こんな間を空けずにお越しになるなど」

「すまないな、エグモント」

「旦那様も。先に早馬をくださればよかったのに」

　咎めるような視線を受け流し、アルベルトは中を覗くような仕草をする。

「いいんだ。それより、カテリーナは？」

「畑に出ております。すぐにお呼びしましょう。御ふた方は中へ」

　頭を下げたエグモントの誘いに、フリードは首を振り、畑のほうを仰ぐ。

「俺たちが畑に行きませんか。話したいのは、あの花のことです」

　丘の上に広がる紫色の花畑。その一角の白い花の集合。

　まっすぐそこを指さすフリードに、エグモントは眉を寄せ、冷たく言い放つ。

「あれは食物になると申し上げたはずですが？」

「いい。エグモント」

　止めに入ったのはアルベルトだ。

「旦那様」

「フリードは馬鹿ではないよ。こんな直接的な物言いをするということは、ある程度の証拠は掴んでいるんだろう？」

　アルベルトのひと言に、エグモントが焦ったように咳払いをする。

　フリードは口元に笑みを浮かべ、悠然とした態度を崩さないよう努めた。

「さすがは叔父上です。では認めていただけると？　あの白い花。デス・カマスと呼ばれる毒草ではありませんか？」

　フリードはアルベルトの表情の変化を追っていた。

　毒草を指摘されれば、もっとうろたえるかと思ったが、彼は冷静なまま、表情を崩さない。

（まさか、読み間違えたか？）

　フリードは大きく息を吐き出した。酸素だけが失われたように、無性に息苦しい。

　やがて、アルベルトが口を開いた。どこか乾いた笑みを浮かべたままだ。

　否定されるかと思ったが予想外に耳に届いたのは肯定の言葉だった。

「そうだ。しかし、意図的に植えたものではない。鳥かなにかが運んできた種が芽を出したもので、私が育てているのはこちらの青紫色のカマスのほうだ」

「なにを……」

「本当だ。白の花のほうは収穫などしないのだよ。ただ、紫と白のコントラストが美しいから鑑賞用に残しているだけだ」

　アルベルトは平然と言い放つ。

　確かに今のところ出荷の記録は見つかっていない。しかし、誰がそんな言葉を信じるというのか。

「そんなこと信じられるはずがないでしょう」

「信じなくても構わんよ。だがそう言えばお前だってこれ以上俺を追い詰めることなどできんだろう。さっきも言ったが、お前は綺麗すぎるんだ。正攻法で人を叩こうとしても、相手によっては通じないこともある。覚えておくんだな」

「叔父上」

「……花の近くまで行こう。ふたりで話したいことがある」

　アルベルトが先に立ち、フリードも後を追った。ディルクも当然のようについてきたのでフリードは彼を止めた。

「ディルクもここで待っていろ」

「そんな。危険です」

　不満をあらわにするディルクを、アルベルトはひと睨みする。

「心外だな。俺がフリードになにかするとでも？　大事な領主であり、可愛い甥っ子だぞ？」

「だからこそ、心配しているのです。失礼ながら、フリード様がいなくなって一番得をするのはあなたです」

「得などせんよ。以前の相続の時に、私が爵位を受け継ぐ資格のない妾腹の子だというのは王族にも知れ渡ってしまった。今フリードが死んだら、クレムラート家自体が危うくなる。まったく、あのご隠居のせいで面倒なこと極まりないよ」

　ご隠居とは領地内の別荘で療養生活を送っているフリードの祖母のことだ。アルベルトにとっては、義理の母親に当たる。

　爵位は功績をあげた時などに王から授与されるもので、通常は世せ襲しゅうできる。クレムラート家は十四代前に爵位を得た。しかし受け継ぐものがいなければ爵位はく奪という形になり、この土地の筆頭貴族としてのクレムラート伯爵家の立場も揺らぐ。ひいては領主の地位も危うくなるというわけだ。

　その裏事情には、フリードも初めて気が付いた。

「であれば、叔父上は俺を殺すことはないと？」

「当たり前だ。お前は私を野心の塊かたまりのように思っているようだが、すべて勘違いだ」

　しかし実際に、命を狙われたことがないわけではない。でも今思えばそれはすべて脅しだったのだろうか。彼の望みは、フリードを傀儡の領主としてクレムラート伯爵家の名を繋ぐためだけに存在させることだったのだろうか。

「分かりました。……ディルクはここにいろ」

「しかし」

「そんなに心配なら刃物はすべて置いていこう。たまには叔父と甥とでゆっくり話そうじゃないか」

　アルベルトは脇に収めている剣を取り出し、エグモントに渡す。それを見て、フリードも短剣をディルクに渡した。

「フリード様」

「大丈夫。話をするだけだ。お前はここから見ていてくれ」

　フリードはアルベルトの考えを知りたいと思い始めていた。

　本当にフリードを地方伯の座に据えさせ、傀儡の領主として君臨させたいならば、むしろフリードに子を持たせて殺し、その子に後継させたほうが実権を長く握ることができるはずだ。子を望んだアデーレをなぜ殺す必要があったのか。その最終的な目的はなんなのか、分からないことだらけだ。

　畑に向かう道すがら、温室から出てきたカテリーナがふたりに気づく。

　フリードが立ち止まって頭を下げると近づいてこようとしたが、アルベルトが手振りで屋敷に戻るように指示したため、目礼しただけで素直に屋敷に向かう。

　それを見送ってから、フリードとアルベルトは小高い丘を登った。

　紫色の花畑は、遠目にはラベンダー畑のようにも見えたが、こうして近くで見るともっと大きな花だ。草丈が高く、フリードの膝のあたりまで伸びている。

　風が吹くと、順々に揺れてうねりを生み出す様子は、まるで波のようだ。

「これは、花や葉が枯れてから球根を収穫するんだ。滴形をしていて、焼いて食べると案外うまい」

「ではなぜ領土内に出さなかったのですか？」

「領土内ではすぐに真似をする輩が多い。気候が近く量産が可能だからだ。だから、そちらに流通させるより、他領土に回したほうが、利益が得られると思ってのことだ」

「ではなぜ正直にカマスという名で出荷しないのですか？　帳簿には花類と記載されていたような気がしますが」

「帳簿にはな。どこもそんなもんだろう。花類や根菜類。季節ごとに色々なものができるのに、いちいち品物名まで書かんよ」

「それはまあ、そうですが。……では、金額の件は？　通常の作物の倍の値段がつくほどのものとは思えませんが。これだけじゃなく、こちらのデス・カマスも出荷しているから、高額で取引できるのではありませんか？」

　真面目な顔で問い詰めるフリードに、アルベルトはゆっくり口元を緩ませ、笑う。

「だとしたらどうする？」

「え？」

「もしそうだとしたら、お前は俺をどうするつもりなんだ？」

「もちろん、責任を取っていただきます。毒を生成するのはそもそも不正です」

「でもそれで得た利益がこの領土を潤しているのだとしたら？」

　きっぱりと言い放ったアルベルトは、むしろ堂々としていた。

「綺麗事ではなにもできんと言ったはずだ。なにかを守ろうとすれば汚れるのは当たり前のことだ」

「俺は……」

　フリードはここにきて、父のことを思い出していた。

　揉め事が嫌いで、領土の管理は弟に任せ、自らは狩りにばかり精を出していた領主。領土のことは誰よりも愛していたかもしれない父、だけど彼は確かになにも守れなかった。

『この土地を愛して、発展させていく。お父様が本当にしたかったのはきっとそういうことよ』

　父にはできなかった。美しいものだけを選び取り、他のものから逃げたから。愛するだけでは発展などさせられない。

　だからと言って、毒の栽培が正しいとは思えない。それはこの土地に泥を塗ることと等しいのではないか。

『あなたがお父様の遺志を継げばいいわ』

　エミーリアの言葉が、いつの間にか自分の中で核のような存在になっている。

　父のやり方が正しいとは思えない。愛するだけで責任を放棄して、面倒だけを叔父に任せた。

　叔父は土地を栄えさせたが、そのやり方が間違っている。

　だから領主になりたい。自分の理想を形にするために、この美しい土地を、清せい廉れんさをもって発展させるために、自分が立ち上がりたいのだと、フリードは改めて思った。

「……俺は、この土地を汚したくない。毒で栄えた土地だなどと、言われたくはありません。本当に叔父上が毒花を売りに出しているというなら、俺はあなたを補佐役の立場から下ろし、この土地をはく奪します」

　顔を上げたフリードにもう迷いはなかった。世襲制だからではなく、この土地を愛する者として、正しく治めていきたいと願ったのだ。

　アルベルトはそんなフリードを眩しそうに見つめる。

「……青いな」

「青臭くても結構です。領主として宣言します。このデス・カマスは処分し、毒生成にかかわった者を皆処分します。叔父上も……例外ではありません」

　しばしの沈黙の後、アルベルトは首を横に振った。

「……私は毒を作ってなどいない」

「嘘だ。だって今……！」

「あれは可能性の話だ。もし、毒を生成していたならどうする？　と聞いただけだ。屋敷中を調べるといい。証拠など出てこない。私はあの花を触ってさえいないのだからな」

　自信ありげな態度に、フリードのほうが怯んだ。

「では、なぜ叔父上の畑からはあれだけの収益が上がるのです。普通ではあり得ない」

「さあな。よほど買い手が気に入っているんだろう。言い値で買うと言われ、私としては反対する理由がなかった、というだけだ。売ったものは本当にただの野菜や花や加工品だけだ。農園も作業場も帳簿もすべて見せよう。これ以上の発言は、証拠を見つけてから言うんだな」

　フリードの疑惑の眼差しを、アルベルトは平然と受け止める。

「こっちだ」

　彼の案内に従い、フリードは歩き出した。少しの疑問も見逃さないよう、注意深く辺りを観察しながら。




　それから農園をめぐり、収穫したものを保存する蔵や、加工の作業場をひと通り確認したが、それらしいものは見当たらない。

　室内に戻り、帳簿類も確認するが、屋敷にあった帳簿同様、細かな記載はなかった。途中でディルクも呼び、もう一度確認させたが、おかしなところは見つけられなかった。敢えて言うならば、花類とともに加工品の設定金額が高いことくらいか。

「……どうかね。なにも出てこないだろう」

「この加工品というのは……」

「ハチミツやジャムだな。他地区では貴重らしく、割と高額で取引される」

「……エミーリアもそんなことを言っていたな」

　とびぬけて高額ではあったが、領土をまたぐと価値も変わるため、おかしいとも言い切れなかった。

　結局確かな証拠を見つけることはできず、フリードは歯噛みする。

「ではあのデス・カマス。あれだけは処分していただきたい」

「なぜ？　鑑賞用として置く分には無害なものだ」

「毒性があると知っていて放置はできません。誰かが間違えて触ったり食べたりしたら大変だ」

　その時、部屋の扉がノックされた。姿を現したのは、カテリーナだ。ふたりが緊迫した話をしているとは思っていないのか、朗らかな笑顔を向けてくる。

「皆様、お茶になさいませんこと？」

「ああ。いただこうか。フリード、少し休憩しよう。冷静になって今後のことも話そうじゃないか」

「……はい」

　促され、客間に向かう。木製のテーブルの上に、菓子が用意されていて、エグモントが人数分のお茶を淹れていた。

「カテリーナ。あれを持ってきてくれ」

「はい」

　フリードとアルベルトが席に着くと、カテリーナは小さな瓶をテーブルに乗せる。

「紅茶によく合うハチミツですわ。どうぞ」

「あとは私がやろう。じっくりフリードと話したいから下がっていていい」

　カテリーナに続き、エグモントにも下がるように言い、視線をフリードに向ける。暗に人払いを要求されたのが分かったので、フリードもディルクに農園を見回ってくるように命じた。

「……さて。皆、いなくなりましたよ、叔父上」

「そうだな。一度お前とじっくり話したいと思っていた。まあ、茶でもどうだ」

　言われて、フリードは口に含む。先日飲んだ時よりも苦みが強く、思わず顔をしかめた。

「苦いなら甘味をいれればいい。ところで、毒に関する私の疑いは晴れたのかな？」

「証拠が見つけられなかった……というだけです。そもそも、俺が叔父上が毒を使っているんではないかと疑い始めたのは、前妻のアデーレが死んだ時からです」

「ああ。彼女は気の毒だったな」

「彼女は叔父上の手駒だったのでしょう？　なぜ殺したんです。用済みだと判断した理由は？」

「おいおい、まるで私が殺したような言い草だな」

「違うんですか？」

　ストレートに問いかけてくるフリードにアルベルトは苦笑した。ハチミツの小瓶を手に取り、自分のカップに入れる。そして、蓋を開けたまま、フリードのほうへ差し出した。

「お前は聡明だな。兄上と違って厄介だ」

「褒め言葉と受け取っておきます」

「……昔話をしようか。信じても信じなくてもいい。作り話だと思ってくれ。……昔、ひとりの侍女が子を産み落とした。それが領主の子だったことから、すべては狂い出した」

　フリードはハチミツの小瓶をとり、ひとさじすくい入れる。

「その子は領主の館に引き取られ、夫人からしかるべき教育を受けさせられた。すべては凡ぼん庸ような跡継ぎの手助けをするために。恩義を感じろと小さい時から言い聞かされ、母を人質に取られた少年に、自由などなかった」

　フリードは手を止めて彼を見つめる。

「それは、叔父上のことですか？」

　アルベルトは、フリードの質問には答えずに、視線を伏せたまま顔の前で両手の指を絡ませ顎を乗せている。

「やがて、彼の兄が結婚する。兄嫁は、かつての自分と同じように虐げられ、子を産み育てることを強要され、自由を奪われた。少年は、彼女に自分を重ねていたんだ」

　フリードの顔から血の気が引いた。

「……母上と繋がっているのか？」

　アルベルトは目を細め、彼を愛おしそうに眺めた。

「お前は、彼女と幼い頃に別れたきりだろう。なぜ、ふたりが別れたのか、兄上に聞いたことはなかったのか？」

「それは……聞かなくても、もともと、ふたりは不仲だったし」

　いや、そうだろうか。幼い頃の記憶はあまり残っていないが、三人で旅行に出掛けた時もあったはずだ。

　当時世継ぎにもなっていない父は、気軽に領土内を案内してくれたものだ。

　それを気に入らない祖母からの母への攻撃は、子供でも眉をひそめるほどだったが、平和主義の父は、ふたりの間にあまり介入しなかった。

　孤独を感じた母が、もうひとり、祖母からの風当たりの強い人間と親しくなっていくのは、自然な流れと言えないこともない。

「まさか……」

「……少年と兄嫁は、虐げられた者同士、次第に距離を縮めていった。しかし少年はいつまでも少年のままではない。心を通わせた男女が行きつく先はひとつだ。それに気づいた老夫人は、男に縁談を押し付けて屋敷から追い出した。その後すぐ、兄と兄嫁は離婚した。それは彼女の腹に赤子がいたからだ」

「叔父上」

「追い出したということは、彼女と兄の間にはもう夫婦関係は成り立っていなかったということだろう。……潔癖な兄上のやりそうなことだ。兄上が自分の子として育ててくれれば、私がここまで手を下すことなどなかったのに」

　フリードは言葉が出なかった。代わりに喉の奥から出る空気が掠れた音を出す。

「彼女は東の領土境の実家に戻った。しかし頼りの親の怒りを買い、辺へん鄙ぴな場所の別荘に追いやられていた。屋敷に出入りする使用人は最小限。お嬢様育ちが生活するには不便なものだ。彼女は言ったよ、『どうか私を助けて』と。だから私は金が必要だった。彼女が、何不自由なく子を産み、育て、生きていくために」

　言葉を失っているフリードを横目に、アルベルトは自嘲するように笑う。

「しかし、不自然な送金はすぐに発覚する。カテリーナが気づいてな。もともと政略結婚だ。彼女を実家に帰し、離婚を持ちかけた。しかし私が金を必要としていると知った彼女の親から返ってきたのは別の言葉だ。愛人の存在を認める、代わりに農園を保護してほしい、というね。……カマスを最初に栽培したのは私ではない。カテリーナの親だ」

　それには恐らく、デス・カマスも含まれるのだろう。しかし、アルベルトはそれをはっきりとは口に出さない。注意深く、最後まで毒花の栽培について明言を避けている。

「私は自分の所有領への自治権が必要だった。カマス栽培を続けていれば金は潤沢に手に入る。このまま、補佐役として自分の所領を管理できれば問題なかった。兄上は、そういう意味では私にとって都合のいい領主だったんだ。……しかし、ある日、彼は私が密かに君の母親に援助していることと、毒花のことに気づいた。だから狩りに出るという日に罠を仕掛けたんだ。兄上は単純だからな。考え事があると必ずあの山に行く。先行きの従者に金を握らせて罠に誘導させたら一発だ」

「叔父上、あなたは！」

「これも自業自得だろう。従者は、兄上より金をとった。味方に裏切られる程度の実力しかない兄上のせいでもあるのさ」

　フリードは唇を噛み締めた。

　叔父の言うことは、間違いなわけでもない。確かに父は、いい領主ではなかったろう。自分も毛嫌いしていた時期があったし、従者に裏切られるということは、それだけの価値しかなかったのだ。

　……でも。

「だからと言って、殺すことなどないはずだ」

「私は守りたいだけだ。彼女と、我が子を。そしてできれば、我が子に正式な権利を与えたかった」

　アルベルトが、フリードをまっすぐ見つめる。

「お前のように、正しい生まれの者には分からんよ。俺だって領主の血を引いていることには変わりない。まして能力的には俺のほうが上なんだ。領土を受け継ぐ資格はちゃんとあったはずだ。なのに、あのばばあは俺を認めようとしなかった。世の中には妾腹の子だと隠して爵位を受け継がせることなどザラにある。血筋などより才能のほうが大切だろう。逆に問いたいくらいだ。あの女に、どんな権利があるというんだ。ただ領主の妻になっただけじゃないか。俺や、お前の母親をなじる権利などあんな女にあるものか。……俺は、復讐したかったんだ。あの女の前でお前を殺し、血族がすべていなくなったところで、あの女に彼女の子を見せてやるつもりだった。唯一、この領土を継げる血を持つ少年は、お前が蔑んでいた俺と彼女の子だと。頷かざるを得ないはずだ。俺の息子を、前領主の妻が離婚前に身ごもった正式な継承者だと認めなければ、クレムラート家自体が衰退する」

　いつもの落ち着いた口調が崩れ、興奮したように高笑いを上げるアルベルトに、フリードはぞっとした。ひとしきり笑い終えると、アルベルトは充血した目でフリードを捉え、笑いかける。

「……だから、お前の子を産みたいなどと言われると困るんだ。アデーレが死んだのはそういう理由だよ。子を作らないという条件で嫁に推すい挙きょしたのに、あっさりと乗り換えようとするなど無責任な女だ」

「叔父上」

「エミーリア嬢も邪魔だな。お前があれだけ寵ちょう愛あいしてるんだ。まだ懐妊の話は聞かないが、時間の問題だろう」

「まさか、エミーリアにもなにか？」

「さあ。今頃大騒ぎになっているかもしれないな。そのうちに伝令がやってくるだろう」

「ふざけるな！　エミーリアになにをした」

　フリードが勢いよく立ち上がる。テーブルが揺れ、カップの紅茶が少しこぼれた。

「今さら戻っても間に合わんよ。取引をしよう、フリード。お前が今までの話を全部黙って、俺に自治権を、俺の息子に次期領主の権利を与えてくれるというなら、解毒剤を渡そう。倒れてから五時間以内なら効く」

「……断ったら？」

「さあ。お前もここで消えるか？　お前は一番最後まで残しておきたかったんだがな。背に腹は代えられない」

「くっ……」

「まあ落ち着け。茶でも飲むといい。ゆっくり考えていいんだぞ？」

「解毒剤など、本当にあるのか？」

「見せようか。これだ」

　アルベルトがポケットから小瓶を取り出す。見覚えのある形は、ラベルこそ違うが、ハチミツやジャムを入れるものと同じだ。

　――と、そこでフリードの脳裏に過去の一瞬が掠めた。

　アデーレとの食事。あの時のヨーグルトにはハチミツが入っていた。

　そして今、叔父がわざわざカテリーナに持ってこさせ、差し出したのもハチミツだ。

　そういえば、勧めておきながら叔父はひと口もこの紅茶を飲んでいない。

　確かにこれなら、狙った人間の近くに置くだけでいい。標的は、自分から自分の食事にいれるのだから。

　フリードは唇を噛み締める。

　確かに祖母のしていたことは、叔父に大きな影を落としていたのだろう。しかし、その復讐は、あまりにも陰湿だ。

　フリードの頭の中に、子供の自分を慰めてくれた叔父の姿が思い出される。

　尊敬していた。彼のようになりたかった。そう思っていた自分が、滑稽に思えてくる。

　尊敬していた頃の気持ちと、同情する気持ち、でも憎らしい、許せないという感情が自分の中で処理しきれない。

　綯ない交ぜになったそれらの中から浮上してきたのは自分でも驚くことに、悲しいという感情だった。叔父がそんなことをできてしまう人間だということが、フリードにはとても悲しかった。

「……分かりました。毒はこれですね」

　フリードの声にアルベルトが眉を上げ、訝し気な顔をする。

「このハチミツでしょう。だとすれば、加工品が高額で取引されているのも納得できる。叔父上は俺が今回の視察を申し出た時点で、俺にこれを飲ませることを決めていたんでしょう。エミーリアと自分の命、両方を危険に晒されれば、俺があなたに全権を譲る交渉に応じると」

　小さな舌打ちが聞こえたのと同時に、騒がしい物音がする。

「フリード様、大変です。エミーリア様が」

　ディルクの叫びに、フリードの血の気が一気に下がった。

　エミーリアが倒れたという知らせなのだとしたら、倒れてからすでに二時間以上は経過しているはずだ。戻る時間を考えれば、一刻も早く解毒剤を手に入れなければいけない。

「叔父上、解毒剤を渡してください」

「取引だといったはずだ。念書におこしてもらおう。そうすればこれは渡す」

「いいから、渡せ！　エミーリアになにかあったら俺は！」

　ひらりと身をかわすアルベルトをフリードは焦りを抱えたまま追いかける。

　毒で倒れたアデーレ、そしてメラニー。その姿にエミーリアを重ねて、ぞっとする。

　以前とは違う。冷静でなどいられない。

　こんなことでエミーリアを失ったら、もう今までの自分ではいられない。

「早くよこせ」

　アルベルトの胸倉に掴みかかったその時、馬のいななきとともに聞き慣れた声が聞こえた。

「……フリード！」

　その声に引き寄せられるように、フリードはアルベルトを離し、外に出た。

　息を切らし、頬を伝う汗をそのままに、馬上から飛び降りてくる美しい少女が目に入り、一も二もなく駆け出し、抱きとめる。

「エミーリア！」

「よかった、フリード。無事ね？　私分かったのよ。毒の正体」

「ハチミツだろ？　食べなかったのか？」

「知ってたの？　私、あなたがお茶にでも入れて飲んでしまったらどうしようって心配で追ってきたのよ」

　必死な顔でフリードの頬を撫でてくるエミーリアに対し、フリードも彼女の無事を確かめるべく顔を覗き込む。

「お前は馬鹿か。叔父上が犯人だと分かっていて、わざわざ敵地に来るなど危険だろ。まして馬で。そんな格好で！」

「だって、心配だもの。……それに」

　エミーリアは少し口ごもると、ばつが悪そうに上目遣いでフリードを見上げた。

「……少しくらい羽目を外しても怒らないって、あなた前に言ったわ」

　その言葉に、フリードは全身の緊張がほぐれていくのを感じた。同時に、愛おしさが溢れるように湧き上がってくる。

「……いつの話だよ。馬鹿」

「馬鹿馬鹿言わないでよ。失礼ね」

「自分を大事にしてくれ。そうじゃないと俺は……」

　エミーリアの体を抱いたまま、フリードは顔を上げる。彼女の肩越しに見えるトマスは申し訳ないような顔をしていて、フリードの視線に気づくと頭を下げた。

「トマス」

「すみません。エミーリア様を止められませんでした」

「いや……いい。俺もお前に謝ることがあるしな」

「は？」

　その時、屋敷の外にアルベルトが出てきた。フリードは叔父の視界からエミーリアを隠すように背中を向けたが、風にたなびく美しい髪は、その存在を雄弁に語っていた。

「エミーリア嬢がなぜここに。……ちっ、あいつめ、しくじったのか」

「アルベルト様。侍女はカールが取り押さえました。ハチミツが毒なんでしょう？　どうして？　どうしてメラニーを狙ったの？　フリードの奥方様も。彼の子供だっていたのに」

　エミーリアは毅然とした態度で、フリードの腕から離れ、彼をかばうように前に立つ。

「どうしてそんなひどいことができるの！」

「エミーリア、やめろ」

　彼女をかばおうとするフリードの手をなにかが掠めた。一瞬の間をおいて走った痛みに顔を歪める。

　短剣を構え、睨みつけるようにこちらに向けているのは、いつの間にか外に出てきていたカテリーナだ。

「フリードっ、大丈夫？」

　人差し指と中指の間から、血が流れている。カテリーナが両手で握りしめている短剣からも、赤い液体が伝っていた。鉄さびに似た臭いが辺りに広がる。

「あらあら、相変わらずご寵愛されているのね、フリード様。おふたりとも、お綺麗で嫌になるわ。正しい生まれ、美しい容姿、そのうえ相思相愛のご夫婦なんてね。神様は不公平にもほどがあるわ」

　吐き捨てるように言い、短剣を向ける。

「カテリーナ、よせ」

「止めないで。デス・カマスのこと、知られてしまったんでしょう？　あなたがすべて話したのも聞きました。ここで殺せなければ、私たちは終わりだわ」

　再び振り下ろされた短剣を避けるため、フリードが後ろに下がる。

「エミーリア様、こちらへ」

　トマスが、エミーリアに手を伸ばす。

　足手まといになっては、とエミーリアが自ら下がろうとした時、フリードが怪我をしたはずの左手で、彼女をしっかりと抱き寄せた。

「駄目だ。離れるな」

「でも、私がいたら邪魔に……」

「ならない。俺の傍にいろ。なにがあっても守るから離れるな」

　カテリーナの構える短剣をじっと見据えたままの言葉に、エミーリアの全身が熱くなった。

「……分かったわ。足手まといにならないようにする」

「そう願おう」

　言った瞬間、ディルクとアルベルトの従者たちが競うように屋敷から飛び出してきた。

「……ディルク！」

　ディルクはフリードの盾になるように立ち、自身も剣を構えたまま、フリードに剣を手渡した。

「すみません、剣を取りに行っていたら遅くなりました」

　預けていた剣だ。服の至るところに返り血がついているところを見ると、恐らく室内でひと暴れしてきたのだろう。その証拠に、アルベルトの従者たちも帯たい剣けんしたまま息を荒げている。

「私も加勢します」

　トマスがふたりをかばうようにディルクの脇に立つ。フリードはその背中に囁いた。

「トマス。悪いな。預かりものは返せない」

　トマスは呆れたように彼を見る。「なにをこんな時に」とぽそりと呟くと、ふっと笑みをこぼした。

「結構ですよ。約束だからと簡単に手放されるような人にエミーリア様はやれません」

　その返答にフリードがホッとする間もなく、前方で剣がぶつかり合う金属音が響いた。その激しい戦闘に、トマスが加勢する。

　フリードはその一歩後ろで、ふたりの間をかいくぐってきた従者を相手に、片手で器用に剣を振るった。エミーリアを左手でしっかりと抱きしめていると、先ほど切り付けられた指の間から血が出る。だが、それでも構わなかった。離れて無事を案じているよりも、近くで守ることのなんと気の楽なことか。

　人数的にはもちろんアルベルト側が多いが、ディルクが軽い身のこなしで捌いていく。普段優し気な従者は、剣を握ると人が変わったように冷徹なのだ。情けは無用とばかりに最初の一撃から急所を狙い、倒れた男を足蹴にすることも厭わない。フリードが普段連れ歩く従者をディルクひとりに決めているのは、この男にそれだけの実力があるからだ。

　一方、トマスもディルクに劣らない剣捌きを見せる。ふたりを相手にしても、まったく力負けなどしていない。さすがエミーリアの護衛をひとりで担っていただけはある、とフリードは改めて感心した。

　ひとりふたりと相手が倒れ、青ざめたままそれを見つめるカテリーナとアルベルト、扉に隠れるようにして戦場と化した庭を見つめているエグモントだけが残った。

　ディルクとトマスは、肩で息をしながらフリードの言葉を待つ。

「……毒の件で立証できようとできまいと、あなたたちは領主である俺に手をかけた。これで終わりですね」

　フリードの宣言と同時に、ディルクがアルベルトの鼻先に剣を向ける。すでに血で汚れたそれは、とても切れ味がよさそうだとは言えなかったが、脅しには使えるはずだ。

「終わり……だと？　なにが終わるっていうんだ」

「毒花栽培をやめ、これまでの取引先からも手を引いてください。俺はあなたにこの土地は渡さない。この土地から毒を排除する」

「お前は本当に……綺麗事ばかりだ」

　アルベルトがため息をついて肩を落とした……と思ったらいきなりディルクに体当たりした。予想外の行動にディルクはバランスを崩し、トマスを巻き込むように倒れた。

　ディルクとトマスから剣を奪ったアルベルトが、両手に剣を持ってフリードに切り付けてくる。

「往生際の悪い！」

「お前になにが分かる。お前にやられるくらいなら俺は……」

　キィンという金属音が響き、片方の剣を受け止めたものの、もう片方の剣がふたりを狙う。フリードがエミーリアをかばうように身を低くしたと同時に、アルベルトが足元から崩れた。

「くっ、このっ」

　アルベルトの足に食らいつくようにしてバランスを崩させたのはトマスだ。

「お逃げください。エミーリア様」

　フリードはアルベルトの首筋に剣先を当てた。形勢不利を察したアルベルトは、カテリーナを振り仰ぐ。

「……逃げろ、カテリーナ」

　しかし彼女は、乱れた髪をそのままに、短剣を足元に落とすとゆっくりと家の中へ入っていく。

「叔母上？」

　そして、しばらくするとエグモントとの諍いさかいの声が聞こえてきた。同時に焦げ臭い香りが辺りに漂い始める。

「カテリーナの奴、なにを」

「火だわ。火事よ。大変」

　エミーリアは窓から出る煙を見つけ、指さした。

「消さなきゃ」

　そして、フリードの腕から逃れ、屋敷へと駆け出す。

「エミーリア、待てっ」

　フリードが追いかけ、満まん身しん創そう痍いのディルクも体をふらつかせながら後を追った。

　アルベルトを押さえつけているトマスだけはその場に残ったが、アルベルトも逃れようと執拗に足を動かす。

「どけ。カテリーナを止めなければ」

「今フリード様たちが向かいました。あなたを逃がすわけにはいきません」

「カテリーナを止められるのは私だけだ。離せ！」

　頭を肘で殴られ、力が緩んだ隙にアルベルトがトマスの腕を抜け出す。

「っ、待てっ」

　慌ててトマスも後を追ったが、すでに屋敷内からは火の手が上がっていた。

「エミーリア様っ」

　トマスは袖を破り、口元を押さえて、屋敷の中へと入った。










あなたと新たな契約を




　屋敷内は油の臭いが充満していた。

　先に入っていったエミーリアを追う形で、フリードは中に入る。物音が聞こえるのは、奥のほうだ。

「おやめください、カテリーナ様」

　エグモントの声だ。声のするほうに向かう途中、廊下や壁に油の染みた跡が見つかる。

　屋敷の奥から響くのは、ガチャン、となにかが割れるような音だ。見ると、カテリーナが壁に向かってランプを投げつけている。侍女や料理人は裏口から逃げたのか、他に人の気配はなかった。

「終わりよ。エグモントもどこへでも行きなさい。すべて燃やすの。……ゴホッ、ゴホッ」

　煙幕がふたりを包む。カテリーナは苦しそうに呼吸しながらも、辺り構わず物を投げつけるのをやめない。

「カテリーナ様っ、やめてください。逃げないと……焼けっごほっ」

　大声で叫んだエミーリアが煙でむせたのを見て、フリードは袖口を引きちぎり、彼女の口元に当てた。

　カテリーナはエミーリアに気が付くと、髪を振り乱したまま、異常なほど目を輝かせて笑った。

「あら、まだいたの？　馬鹿ね、一緒に焼かれる気？　さっさと行きなさい。私はここで死ぬ。生き残っても、ひとりになるんだもの。あの花を奪われたら、あの人は私のもとから去っていく」

　事情を知っているフリードはカテリーナを痛ましそうな顔で見つめた。政略結婚とはいえ、彼女には叔父への愛情があったのだろう。

「叔母上。そんなに叔父上のことを……」

　不安を隠すようにエミーリアの肩を抱く。その仲睦まじい様子に嫌気が差したように、カテリーナは吐き捨てた。

「さっさと行きなさい。あなたたちにはなにも渡さない。この土地ごと、燃えて消えてやるわ。ここだけが私のものよ……ゴホッゴホッ」

　火の手の近くで大声を上げ、カテリーナは思いきり煙を吸い込んだ。エグモントが引きずり出そうとしているが、老体ゆえに抵抗する女主人を動かすことは難しそうだ。

「エミーリア、先に戻れ。俺が叔母上を運ぶ」

「駄目よ。あなたは手を怪我してる」

「それでもお前よりは力はあるよ」

　けれどもエミーリアは必死に腕を掴んで離さない。フリードとてエミーリアを危険な目には遭わせたくない。このまま無理に叔母を連れに行けば、エミーリアがついてくるのが分かって動くことはできなかった。

「フリード様、私が行きます」

　見かねたディルクがそう言い出した時、「どけ」と低い声がした。

　フリードたちを押しのけるようにして前に出たのは、アルベルトだ。

「叔父上」

「カテリーナ。早く出てこい。なにをしているんだ」

「あなた」

　パチ、と火のはぜる音がした。熱風に、誰もが目を細める。

　カテリーナは涙を流しながらアルベルトを睨んだ。

「なにしに来たの？　あなたは私じゃなく、あの人と暮らしたかったんでしょう。とっとと行けばいいわ。すべての罪は私が背負ってあげる」

「カテリーナ」

「それともフリード様も道連れにすればいい？　そうすればあなたの思い通りね。足かせの妻も、毒花の証拠も、目障りな爵位継承者も消える。あなたは自由になるんだわ。今までの分も……ごほっ」

　咳き込んだカテリーナがよろめいた時、彼女の手袋に引火した。

「きゃああっ」

　油をまいた時に染みたのか、手袋はあっという間に燃え盛る。

「カテリーナ！」

　アルベルトは、燃え盛る火の中に飛び込んだ。暴れるカテリーナの腕を掴み、必死に自分の上着を叩きつけて消そうとする。

　エグモントは、腰が抜けたのか四つん這いになって出てきた。

「とにかく出ましょう、ここは危険すぎる」

　トマスとディルクに促され、フリードとエミーリアも頷いた。「叔父上」と声をかけるも、ふたりは動かない。

　固まっているエミーリアを抱き上げ、フリードは表に出た。続いてエグモントが四つん這いのまま出てきたが、アルベルトとカテリーナは一向に姿を現さない。

「叔父上っ」

　呼びかけにも応答はない。やがて、奥の窓から飛んだ火の粉が、干し草に引火した。あっという間に畑に燃え広がるのを、エミーリアたちはどうすることもできなかった。

「……逃げましょう。あの煙を吸ってはいけない」

　エグモントの忠告は、火の手がデス・カマスに近づく頃に発せられた。

「毒素を含むのか？」

「可能性はあります。触るだけで、奥様の皮膚がただれるほどの猛毒です」

　エグモントは言いにくそうに、だけどはっきりそう言った。

　屋敷は全体火の手に包まれている。立ち上る黒い煙は、遠く、フリードの本邸からも望めるだろう。

　もはや、叔父と叔母の救出も不可能と判断し、フリードとエミーリアは黒馬に、トマスはエグモントとともにムートに、そしてディルクは自分の馬に乗り、脱出した。




　ようやく風が涼しく感じられるほど離れて、フリードは燃え盛る屋敷を振り返る。黒い煙、屋敷が燃える音は、神経を不快に撫でていく。

　フリードは、エミーリアのすすけた頬を撫でる。

「どうしたの？」

「いや。危険な目に遭わせたな」

「いいえ。大丈夫よ」

　エミーリアがフリードの手に自分のそれを重ねてきた。握り返そうとしたが、傷ついた指が自由に動かない。もどかしく思っているとエミーリアがぽつりと言った。

「……私たちは恵まれているのかしら」

　途方に暮れたような声だ。

　フリードは、狂ったように笑うアルベルトや、最後に吐き捨てるように本音を告げたカテリーナを思い返す。

「さあな。だからと言って悩みがないわけでもないし、思うように進むしかないだろう。俺たちには最初からそれしかないんだから」

「フリード」

　まっすぐに見上げてくるエミーリアの視線が、今のフリードには痛かった。

　愛情に溢れた家庭で大切に育てられたエミーリアに、この結末はどう映るのだろう。

「叔父上の生まれは不幸だったと思う。だけどその先は自分で選び取ってきたものだ。違う生き方もできたと思う」

　フリードがちらりと燃え盛る屋敷を振り仰いだ。

「叔父上は、逃げようと思えば逃げられたはずだ」

　あれだけの執着を持って我が子を思うのだったら、生き延びるほうを選ぶはずだ。けれど、最後に叔父が選んだのは叔母に寄り添うことだった。

「……この結末だって叔父上が自分で選んだんだ」

　叔父は母と叔母上、どちらを愛していたのだろうか。母を愛していたなら、なぜ死んだのだと言いたい。母の頼みの綱は叔父だけだったはずなのに。

　フリードは背中を預けてくるエミーリアを見つめた。

　自分は、どのように彼女を愛していくのが正しいのだろう。

　叔父がいなくなったことで、毒に関するもろもろは解決する。しかし、それは収入面では大きな打撃だ。

　たび重なる死亡事故で、王家からも恐らく不審な目を向けられるだろう。その信用を取り戻し、経済的にも立て直す。負担のすべては、フリードの肩にのしかかるのだ。

　楽ではない。それでも逃げる気もない。

　領主として、この土地とともに生きていく覚悟はもうとっくに固めている。

　だがそれをエミーリアにも強いるのは間違ってはいないだろうか。少なくとも、彼女との契約に求めた要件は、すでに満たされたのだから。

「エミーリア」

「大丈夫？」

「……ああ」

　フリードはエミーリアの頭頂部に唇を寄せる。

「これから領土も立て直しだ。一年や二年じゃ済まないだろう。……先は長い。だから……」

　大切にしたいと思う。思えばこそ、今のままなし崩しに傍には置いておけない。

「契約は、白紙に戻そう」

「え？」

「叔父上の件は片付いた。お前は自由になれるんだ」

　そして叶うなら、もう一度出会いからやり直したいのだとフリードは心の中で言う。声に出してしまったら、彼女を縛り付けるような気がしたからだ。

　エミーリアからの返事はない。ただ前を向き、黙っている。屋敷が見えてくる辺りで、ようやくぽつりと「……そういう契約でしたものね」と言った。

　こんなに近くにいるのに、心の距離は離れたような気がして、フリードは返事ができなかった。





＊　＊　＊






　アルベルトの屋敷から立ち上った煙は、本邸からも確認できたらしい。

　炎は屋敷のすべてと畑を焼き、やがて鎮火した。敷地が広かったため、隣家への被害はほぼなかったのが不幸中の幸いといえるだろう。

　あれから一週間。フリードは事後処理に追われて寝る間もないほどだった。

　毒に関しては侍女から証言がとれ、実行犯であった侍女は捕らえられた。

　続いてカテリーナの両親とともに叔父の領土に再び出向き、焼け跡から死体を確認し、密葬を行った。

　毒の密売ルートについては、カテリーナの実家に記録があり、今はその根絶と関わった人間の処分について奔走している。半分近く減ると予想される収益を今後どうやりくりしていくかも課題で、連日屋敷には今後を憂う貴族の訪問が後を絶たない。




　その間、エミーリアはいつものごとく部屋に閉じ込められていた。

　もう一週間ほどフリードの顔を見てない。フリードは忙しく動き回っていて、予定を聞きたくともディルクさえも捕まらないのだ。

　顔さえ見せてくれないのは、もう自分のことなどどうでもいいからではないか、とエミーリアはため息をついた。

『契約を白紙に戻そう』と言われた時、エミーリアは頭が真っ白になった。

　フリードの心が自分のほうを向いているんじゃないかと思えた瞬間もあったが、あれはすべて自うぬ惚ぼれだったのかもしれない。

　フリードは本当にただ契約の花嫁が欲しかっただけなのだ。だからもう用済みになった自分はいらないということなんだ。

　エミーリアは自分の手元を見る。そこにあるのは、見るからに雑ではあるが、完成まではあと少しというところの刺繍のベッドカバーだ。

「エミーリア様、おられます？」

　ノックとともに入ってきたメラニーは、彼女の手元に目をやり、すぐさま指摘する。

「ここ、間違えてますわ」

「あ。……もう、やっぱり私には無理じゃないかしら」

「ご自分で言い出したのに、なにをおっしゃいます」

「だって、やっぱりメラニーが作ったほうが綺麗だもの」

「でも気持ちは、こちらのほうがずっとこもっているじゃありませんか」

　エミーリアは、嫁入り道具のベッドカバーを一から作り直しているのだ。

　きっかけは、倒れてなにもできないことを嘆くメラニーに座っていてもできる仕事を与えたかったことだった。だけど、フリードへの恋心を自覚するとともに、ベッドを彩るメラニー作のベッドカバーにいたたまれない気持ちを抱えるようになっていたエミーリアにとっては好都合な思いつきだった。

　もう一度、自分で作った刺繍のベッドカバーを携えて、求婚し直す。

　一年だけじゃなく、ずっとフリードの妻でいたいと伝えようと思っていた。

　だけど、契約を白紙に戻すと言われて、その勇気も萎みつつある。こんなものを見せても、彼には迷惑がられるだけではないだろうか。

「心がこもっていても、駄目よ」

　自嘲気味に言うと、メラニーが励ますように背中を撫でた。

「なにをおっしゃいます。きっとフリード様はお喜びになりますよ。いい知らせがあるんです。今晩、フリード様が来られるそうですわ」

「えっ」

　ぎこちなく動いていた右指が暴走し、左指に針が刺さった。

「痛っ」

「あらあら、大丈夫ですか。エミーリア様」

「平気よ。……フリードが、来るの？」

「ええ。ようやく時間がとれそうだと。先ほど使いの者が来ておっしゃってましたわ」

　いよいよ最後通告を告げられるのかと思うと、エミーリアは泣きたくなる。

（やっぱり私じゃ……子まで宿したアデーレ様の代わりにはなれないんだわ）

　亡くなられた前妻にまで嫉妬めいた感情を抱く自分が情けなくて、エミーリアは唇を噛み締めた。

「ごめんなさい。メラニー、しばらくひとりにしてくれる？」

「あら、落ち着かないのですか？　分かりました。いつでもお呼びくださいませ」

　素直に下がったメラニーに聞こえないように、エミーリアは声を殺して涙をこぼした。




　ノックの音がして、エミーリアは慌てて目をこする。「誰？」と問いかければ、「トマスです」との答えだ。泣いているのに気づかれてはまずいかと思ったが、トマスは許可を出す前に扉を開けてしまった。

「まだ開けていいなんて言ってないわよ」

「申し訳ありません。ですがメラニーに、エミーリア様の様子がおかしいと聞きましたので」

　そう言って靴音を鳴らしながら入ってきたトマスは、涙目のエミーリアを見て優しく笑いかける。

「あなたが泣くのを見るのは何年ぶりでしょうね」

「うるさいわね」

「……どうしました？」

　兄のような従者に促され、エミーリアは契約の話を白紙に戻そうと言われたことを、ぽつりぽつりと話した。

「考えてみれば、当然の話だわ。最初からそう決まっていたことなんだもの。今さら、私がここにいたいって言っても迷惑よね」

　ベッドカバーを握り締めて、涙声で呟く。トマスは彼女の膝の上に広がっているそれを、この世にふたつとない秘宝に触れるように仰々しく触った。

「あのエミーリア様が、これだけの刺繍をしたんですか」

「〝あの〟ってなによ」

「五分と針を持ち続けられなかったじゃないですか」

「それはそうだけど」

「こんなに大きな布に、一面に刺繍ができるほど頑張ったんですね。たったひと月ほどなのに」

　フリードが部屋を訪れない間、エミーリアは朝も昼も晩もこのベッドカバーに向き合っていた。手は刺し傷だらけになり、せっかくの刺繍に血がついたこともあった。頑張れたのは、彼への気持ちが本物だったからだ。

「伝えなければ後悔しますよ」

「トマス」

「あなたはフリード様に度胸を買われてここに来たんでしょう。一番の大勝負で逃げるなんてらしくありません」

　そう言われれば生来の負けん気がむくむくと顔を出す。

　確かに、自分はまだ、ここにいたいという本心を彼に伝えてはいないのだ。

「迷惑じゃないかしら」

「女性に好意を告げられて迷惑がる男などおりませんよ」

　トマスが優しく笑う。

　迷惑でないのならば、たとえ離婚という結果になっても、自分の気持ちだけは伝えたかった。

「……最後まで仕上げるわ」

「ええ。もう少しじゃないですか」

「フリードにちゃんと伝える。それで駄目でも……まだ諦めたくないわ。私のこと、もっとちゃんと知ってもらいたい」

「それでこそエミーリア様です」

　トマスの言葉に励まされ、エミーリアは涙を拭って、もう一度針を手にした。

　刺繍のベッドカバーが完成したのは、そこから一時間ほど後のことだ。




　その夜、夜着に着替えたエミーリアは、落ち着かずに部屋中を歩き回っていた。

　夕食時にもフリードは帰宅していなかった。本当に今日のうちに戻ってくるのかと不安が募るばかりだ。

　やがて、足音がしたかと思うと挨拶もそこそこに扉が開く。

　エミーリアは一気に緊張して、体がうまく動かなくなるのが分かった。しかし、入ってきたフリードを見て唖あ然ぜんとする。

　彼は颯爽とした態度ではあったが、顔が青く、頬がこけていた。

「どうしたの、その顔」

「なかなか休む暇がなくてな。元気だったか、エミーリア」

「元気よ。大変なら、言ってくれればなにか手伝えたかもしれないのに」

　眉を寄せて批難するエミーリアに、フリードは柔らかく笑った。

「いい。やつれたお前など見たくないしな」

　そう言うと、フリードは椅子に腰かけた。エミーリアも隣に椅子を寄せて座る。

「話がある」

「ええ」

　緊張で喉が詰まりそうになりながら、エミーリアは彼の言葉を待った。

「前にも言ったが、契約の話を一度白紙に戻そうと思う」

　迷いのない口調で言われ、エミーリアの胸は切り刻まれたように痛い。

「……どうして？」

「叔父上はもういない。これで俺が名実ともにクレムラート領を継ぐことは決定だ。君に契約を持ちかけた時の目的は果たされたんだ」

「そう……ね」

　エミーリアはこぶしを握り締める。『だから、もう帰れ』と言われてしまう前に言わなければと、急いで息を吸う。

「あのねっ」

「だから改めて」

　ふたりが同時に言葉を発し、同時に口ごもる。

「……なに？」

「そっちこそ、なんだ？」

「私は……その」

　おずおずと、エミーリアはベッドカバーを出す。

「こんなの見せたら、呆れられるばかりだと分かっているけど」

「なんだ？　ベッドカバー？」

「わ、私が刺繍したの。これでも精一杯。指は針の穴だらけだし、模様はガタガタだし、全然刺繍の腕前なんて上手じゃない。……でも、本当の私を見てほしくなったの」

　恥ずかしさで顔が上げられない。見ているのも嫌になる下手くそな刺繍を指でなぞりながら、エミーリアは精一杯の思いを口にする。

「あなたにはもう、私なんて必要ないのかもしれないけど、私はあなたに、本当の私を見てほしくなったの。契約の花嫁としてじゃなくて、私自身を」

　フリードは言葉もなくベッドカバーに見入っている。エミーリアは恥ずかしくて逃げ出したかった。でもトマスの言う通り、大勝負から逃げるような自分ではいたくない。なにも伝えないうちに、自分から逃げるなんて愚か者のすることだ。

「私、一緒にいるうちに、フリードが……好きになったの。契約じゃなくて、本当の……あなたの花嫁にしてほしいの」

　フリードからは返事はまだない。あまりのいたたまれなさにエミーリアが顔を上げると、フリードは白い肌を真っ赤に染めて口元を押さえていた。

「ふ、フリード？」

「……なんでお前が先に言うんだ」

「え？」

「俺が言うつもりだったのに」

　フリードはいきなり立ち上がると、ベッドカバーを広げてエミーリアに巻き付ける。

「今までの契約は白紙にして、改めて契約してほしい。受けるも断るもお前の自由だ。これから、この領土を治めていくのは今まで以上に大変になる。きっと苦労はさせる。それでも俺を支えてほしい。他の誰でもない、エミーリア、君に。……って、そう言うつもりだったのに」

　フリードの言葉が信じられなかった。エミーリアは何度も瞬きをしながら彼を見つめる。

「……本当に？　私、帰らなくてもいいの？」

「乗馬と狩りが好きで、刺繍が下手で、お転婆なエミーリアがいいんだ。一生、俺の傍にいろ」

　今度は安堵で目に涙が浮かんでくる。

「そしていつか、俺の子を産んでほしい。俺はお前以外を娶るつもりはない。世継ぎの子を産めるのはお前だけだ」

　聞き間違いではないのかと疑いながら頬を押さえると、伝ってきた涙で手が濡れていく。

「お、驚かせないで」

「それはこっちの言い分だ」

「私、もうあなたに必要ないんだと思って傷ついたのに」

「誰がそんなこと言ったよ」

「契約を白紙にしようって言ったじゃない。その後放置されれば、誰だって不安に思うわよ」

「それは……だって仕方ないだろう。休む暇もないほど忙しかったんだぞ？」

　掴みかかったエミーリアを、フリードはベッドカバーごと抱きしめた。

「俺は君を愛している。エミーリア、君の返事は？」

「さ、さっき言ったじゃない」

「仕切り直しだ。もう一度言え」

「好きよ。大好……」

　最後まで言えなかったのは、フリードの唇に声を吸い取られたからだ。そのまま抱き上げられ、ベッドにひっくり返される。

「ずっと我慢していた。お前をこうして独り占めすることを」

　彼の髪がおでこに触れるほど顔が近い。ドキドキして心臓が飛び出しそうだった。切なげな碧眼が細められ、つられるようにエミーリアも目を閉じる。

「……好きだ、エミーリア。愛している」

　甘い言葉と口づけが交互に降ってくる。エミーリアは息もつけない。

　親愛の口づけなら家族間でも何度もしている。だけど、こんな浸食されるような口づけは初めてだ。

「そのままのエミーリアがいい。お転婆で、怖いもの知らずで」

「全然褒められた気がしないわ」

「そこが可愛い」

　唇が首筋を伝う。手はエミーリアの形を確認するかのように頭、頬、肩と輪郭をなぞっていく。ぎゅっとつぶった目元を左手で撫でられて、エミーリアははたと思い出した。

「……手は大丈夫なの？　怪我したところ」

「少ししびれはあるな。まあ左の中指だし、そう問題はない」

「私のせいね」

「指一本だけでお前を守れたというなら名誉の負傷だろう」

　手を重ねられ、ベッドに押さえつけられる形になる。上から見下ろしてくるフリードの瞳に、艶めいた熱がこもっていた。

「守られたのが不服か？」

「まさか。でも私だってあなたに怪我なんてさせたくなかった」

「気にするな。その分癒してくれればそれでいい」

　フリードの口づけが鎖骨のあたりに落ちた。脳裏に古くからの風習が浮かんでくる。

〝手刺繍のベッドカバーをつけたベッドで抱くということは、その女性のすべてを受け入れるということだ〟

（私、ここで抱かれるのかしら）

　下手くそだけど、確かに自分で作ったベッドカバー。体に半分巻き付いているそれを、フリードは慎重に取り除き始めた。

「下手でしょう」

「うまいとは言わないがな。上出来だろう」

「でもアデーレ様より下手だわ、きっと」

　思わず出してしまった前妻の名前に、目をそらす。

　フリードはお構いなしに小さく笑うと、再び頬に口づけた。

「なんだ、妬いているのか」

「……っ、そういうわけじゃ」

「本当のことを言え。夜よ伽とぎとはそういうものだ。隠さずすべてを見せろ」

　優しい瞳で見つめられて、エミーリアは迷いながらも口にした。

「……妬いてるわ。あなたが私より前に愛していた人がいると思うだけで、胸が焼きつくようよ」

　恥ずかしさで涙が浮かんでくる。自分がこんなに嫉妬深いということも初めて知った。

「お前は……可愛いな」

　楽しそうな声音でそう言うと、フリードは顔中に唇を落とした。

「フリード」

「安心しろ。アデーレとは義務感でしかしてない。俺が本気で好きだと思ったのはお前が初めてだ」

「本当？」

「疑いようもないくらい、愛してやる」

　深い口づけに、エミーリアは様々な不安から解放された気分になった。

　疲れているはずのフリードは、唇を重ねるごとに生気がみなぎっていくようで、絶えまなく口づけを交わしながらエミーリアの夜着を脱がせていく。

　ランプの明かりが吹き消され、エミーリアは素肌に触れる空気に体を震わせた。

　初めての経験に、声が震える。

「フリード、私」

「なんだ？　もう待たんぞ」

「ど、どうしたらいいのかしら。私、初めてなのよ」

　恥ずかしさで真っ赤になったエミーリアは両手で顔を覆い隠す。それもフリードにより取り払われ、恥ずかしさに恨めしくなりながら彼を睨んだ。

「その顔、誘っているようにしか見えないぞ」

「どうして」

「潤んだ瞳も、真っ赤な頬も、震える唇も、いつも以上に可愛い」

　フリードの熱っぽい瞳に見つめられ、心は緊張しているのに、体は彼によってとろかされ、自分でも予想もしないような声を上げる。

「感じるままに声を上げればいい。全部俺に任せろ」

「えっ、あっ、やあ」

　体をなぞるフリードの手は、時に優しく時に激しく、エミーリアを敏感に反応させていく。荒くなる息を抑えようとした手はすぐにフリードに絡めとられ、涙目で睨みつければ、口づけを落とされる。

　エミーリアは体内から湧き上がる熱で朦もう朧ろうとしながら、フリードの愛あい撫ぶに溺れていった。

「……愛してる、エミーリア」

　耳元で囁かれた声に、エミーリアは彼に手を伸ばした。

「私も……そうよ」

　息を荒げながら、綺麗な碧眼を覗き込んで告げる。そして、自分から唇を重ねた。

「私もあなたを、愛してるわ」

　ようやく繋がった時は、痛くて涙が出たけれど、その感覚さえも分からなくなるくらい、フリードの口づけが体中をくすぐった。

　初めての夜は甘く優しく、長くて、エミーリアはいつの間にか眠りについていた。

　夢の中で、エミーリアはムートに乗っていた。隣には大きな黒馬に乗ったフリードがいて、笑顔でエミーリアを見つめている。

　もう自分らしさを隠す必要はない。ありのままでもフリードは私の傍にいてくれる。

　幸せなその夢をずっと見ていたいと思った。




　朝の光に目が覚めて、寝返りを打とうとして、硬い腕に拘束されていることに気づく。

　耳に届くのは無防備な寝息。エミーリアはフリードに背中から抱きしめられていた。

「フリード」

　声をかければ寝息が途切れ、腕が緩む。体の向きを変えて、ゆっくり開かれていく瞼を見つめた。

（まるで夜明けの空みたい）

　フリードの碧眼に、エミーリアの姿が映る。

　こんなに無防備な顔を見せてくれるのは、思えば初めてではないだろうか。

「おは……」

「うん」

　挨拶の代わりに唇を奪われ、朝から体中が熱くなってくる。

「あの、フリード、あの」

「まだ夜だ」

「朝よ。ほら明るい」

　言った途端に頭からベッドカバーをかけられる。薄闇の中、フリードは昨晩何度もそうしたようにエミーリアに口づけを落とし始めた。

　エミーリアは彼の頭を掴んで動きを止めさせた。これ以上触られたら変な気分になってしまう。

「フリードってば。朝だって言ってるでしょ」

「……まだ夜だ」

「どの口がそんなこと言うの」

「この口だ」

　再び唇を塞がれて、両手首を彼の手で拘束される。抗う気力が徐々に消えてきた。エミーリアだって彼と触れ合っているのは嬉しいのだから。

　しかしそこで、無情にも咳払いがする。驚いたふたりが顔を見合わせ、フリードだけが顔を出すと、居心地が悪そうに目を閉じたまま、ディルクが入り口の扉の前に突っ立っている。

「仲睦まじいところ申し訳ありませんが、朝食の時間です。先ほどからメラニーが困っておりますよ」

　続き間の入り口では着替えを手に持ったまま顔を真っ赤にしているメラニーがいた。

「そんな時間か」

　内心恥ずかしさで死んでしまいそうになっているエミーリアの顔をベッドカバーで隠し、フリードはその鍛えられた半身をあらわにした。別の意味でメラニーが照れて騒ぎ始めるが、ディルクは主人の顔を確認し、にっこりと笑った。

「随分顔色がよくなられましたね。奥方様と一緒だとよく眠れましたか」

「ああ、そうだな。これからはここで寝るよ。……五分待て。すぐ起きる。メラニー、エミーリアの着替えはここに置いていけ」

「は、はいっ」

　フリードは引きつった笑いを返しつつ、ふたりが一度部屋から出ていったのを確認して立ち上がる。

「残念だが朝が来たようだ。起きろ、エミーリア」

　ベッドカバー越しに、唇が触れる。続けて投げられた着替えに袖を通しながら、改めて体に散らされた昨日の痕あとを見つけ、やっぱりひとりで身悶えするエミーリアだった。




　目の前の大きなテーブルには、朝だというのにたくさんの皿が並んでいる。

　毒の危険がなくなり、久しぶりに広間で食事をとっているのだ。

「こんなには食べられないと俺は言わなかったか？」

「すみません。嬉しくてつい」

　頭を掻くのはカールだ。せっせとでき立ての料理を運んできては、歓声を上げるエミーリアを嬉しそうに眺めていく。

「食べきれないならディルクにも一緒に食べてもらいましょうよ。どうせそこで立っているだけじゃないの」

「いえ、奥様。私にはそのようなことは」

　恐縮するディルクに、フリードは笑いながら席に着くように言う。

「諦めろ、ディルク。エミーリアは言い出したらきかないよ。さっさと座って料理を減らしてくれ」

「しかし」

「メラニーもトマスもお座りなさいよ。カールの料理は美味しいわよ」

　言われて、ふたりも困ったように頭を掻く。

「お先にどうぞ、メラニー」

「や。恐れ多くて食べられませんわ、私」

　ぶんぶんと首と手を振って恐縮する侍女に、フリードがやんわりと笑いかける。

「じゃあ、君には俺の妻を楽しませる役目を命じようか。楽しい話を聞かせてほしいんだろう？　なあ、エミーリア」

「ええ、だからここに座って、メラニー」

「もう、あり得ませんわ。息が合いすぎです、おふたりとも」

　真っ赤になって困るメラニーに、助けの手は予想外のほうからやってきた。

「あ、あの、侍女殿はこちらを手伝っていただけませんか？」

　緊張した様子で上ずった声を出したのはカールだ。途端にメラニーの顔が晴れ渡る。

「カール様」

「料理を運ぶのを、お願いします」

「はい。そちらのほうがずっと得意分野ですわ」

　思いがけなくいい雰囲気のふたりに、エミーリアとトマスは顔を見合わせた。

「いつの間に？」

「さあ、いつの間にかですね」

「そっか」

　めでたい話はいつの間に進んでもらっていてもいいものだ。

　エミーリアは満足して、次のお皿に手を付けた。

「ところで、真面目な話がある」

　あらかた食べ終えたところでフリードがそう切り出し、エミーリアは顔を上げた。

　ディルクが暗黙の了解のように、カールに片づけを急がせ、人払いをする。

　部屋にフリードとエミーリアだけになったところで、フリードが口を開いた。

「……俺には異父弟がいるらしい」

「えっ？」

「会いに行こうと思っている。一緒に……来てくれないか？」

「いいわよ。もちろん」

「そうか」

　フリードの顔がホッとしたように緩んで、エミーリアは彼がこれを言い出すのに緊張していたのだと気づいた。

「異父弟ということはお母様が一緒なのね？」

「ああ。父親は、叔父上らしい」

「……アルベルト様？」

　エミーリアは驚いて思わず立ち上がる。その拍子に椅子が後ろに倒れ、大きな音を立てた。フリードは途端に顔をクシャリと崩し、「またやったな」と笑う。

　フリードは椅子を起こし、再びエミーリアを座らせると、自分の椅子を近くに移動させ、彼女の手を握ったまま、叔父の屋敷で聞いた話を聞かせた。

　叔父と繋がりがあった母のこと。叔父が異父弟を世継ぎにさせたかったことなどだ。

「世継ぎどうこうは置いておいて、弟には一度会っておこうと思う。必要ならば、こちらに呼び寄せて教育を施してもいい」

「いいの？」

「叔父上と母上の子なら、うちの血筋であるのは間違いないしな。母上も叔父という後ろ盾がなくなればこちらで保護しなければ生きていけないだろう。ばあ様がなにか言うかもしれんが、そこは俺がなんとかする。それで……そう、昨日渡しそびれたものがあったんだ」

　フリードは立ち上がり、部屋の外に控えていたディルクから包みを受け取ると、そのままエミーリアに手渡した。開けてみると、それは乗馬服一式だった。

「これは？」

「服のサイズはメラニーに聞いたから合っているはずだ。……驚かせたくてな、内緒で頼んでおいたんだ。お前はベール付きのティアラより、こちらのほうが嬉しいだろう？」

　婚姻式で行う、贈り物の交換のことを思い出した。

（ティアラの代わり……？）

　だとしたら、エミーリアが自分の刺繍のベッドカバーでやり直したいと願ったように、フリードも思っていてくれたということだろうか。

「嬉しいわ。ありがとう！」

「いい笑顔だ。数日のうちに母上のところへ行きたい。ムートに乗る練習をしておいてくれ」

「弟さんに会いに？」

「ああ。君とならどこにでも行けるような気がする」

　エミーリアは受け取った服を胸に抱きしめた。

　まさに同じように自分が思っていたので、嬉しくなったのだ。
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　数日後、エミーリアはメラニーに手伝ってもらい、新しい乗馬服を着込んでいた。

「ぴったりですわね。……私、感激しました。エミーリア様のために乗馬まで許可してくださるなんて。フリード様はお優しいですわね」

「そうね。また堂々とムートに乗れるなんて嬉しいわ」

　今日はフリードとともに領土の東、彼の母親が住むという屋敷へと向かう予定だ。

「戻ってきたら今度はドレスの採寸がありますから、お怪我などなさらないようにお願いします」

「ドレス？」

「フリード様から、喪が明けたら婚礼の披露宴を大々的に開くから用意しろと、申しつかっております」

「披露宴？」

「ええ。フリード様の二十歳の誕生日に合わせて行うそうです。アルベルト様も亡くなられて、領主としてのお披露目もありますものね。仕立師にも、お戻りになられるまでに、デザインをいくつか用意するように伝えてあります」

「仕事が早いわね、メラニー」

「エミーリア様はじっとしておられないから、いらっしゃる時に全部相談できるよう手配する技が自然と身についてしまいました」

　それはいいのか悪いのか。遠回しにけなされたようでエミーリアは憮然とする。

　それにしても、フリードは内緒でことを進めすぎるのではないか。いつもメラニーのほうが先に色々なことを知っている気がする。

（私が先に知りたいのに）

　鏡越しにメラニーを見れば、邪気のない笑顔を返される。

　嫉妬めいた気持ちを抱いた心に、罪悪感という針がチクリと刺さった。

「さあ、御お髪ぐしはこんな感じでよろしいでしょうか」

「いいわ。ありがとう。ごめんね、メラニー」

「はい？　なんのことです？」

　今日は邪魔にならないようにしっかり結い上げている。体のラインに沿った乗馬服と合わせるときつい印象を与えそうなものだが、エミーリアの愛らしさは損なわれない。むしろ、恋心を自覚した分、内側から女性としての魅力が香り立つようだ。

「来たか。遅いぞ」

　外で、エミーリアを迎えたフリードは満足そうにその姿を見つめると、突然目元のほくろに唇を落とした。

「ちょ、フリード」

「行くぞ」

　そして身を翻すと、あっさりと自分の愛馬に乗ってしまう。

　いったいなんなのだ、と不満げにムートに乗ったエミーリアに、ディルクが苦笑いしながら近づいてきた。

「不器用な方なのですみませんね。エミーリア様のお姿に見とれて言葉もなかったのだと思いますよ」

「口づけはできるのに？」

　言い返すと、後ろに控えていたトマスがぼそりと言う。

「だから、あなたにそれだけの隙があるんですって。そもそも嬉しいんでしたら、憎まれ口をたたく必要もないわけですよ」

　確かに嬉しくないわけではないので、エミーリアはぐうの音も出ない。

「無駄話をしていないで行くぞ」

　フリードのひと声で、一行は動き出す。

　フリードとエミーリア、それにディルクとトマス。相変わらず領主のお付きとしては少人数だが、ふたりの実力を知っているエミーリアはとても安心していた。

　東地区は平野が多いが、北東の方角に舵を切ると高度が上がり、高原の別荘地が現れる。その中でも最も山手に近いところに、フリードの実母の実家、クレーマン家の別荘があった。

「ここか」

　屋敷はいかにも寂さびれている。壁には蔦つたが這い、庭の草は高さが揃っていない。

　呼び鈴に、迎えに出たのは老執事だ。フリードの姿を見るなり、まるで幽霊でも見たように「坊ちゃま？」と何度も繰り返す。

「母上は……ジモーネ＝クレーマンはいるか？」

「本当にフリード坊ちゃまでございますか？」

「俺のことを知っているのか？」

　フリードはよく覚えていないが、老執事はまだ両親が仲睦まじい頃、母親の実家で仕えていたらしい。里帰りの時に会ったフリードの面影をずっと覚えていたというのだ。

「なにを騒いでいるの、ハンス」

　やがて奥から出てきたのは豊かな金髪の美しい女性だった。

　エミーリアは見た瞬間に、彼女がフリードの母親だと気づいた。そのくらい、ふたりは似ていたのだ。

「母上、お久しぶりです」

「フリード？　どうして？」

　母親は青年を凝視した。やがて震える手を伸ばし、フリードの頬を触る。すでに目には涙が浮かんでいた。

「私のフリード。何年振りなの？　まさかあなたにまた会えるなんて。こちらのお嬢さんは？　再婚なさったと聞いたわ」

「そんな情報、こちらで入るのですか」

　寂れた地域だ。ここが別荘地として人気なのは、情報も入らず現実を忘れられる場所だからに他ならない。

「時折訪ねてくれる人がいるのよ。その人が色々教えてくれるの」

　母親はかすかに染まった頬を隠すように手を当てた。どこか冷めた気持ちで、フリードは目を細める。

「……叔父上ですか」

　そのひと言で、嬉しそうだった母親の表情は固まった。フリードから距離をとり、探るようにじろじろと見つめる。

「フリード。どうしてここが分かったの？」

「聞いたのですよ。すべてを知る人から」

「そんな……言うわけないわ。あの人が」

　動揺を隠せない母親に、フリードは静かに目を伏せた。

「ええ。最期だと覚悟していたから言ったのかもしれません。……叔父上はお亡くなりになりました」

　母親の口から小さな悲鳴が漏れる。再会の喜びからの涙が、悲しみのものへと変わった。

「あの人が、死んだの？　嘘よ」

「俺には弟がいるそうですね。会わせてもらえませんか？」

「いやああああ、アルベルト、アルベルト」

　半狂乱になって騒ぐ母親は、頭を抱えてうずくまる。すぐに老執事が駆け寄ってきた。

「奥様、落ち着いてください」

「嫌よ、離して。探しに行くわ、アルベルトを」

　うずくまり震え出した母親を、おろおろと老執事が支えようとする。

「部屋まで運ぼう。ディルク、手伝ってくれ」




　フリードの指示に従うディルクを、遠くからこっそり見ている人影があった。

　サスペンダーをつけた茶色のズボンに白いシャツ。ショートヘアに優し気な顔をした、線の細い少年だ。

　心配そうに運ばれていく母親を見ている。エミーリアと目が合うと体をびくつかせながら姿を隠した。

「待って」

　エミーリアは自然に追いかけていた。すぐその後をトマスが追い、母親が運ばれていくのを確認してからフリードが追った。

　少年は、エミーリアよりも背が低かった。ダークブロンドの髪のせいで肌の白さが際立って見える。

　彼がフリードの異母弟なんだろうか。しかし、今まで聞いた話から考えると、フリードとの年齢差は六歳ほどだ。であれば十三歳ということになるが、それにしては目の前の少年はもっと幼く映る。

「あなた、名前は？」

　エミーリアが先になって近づくと、少年は彼女を上から下まで値踏みするように見た後、ぽそりと言った。

「マルティン」

　すうと耳を通っていく高い綺麗な声に惹きつけられる。

　エミーリアは改めて少年を見つめる。容姿はアルベルトに似ていた。整った顔も、ダークブロンドの髪も、彼の面影がある。けれど、どこかに違和感があった。

「あの、お母様は大丈夫ですか」

　おずおずと顔色を窺うように言う。

「どうだろう。少し興奮しているから休ませてあげよう。初めましてマルティン、俺はフリード。こっちは妻のエミーリアだ」

　フリードが腰をかがめるようにして自己紹介する。

「初めまして。マルティンです。僕、お母様のところに行ってもいいですか。僕がいないと、寂しがるんです」

「もう少し落ち着くのを待ったほうがいいだろう。少し話さないか？　そうだな。君の好きなものを教えてほしい」

「好きなもの……？」

　マルティンは小首をかしげると、踵を返して奥に向かう。エミーリアとフリードが訝し気に顔を見合わせていたら、やがて一冊のノートを持って戻ってきた。

「えっと、僕の好きなものは、チェスと弓です」

　そして書いてある通りに読み上げる。鈴がなるような軽やかな声だけに、違和感がある。

「このノートはなんだい？」

「お父様がくれました。僕のことがすべて書いてあるんだって」

「ちょっと見せてくれないか？」

　そこには、名前、生年月日、性格、得意科目などがつらつらと書いてあった。日々の予定や、年間で習得すべき技術などまで書いてある。

　しかし、フリードは眉をひそめる。【性格：快活】などと書いてあるが、どちらかといえばおっとりした少年だと思えたからだ。

「フリード様、エミーリア様。先ほどから気になっていたんですが、この方……」

　トマスはふたりにしか聞こえないように小さな声で囁く。

「女性ではありませんか？」

　言われて、エミーリアも違和感の正体に気づく。男の子として見るから、おかしいのだ。高い声も線の細さも、十三歳の令嬢と考えれば特におかしくはない。

　敢えて注意深く胸元に目を向ければわずかにふくらみがあるのも分かった。

　途端に、このノートに嫌悪感が湧く。もし本当にこれをアルベルトが渡したのだとしたら、彼はこの子本人を認めず、ただ理想の次期領主像を押しつける人形として扱っていたということになるではないか。

（性別まで偽らせて……？）

　そこまでして、アルベルトはクレムラート家に復讐したかったのか。

　たまにしか会わない父親の願いなら、子は叶えようとするかもしれない。その純粋な心を利用したというのか。

　エミーリアが唇を噛み締めていると、隣のフリードからは舌打ちが聞こえた。

　見れば、こぶしは固く握られていて、怒りを堪えているようだった。

「なんで、男装なんか……母上と話してくる」

　踵を返し、奥の部屋へと向かう。

　それを見送ったエミーリアは、マルティンの手を握り締める。

「ごめんなさいね。少し教えてくれるかしら。このノートによると、あなたは毎日家庭教師の先生と七時間も勉強してることになっているけど、本当にそんなにしているの？」

　少女は小さく首を振る。

「家庭教師の先生は、もう来られないんです。お金がなくて。あ、でも。本は読んでいます。弓は、練習しているけど全然上手になりません。今度お父様が来る時までに、ちゃんとできるようにならないといけないのに。あの、お兄さんはできますか？　もしよかったら教えてほしいんですけど」

　トマスに向かって心細げに問いかける姿を見ていたら、エミーリアはたまらなくなった。

「マルティン。その……変なことを言ってごめんなさいね。あなたは女の子なんじゃ」

　マルティンは慌てて、胸元を押さえる。俯いてから、恐る恐るといったふうにエミーリアを見上げた。

「僕は、……その」

「あなた十三歳でしょう？　もう隠すのは無理よ」

　彼女の肩を抱きながら、エミーリアはノートを足元に捨てる。

　この子を男として育てることに決めたのは、アルベルトとフリードの母どちらなのだろう。成長すればいつかは必ず真実が露ろ見けんする。それが考えつかないアルベルトではないだろうに。

「あ、あの……」

　怯えた様子の少女をこれ以上怖がらせないように、エミーリアは必死に笑顔を作る。

「こんなものいらないわ。それより少し散歩しましょう？　あなたとお話ししたいの」

「でもあれがないと、僕」

「あそこに書いてあることなどどうでもいいわ。あなたの好きなことを教えて？」

「だから、チェスと弓……」

「そうじゃなくて。あなたが好きだとか楽しいと感じることよ」

　手を繋いで歩き出す。

　少女はくすぐったそうな顔をして、エミーリアの髪を見つめた。

「好き……というか、エミーリア様の髪はとても綺麗です」

　艶のある唇から放たれる綺麗な声。この子が歌を歌えばとても綺麗に響くんじゃないだろうか。

「あなたも伸ばせばこんなふうに結えるわよ。名前も……マルティンじゃ男の子の名前だもの。もっと可愛い名前が似合うわね。それに私、あなたの声が好きよ。胸にスーッと入ってくる」

「……本当？」

「ええ。色々なこと、お母様と相談してみましょう？　あなたはとても綺麗な女の子になると思う」

　男装している今でさえ、その輝きを見つけられるほどなのに、アルベルトは、この子を男として領主に立てられるなどと、本気で信じていたのだろうか。

　もしかしたら、思い描いていたものが砂さ上じょうの楼ろう閣かくであることに、どこかで気づいていたのかもしれない。だから、最期に選んだのが死だったのだろうか。

　だとしても、エミーリアは同情する気にならなかった。やったことの責任も取らずに死ぬなど、逃げ以外の何物でもないではないか。

　やがて、強くドアを叩く音がしたかと思うとフリードが頭を抱えて入ってくる。「くそっ」と叫び、扉にこぶしを打ちつけた。

「フリード？」

「やられた。母上は死んだ。あの毒はここにもあったらしい」

　フリードは何度も扉を叩く。マルティンが怯えたように後ずさった。

「逃げるなど卑怯だ。叔父上も母上も……」

「フリード」

　エミーリアは彼の手を止め、背中に手を回して彼を抱きしめた。小刻みに震えたフリードは、顔を歪めたままエミーリアの髪に手をうずめる。

「泣いてもいいのよ。あなたのお母様じゃないの」

　背中を撫で続けながら、ちらりと振り向いてふたりの従者に指示を出す。

「ディルク、トマス。マルティンをお願い」

「はい」

　すぐ、ふたりは別室にマルティンを連れ出した。まだ母親の死を理解していない少女には後ほど時間をかけて説明していくことになるとは思うが、今はフリードのほうが心配だった。

「母上は弱虫だ」

　エミーリアの肩に、フリードの涙が落ちていく。

「俺は逃げない。絶対に逃げるものか」

　悲しみの中、そう言えるフリードを、エミーリアは心から愛しいと思う。

　理想とするものを手に入れるのがどんなに困難でも、彼ならば負けずに向かっていくのだろう。そんな人だからこそ、一緒にいたいと思えるのだ。

「マルティンを……引き取れない？　名前も女性名に変えて、私の傍で教育したいの」

「今、そう頼もうと思っていたところだ」

「事実を知ったらあの子は傷つくわ。私、傍にいたい」

「ああ」

　フリードが手を掴み、エミーリアが指を絡める。ふたりの影はひとつになったまま、お互いの体温をなじませていく。

「……お前は領主の妻に向いてるな」

「そうかしら」

「そうだよ。俺はいい嫁をもらった」

　本当にそうならば嬉しいと思う。無鉄砲で女らしくなくて、嫁にさえいけるのか危ぶまれていた自分をそんなふうに言ってくれたのは彼だけだ。

「ならあなたも安泰ね」

　調子に乗って言ってみたら、「はは」と笑われる。少しでも笑顔を見せてくれたことが嬉しくて、エミーリアは彼を労わるようにもう一度抱きしめた。
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　屋敷に戻ってから、フリードはマルティンの名を女性名であるマルティナに変え、養子としてクレムラート家に迎え入れた。古参の従者たちの中には事情を知っている者もいるらしく、屋敷内は騒然としたものだったが、フリードとエミーリアが本当の妹を受け入れるようにかいがいしく世話をしたため、悪い噂はすぐになりを潜めていった。

　エミーリアが最初にしたことは、マルティナに女物の服を着せ、言葉遣いを直すことだった。

「女性らしくしないと駄目よ」と説くたびに、メラニーやトマスから苦笑されるのが屈辱ではあったが、マルティナは戸惑いながらもエミーリアの言葉を受け入れていく。

　下の兄弟がいなかったエミーリアは、実の兄であるギュンターやトマスがどんなふうに自分に愛情を向けてくれていたのかを、彼女の存在をもって思い知った。

　そうして、マルティナが少しずつ屋敷になじんだ頃、一頭の早馬が、土煙を上げながら駆けてきた。

「何事だ？」

　騒々しく屋敷に入ってきたのはどうやら伝令らしい。彼はフリードの姿を確認すると、馬を下り平伏した。

「フリード様、突然で申し訳ありません。大奥様……リタ様からの言付けです。『これから屋敷に向かうので待つように』と」

「……おばあ様が？」

　怪訝そうなフリードの声に、エミーリアも眉をひそめる。

　北の別荘で隠居しているフリードの祖母は、フリードの母とアルベルトを虐しいたげた、言わば今回の騒動のきっかけとも言える人物だ。

「ご隠居が今さらなんの用だ」

「それは……間もなくお越しになりますので、直接お聞きください」

　フリードが舌打ちし、侍女たちにもてなしの準備をさせる。マルティナは、屋敷内に漂い始めた慌ただしい気配に不安がり、エミーリアの傍から離れなかった。

「お姉様」

「大丈夫よ、マルティナ。毅然として笑顔でいなさい」

「でも」

「私もお会いするのは初めてなの。でもフリードのおばあ様だもの。精一杯おもてなしするわ」

　それからしばらくして、大きな馬車がクレムラート伯爵家の入り口に到着した。

　執事に手を支えられながらも降り立ったのは、年をとっても美しいかつての伯爵夫人だ。大半が白髪の髪はゆったりと結われ、眉間には縦皺が刻み込まれている。それでも、堅苦しいドレスをしっかり着こんでいるところを見れば、彼女がどれだけ厳格で隙のない女性かというのは伝わってくる。

「これはおばあ様。お久しぶりです。ご機嫌麗しゅう」

「あいにく麗しくはないのですよ、フリード。こちらに断りもなく、次の妻を娶ったと聞きましたが」

「ああ。まだアデーレの喪中でしたので、内々で行いました。いずれ喪が明けたら正式な披露宴を行うつもりでしたよ。彼女がエミーリアです、おばあ様」

「エミーリアと申します。今後ともよろしくお願いいたします」

　エントランスに立ったまま、エミーリアはドレスの脇を持ち、礼をした。

　しかし、老婦人はエミーリアを無視すると、フリードにつっかかっていった。

「私は、内々の人間には入らないと？　しかも、召使たちの噂では、馬を乗り回すとんだお転婆娘だとか。もてなしができないのも当然なのかしらね。私をこんなところにいつまでも立たせておくなど」

　吐き捨てるように言った祖母に、フリードの眉間にも皺が寄った。エミーリアは慌てて奥の応接室に案内しようとしたが、伸ばした手は無視される形となった。

「でもまだそれは許せます。どんな娘であろうと、ベルンシュタイン伯爵家の娘だというならばそれだけで価値はある。許せないのは、もうひとつの噂です。お前、アルベルトの子を引き取ったというのは本当なの？」

　エミーリアの後ろに隠れるようにしていたマルティナがびくりと体を震わせた。

「母親の過ちでできた不実の子など、捨て置けばいいじゃないの。クレムラート家の恥になるとは思わないの？」

「おばあ様！」

　フリードの怒りを含んだ声が、空気を割った。

　マルティナはエミーリアにしがみつくようにして泣き出す。トマスが傍に寄り、エミーリアから引き取った。

　エミーリアも息をのみ、怒りで震えている夫をじっと見つめる。

「伯爵夫人とその妹に、非礼はやめていただきたい」

「は？　誰に向かってものを言っているの」

「それはこちらが言いたい。クレムラート伯爵家の現当主は俺です。エミーリアは俺の妻。クレムラート伯爵夫人です。どちらの立場が上か、今一度お考えいただきたい。それに、叔父上と母上が過ちを犯したのは、あなたにも一因があるのではないですか。今回の騒動の発端は、おばあ様にあると思っています。マルティナはいわば被害者だ。労わりこそすれ、批難する権利が、あなたにあるとお思いですか？」

　毅然と言い放ったフリードに、祖母は口をパクパクとさせ怒りで震え出す。掴みかかってこないあたりはさすが淑女と言うべきなのか。

「なっ」

「お帰りください。正式な披露宴の時には招待状を出します。それまでに頭を冷やしてよく考えていただきたい。いくら身内とはいえ、俺にも我慢の限界というものはあります」

「奥様、帰りましょう」

　空気を読んだのは執事のほうだ。頭を下げ、従者たちに老婦人を押さえさせ、引き上げようとする。その背中に、フリードは呼びかけた。

「おばあ様。俺はエミーリアがベルンシュタイン伯爵の娘だから惚れたわけではありません。誰より俺を活かしてくれる娘だからですよ」

「……戯たわ言ごとを」

「戯言かどうか、北の別荘地からご覧になっていればいい。俺は必ず、クレムラート家を以前のように盛り立てて見せる」

　苦い顔で祖母が屋敷を去り、フリードは大きく息をついた。そして、トマスの傍で震えたままのマルティナに近寄るとその髪を撫でた。

「悪かったな。……しかし、あれでも俺には血の繋がった祖母だ。罰したりはできない」

「い、いいえ。そんなこと望んでいません」

「でもお前は傷ついただろう」

「むしろ、当然だと思いました。どれだけお兄様とお姉様に破格の扱いを受けていたのか、分かったような気がします」

　嗚お咽えつ混じりにそう言うマルティナの涙を、フリードは優しく拭う。

「誰がなんと言おうと、お前は俺の妹だ。なにを言われても堂々としていろ。それより座が白けた。用意した茶でも飲もう」

　そう言って歩き出す夫に付き従うようにエミーリアは駆け寄った。

「……格好よかったわ。フリード」

「なんだ、惚れ直したか？」

　からかいを込めてそう言うフリードに、エミーリアは満面の笑みで返す。

「そうね。惚れ直したわ。あなたの妻になれて本当によかった」

　――と、エミーリアはフリードより数歩先を歩いたことに気づく。不審に思って後ろを見ると、フリードが恥ずかしそうに頬を赤くして突っ立っていた。

「……からかうな！」

「からかってなどないわ。本気で思っているのに」

　そんな可愛いところもあるなんてと、エミーリアは笑いたくなる。

「困るわ。どんどん好きになってしまうじゃないの」

　その言葉に、フリードの顔はますます赤く染まった。
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　それから半年の時が過ぎた。

　今日はフリードの二十歳の誕生日でもあり、エミーリアとの婚礼を対外的に披露する晩餐会の日でもある。

　領主の館で行われる婚礼披露宴には、領内の貴族をはじめ、近隣の地方伯を招待している。もちろんベルンシュタイン伯爵もだ。

　すぐに顔が見たかったが、着替えが終わらないエミーリアは自室でメラニーに怒られ続けている。

「エミーリア様！　じっとしていてくださいってば」

「だって。早くお父様にお会いしたいんだもの」

「着替えが終わってから行ってください。ほら動くから髪飾りが傾いちゃったじゃないですか」

　バラ色の唇も陶器のような白い肌も、フリードと心を通わせるごとに美しさを増していく。

　今日はバラの刺繍が細かく施された白いドレスを身に纏い、髪は生花のバラで彩られているが、エミーリアそのものが美しい一輪の花のようだった。

「お姉様、せっかくのお召し物が汚れてしまいます。もう少し我慢ですよ」

「そうですよ。マルティナ様のほうがよほどおしとやかですわ」

　メラニーに褒められ、まんざらでもない顔をしているのは、マルティナだ。

　今日はマルティナのお披露目も兼ねているため、こちらも豪奢な薄グリーンのドレスを身に纏っている。髪はまだ肩あたりまでしか伸びていないが、ぎりぎり結い上げることが可能なので、ボリュームはつけ毛でなんとかすることにした。

　やがて、フリードがつかつかと入ってくる。

　彼も今日は正装をしている。白いシャツに燕えん尾び服を纏った彼は一段と男らしく見える。

「エミーリア、義父上と義兄上がお待ちかねだ」

「えっ、お兄様もいらしてるの？」

「ああ。ついでにハチミツやジャムの取引についても相談することになっている。ベルンシュタイン家では義兄上が担当しているというものだからな。……というのは建前で、きっとお前に会うのを楽しみにしていらしたんだろう。用意ができたならすぐ来い」

「ええ」

　フリードが戻っていくのと同時に、エミーリアは立ち上がった。

「もうこれで十分。ありがとう、メラニー。さあ、マルティナ行きましょう。私の父を紹介するわ。あなたにも父親みたいに思ってもらえたら嬉しい」

「お姉様のお父様？」

　マルティナと初めて会ったあの日、彼女は母親の死をなかなか受け入れることができなかった。救ったのは、フリードだ。小さい時に離れ離れになった母の思い出を語るうちに、マルティナもぽつりと思い出話をするようになり、ふたりの距離を縮めた。

『母が同じなんだ。君は俺の妹。だから俺と一緒に来い』

　フリードが差し出した手を、マルティナはためらいながらも取った。

　見知らぬ屋敷に来て落ち込み気味だったマルティナは、エミーリアとメラニー、トマスに囲まれて毎日騒がしくしているうちに徐々に元気を取り戻したのだ。

　エミーリアにはマルティナとの共通の思い出は無い。だからこそ、これからは色々なことを共有していきたいと思っていた。

「父は歌が好きなのよ。あなたの歌を聞かせたらきっと喜ぶわ。行きましょう？」

　向かう先は大広間。たくさんの賓客に挨拶をしながら中に入っていくと、人をかき分けてやってきた父親の抱擁の洗礼を受けた。

「はは。会いたかったぞ、エミーリア。フリード殿とは仲よくやっているようだな」

「お父様！　元気よ。お父様こそ元気？」

「ああ元気だ。娘がいなくなって少し寂しいがな。……おっと、こちらのお嬢さんがマルティナ殿かい？」

　どうやらフリードが道々事情を説明していたらしい。

「は、初めましてマルティナです」

「これは可愛らしい」

「きゃっ」

　ベルンシュタイン伯爵は、娘にそうするように彼女を抱き上げる。

「軽いな。ちゃんと食べさせてあげなきゃ駄目じゃないか、エミーリア」

「あら、失礼ね。食べ物ならカールがちゃんと……」

　と言ったところで、後ろに控えるトマスが咳払いをする。

「伯爵様。マルティナ様が驚いていらっしゃいますよ。子煩悩なのはいいんですが、初対面でそれでは」

「おおそうか」

　離されたマルティナは、そそくさとトマスの後ろに隠れる。

「はは。まるで昔のエミーリアのようだな。トマスにべったりか」

　その言葉に、今度はフリードが過敏に反応する。

「そうなんですか？　エミーリアはトマスに？」

「おお。小さい頃から面倒を見させていたものでな。親よりもトマスに懐いたもんだ」

　がははと豪快に笑う伯爵に、嫉妬を抑えつつ愛想笑いをするフリード。それを見ながら、兄のギュンターが穏やかに笑う。

「……父上はもう少し空気を読んだほうがよろしいのでは」

「なに？」

「どうやらフリード殿は随分と我が妹にご執心らしい。父上のひと言のせいで顔が強ばっておりますよ」

「えっ、これは失礼を」

　フリードも慌てて眉間を押さえる。

　ベルンシュタイン伯爵は笑いながらフリードの背中を叩いた。

「おお、すまんすまん。なに、ふたりが仲睦まじくて私は嬉しいんだよ。ギュンター、お前は細かいことに目が届きすぎだ。母親そっくりなのはいいが、おおらかさが足りん」

　懐かしい父と兄の会話に、エミーリアとトマスは顔を見合わせて笑う。

　そこへ、ディルクが人波をかき分けてやってくる。

「そろそろお時間です。フリード様とエミーリア様は揃ってご挨拶をお願いします」

「ああそうだな。行こう」

　フリードは肘を曲げ、エミーリアは自然にそこに腕を絡ませた。

「そんなに昔からトマスは一緒なのか」

「幼馴染みたいなものよ。ヤキモチなんて焼かれるほどのものじゃないわ。もうっ、ご挨拶があるのに顔が固いわよ、あなた」

「だったらお前がほぐせばいい」

　会話の隙をついてかがんだフリードが、人ごみの中でエミーリアの唇を掠め取る。エミーリアが真っ赤になっていると、「どうせなら見せつけよう」と肩を抱いた。

「もうっ、フリード！」

「機嫌を直せよ。俺は笑っている顔が好きなんだがな、奥さん」

「怒ってなんていません」

　そんなことを言われて、ずっと怒っていられる人がいるなら見てみたいものだとエミーリアは思った。

　見ないふりをしていたディルクは、フリードの機嫌が直ったのを見てとってか、「早く、こちらでお願いします」と急かし出した。

　ひな壇に立ち、背筋を伸ばして高らかに挨拶を始めるフリードをエミーリアは一段下がったところから見つめた。

「皆様、本日はようこそお越しくださいました……」

　女の務めとは、家を守り夫を立てること。

　そう言われるだけあって、この国では女性はあまり出しゃばらない。こうした挨拶は夫がするもので、妻は大人しく俯いて夫の脇を飾る花であればいいのだ。

　しかし、フリードはエミーリアを仰ぎ見て、手を伸ばした。

「紹介します。妻のエミーリアです」

　ディルクにも背中を押され、エミーリアは一段上る。

　そこからは、招待客の顔がよく見えた。エミーリアは、不満気なフリードの祖母を見つけ、一瞬息をのむ。

「お前の声で、伝えるといい」

　耳元で囁かれたフリードの声に勇気をもらい、エミーリアは顔を上げ、最高の笑顔で応えた。

「エミーリアと申します。皆様、どうぞこれからもよろしくお願いいたします。今日は楽しんでいってくださいませ」

　宴席は、それで一層の盛り上がりを見せた。

　ふたりが並び立つ姿は、まるで肖像画のようだったと、後々まで語り継がれたという。
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『私、あなたの声が好きよ』

　そう言ってもらえた時、本当に泣きたいくらい嬉しかった。

　会ったばかりのエミーリア様からの『一緒に来ない？』という誘いに手を伸ばしたのは、それが理由だったかもしれない。




　まるでおとぎ話のお姫様が着るドレスのようだ。

　目の前に広げられた薄桃色の裾が広がったドレスを見て、マルティナは内心でため息をつく。

「僕には似合わないから……結構です」

「あら、色が嫌い？　どの色なら好き？」

　エミーリアは困ったように眉を寄せる。

　マルティナも困ってしまう。ドレス自体が似合わないからいらない、と言っているのは、理解してもらえてなさそうだ。

　エミーリアは、侍女のメラニーと「こちらがいいですかねぇ」とドレスをとっかえひっかえしている。

「エミーリア様、そういう意味じゃありませんよ。今まで男の服しか着ていないのに、いきなりそんなひらひらしたドレスなんて着られるわけないじゃないですか」

　背中から本心を代弁してくれているような声が聞こえ、マルティナはホッとして後ろを向いた。そこにいたのは、エミーリアの従者であるトマスだ。

　大きな体に、つんつんと立ったダークブラウンの髪。体の大きさは、マルティナの父であるアルベルトを思わせるけれど、顔立ちはずっと優しい。

「でも女の子らしい格好をさせたいのに」

「無理強いさせるのなら、あなたは奥様やマルティナ様の母君と変わりませんよ」

　不満気なエミーリアに諭すように言うトマス。

　マルティナがつい最近まで住んでいたあの別荘地の屋敷では、母親が女王様だった。従者がそんなことを言ったものなら、どんな罰を与えられるか分からない。

　ハラハラしながらふたりを見ていると、エミーリアがふうとため息をついた。

「それもそうね。……マルティナ、こういうドレスは嫌い？」

　小首をかしげて見つめるエミーリアに、マルティナは困ってしまう。

（どうしよう、エミーリア様を悲しませたいわけじゃないのに）

　おろおろしながら言葉を見つけられずにいた彼女の背中がポンと優しく叩かれる。

「……トマス様」

「様はいりませんよ、マルティナ様。それより、ご自分の気持ちをちゃんとお伝えなさい。エミーリア様はあなたの気持ちを無視したりはしませんよ」

「え、えっと」

　マルティナは再びしどろもどろになる。

　頭がいい、とは言えなかった。学校には行っていないし、家庭教師も途中から来なくなった。

　アルベルトは屋敷に来ると必ずマルティナに音読を強要したが、たどたどしくしか読めなくて、いつ叱られるかと思ったら内容なんてまったく頭に入らなかった。

　さんざん考えて、頭に浮かんだ単語を並べていく。

「嫌いじゃ、ないです。とっても綺麗。でも、僕に似合うとは、思えないし」

「あら」

　意外なことを言われた、というような顔で、エミーリアは両腕を組んだ。

「……ってことは、あなたに似合うって思えればいいのよね？　メラニー！」

「はい。でしたら、こちらに」

　メラニーがマルティナを鏡の前に連れていく。

　マルティナは助けを求めてトマスを仰ぎ見たが、エミーリアによって「ちょっと出ていなさい、トマス。後で感想を聞きたいから、呼ぶまで入っちゃ駄目よ」と追い出されているところだった。

　唯一の助けを失った気分でマルティナは膝の上に乗せた自分のこぶしを見つめる。

　エミーリアもフリードも、自分を妹だと言って、世話を焼こうとしてくれる。それは嬉しいのだがいまだ実感が湧かない。本当にここにいていいのか、と時折いたたまれなくなる。

　髪の毛がブラシで梳かされた。シュッシュッっという軽やかな音とともに、メラニーの細い指が目の前を移動していく。

「まだ短いから違和感があるんですわ。前髪をこうねじり上げて、お顔を出しましょう。髪飾りを耳下につければ、結い上げた感じに見えますから短さが気にならないでしょう」

「そうね。さすがはメラニー。……ねぇ、マルティナ。あなたはとても綺麗よ。アルベルト様に似たのね、目に力があって、きっと人の目を惹き付けるわ。……その瞳に、おどおどした態度は似合わないわよ」

「……エミーリア様」

　アルベルトが、本当は兄のフリードにとっては叔父にあたる、ということを、マルティナはごく最近聞いた。そもそも、母が領主の妻だったことさえ、マルティナには初耳だったのだ。

　たまにしか来ない父が、母親と本当の夫婦ではないことは想像がついていた。ふたりの会話から、父がマルティナのことを男だと信じていたことも。

　なけなしの知識と想像力を働かせて想像した筋書きは、愛人関係にあった母が、男の気を引くために赤子を男だと偽ったのだろうというものだった。

　だとすれば自分にすべきことは、アルベルトの気に入るような息子でいることだ。だからこそ、アルベルトの考える理想の息子とその生活を記したノートを与えられた時にはホッとした。この通りにしていれば、自分は愛されるのだと思っていたから。

　しかし、エミーリアの言う通り、性別はいつまでもごまかせるものではない。

　年々少なくなるアルベルトの訪問は、自分の本当の性別に気づかれてしまったからではないのかとマルティナはずっとヒヤヒヤしていた。

「ほら、これなら似合うでしょう？」

　エミーリアの声に我に返る。鏡には、ほんのりと化粧を施された自分の顔があった。白い小さな花を集めた髪飾りは顔周りを華やかにし、首から上部分だけを見ればそれこそお人形のような顔になっている。

「これが僕？」

「ほら、これなら今の格好のほうが変でしょ？　さ、ドレスを着てみて。髪飾りが白だからどの色でもきっと似合うわ。丈は少し長いかもしれないけど、足を引っかけるほどじゃないでしょう？」

　並べられたドレスはどれもエミーリアの持ち物だ。

　背はエミーリアのほうが高く、足先までの長さのものなら確実にサイズは合わない。しかし、エミーリアの服は基本動きやすさを重視していて、裾丈も短めなものが多いため、マルティナが着ても、おかしくはない。

「でも僕」

「ほら、僕ってのもおかしいわ。〝私〟って言えない？　まあ、無理にとは言わないけど」

　先ほどのトマスの忠告を受けてか、幾分やんわりとエミーリアが指摘する。

　こんなにも気を使ってもらっているのが分かって、マルティナもどうとでもなれ、という気分になってきていた。

「ぼ、わ、私、これを着てみたいです」

　ワインレッドのドレスだ。父が屋敷に来る時に、母がよく着ていた色。

　父がいる間は母が優しく、マルティナにとっては安らぎの傍にある色だった。

「随分大人っぽい色を選んだのね。いいわ。大丈夫。メラニー、お願い」

「ええ。でしたら、ここにクリーム色のレース襟を付けたらよろしいかと。マルティナ様のお年に似合う可愛らしい感じになりますよ」

　メラニーは魔法使いのようにすぐさまドレスを調整し、体にぴたりと合わせ、アレンジまでやってのける。

　着替えを終えたマルティナは、鏡の中に映る自分に瞬きをした。

　みすぼらしい少年はどこにもいない。今ここにいるのは豪奢で美しい少女だ。まるで夢見ていたような姿に、嬉しい反面落ち着かなくなる。

「さあ、できたわよ。トマス、入って。……あら、フリードも来ていたの」

「入ろうとしたらトマスに止められたんだ。なんだ？　マルティナの着替えか？」

「ええ。ほら可愛いでしょう？」

　フリードとトマスが中に入ってくる。

　マルティナは体をびくつかせた。現領主である兄にとって、自分は母親の不貞の子だ。見るのも目障りだろうと思えばこそ、彼の前では萎縮してしまう。

　フリードは、ワインレッドのドレスを着たマルティナを見るなり息をのみ、そしてふっと口元を緩ませる。

「どこかで見たことがあるなと思ったら……母上の好きな色だな。そうしていると母上に似て見える」

　その反応は予想外だった。

（笑った。しかも、お母様の好きな色を覚えている）

　マルティナの存在さえ知らなかったことを考えれば、フリードは母にはもう十三年以上は会っていないはずだ。なのに、すっと言ってのけたことに、マルティナは驚きを隠せない。

「ご存じなんですか？」

「ああ。昔からここぞという日にはワインレッドの服を着ていたな。子供の目にも分かりやすく、この色を着ている時は機嫌がいいんだ。思えば子供っぽいところのある人だったな」

「そうなんです。お母様は……」

　急に視界が潤んで、マルティナはびっくりして言葉をのみ込んだ。

　頬をなにかが伝っている。わけが分からなかった。なぜ今泣きたくなるのか。

「あ……」

「どうしたのマルティナ。なにか嫌だった？」

　心配そうに覗き込むエミーリア。

　違う、そうじゃない、と言いたくて言えずに黙り込んでいると、すっとハンカチが差し出された。その大きな手はトマスのものだ。

「エミーリア様、泣くのが悲しい時だけとは限りませんよ。……お似合いです、マルティナ様。亡くなったお母上にも見せたかったですね。きっと似合うとおっしゃってくださったでしょう」

　続けられた言葉に、涙が止まらなくなる。

　――ああまた。

　マルティナはハンカチで涙を拭きながら思う。

　この従者様はどうして、私の気持ちをこんなに的確に言い表してくれるのだろう。

　今まさに胸に湧き上がる感情も、マルティナはうまく言葉にできない。

　ただ、トマスの服の裾を掴むことで、ここにいてほしい、と訴えた。

　優しい人に囲まれた、新しい暮らし。でもそれをうまく受け入れられない自分。

　傍にいてほしい。うまく言葉が紡げるようになるまで。

　フリードはその姿を見て頬を緩める。

「どうやら気に入られたな、トマス」

「はあ。……困ったな。どうしましょうか」

「あれをやればいいじゃない。ほら、私が昔せがんだやつ」

「はあ」

　トマスはちらりとフリードを見て、「怒らないでくださいよ」と前置きをすると、半泣きのマルティナの足を抱え、腰が彼の肩に当たるくらいまで持ち上げた。

「わっ」

「ここならだれにも見られませんよ。一番高いですから」

「……え」

　確かに、持ち上げられれば部屋にいる人間の中で背は一番高くなる。普段見ることのないフリードやエミーリアのつむじが見えるし、今まで目に入っていなかったシャンデリアの細工までも見えた。

　こうやって上を見れば、きっと下にいる人からは顎しか見えず表情を読まれることもないだろう。

「だからあなたの好きなようにすればいいんです」

　トマスの声が、胸に染みる。

『男の子として生きなさい』

『毎日勉強をして教養を身につけなさい、いずれお前は人から敬われる立場に立つのだから』

　父や母から課せられた鎖が、ほどけていくような気がした。

「……お前が自由奔放に育った理由が分かったような気がした」

　呆れたようなフリードにエミーリアが唇を尖らす。

「どういう意味よ。別にトマスに甘やかされたわけじゃないわ」

「そうですよ。ベルンシュタイン伯爵も大概甘やかしてましたよ」

「ああ、そんな感じだな。知ってたか？　俺はだからこそ、お前を選んだんだ。大切にされ、大切にできる娘なら、一度した約束を違えるようなことはないだろうと思ってな」

　途端に、エミーリアが真っ赤になる。照れ隠しのように下ろした髪の毛に指を巻きつけながらボソリと呟いた。

「それは初耳だわ」

「だろうな。初めて言った。……だから、マルティナのこともお前たちに任せる。お前は人を大切にすることが上手だ。マルティナを幸せに笑える娘にしてほしい」

　フリードが、エミーリアの目尻のほくろを触る。その時の嬉しそうな顔が、マルティナが好きな時の母親の表情とそっくりで、なんとなくまた泣けてきた。

「大丈夫ですか、マルティナ様」

　抱き上げてくれている従者にしがみつけば、優しく背中を撫でてくれる。

　お尻のあたりに腕の震えを感じ、それでも平然とした顔で抱き上げ続けてくれてるトマスに、次に顔を上げる時は、きっと笑って見せるとマルティナは誓った。
















特別書き下ろし番外編










私の好きなもの




　窓から差し込む午後の日差しが、執務室で作業中のフリードの肌に刺さる。

　フリードは書類に目を通しつつ、時折、窓の外へと視線を送っていた。

「フリード様、休憩になさいませんか？」

　ティーセットを持って入ってきたのは、ディルクだ。

　フリードは書類から目を上げて、持っていたペンを置いた。

「いつの間にかいなくなったと思ったら、茶を取りに行っていたのか」

「ため息が多くなっておられましたからね。我慢しないで奥様のところへ行って休憩なさっては？」

「エミーリアは今日いない。乗馬だ」

　遠乗りに行きたいと言った妻を送り出したのは午前中のことだ。

　本当は一緒に行きたかったが、あいにく執務が山積みで今日は執務室から出られそうにない。乗馬に関しては好きにしていいと以前より伝えていたこともあり、『一緒に行けないから行くな』とは言えなかった。

　自然にため息が出る自分をフリードは情けなく感じる。

「そういえばそうでしたね。エミーリア様はお出掛けでした」

　知っていただろうに、ディルクはわざとらしく復唱する。

「トマスも一緒でしたよね」

「マルティナもな。エミーリアに任せているとあまり令嬢らしい娘にはならないんじゃないかという気がしてきたよ」

「でも、よく笑うようになったじゃありませんか」

「そうだな。そこは感謝している」

　フリードは、ディルクが注いでくれたお茶をストレートで飲む。

「せっかく持ってきたのに、入れないんですか？　こちらのハチミツが合うそうですよ」

　ディルクは小瓶を指差し、緩い笑みを浮かべる。

　今ここにあるハチミツが無害なのは分かっているが、毒ハチミツで身内を亡くした身としては、なかなかそれを口にする気にはならない。

「俺はいい。まだ抵抗がある」

「大丈夫ですよ。今後二度と毒ハチミツなど作られないように、手を尽くしているんですから。もうあんな悪夢は終わりです」

　現在フリードが多忙なのは、養蜂家の保護を目的とした作業のせいだ。毒花は一掃してもまた生えてくる可能性はある。だから、毒ハチミツを根絶させるには、養蜂家の意識を変える必要があると考えたのだ。

　アルベルトの毒ハチミツを作っていた養蜂家を突き止め、問い詰めたところ、悪いことだと分かってはいたが生活のために目をつぶっていたという返答があり、フリードはその考えを強くした。

　今後、毒ハチミツを作らせないために一番必要なことは、養蜂家の収入を安定させることだ。そのためには、質と味のいいハチミツを作り、広範囲に流通させるシステムを作らなければならない。

　まずは季節ごとの農園や里山の確保、蜜を豊富に含む蜜源植物の育成。さらに流通経路を確保し、一定の買取を保証する。生活できるだけの収入があれば、金に目がくらんで悪事を行う人間は減るだろう。

「ギュンター殿が興味を持ってくれたからな、ベルンシュタイン領でうまく流通させられれば、出荷量は今の倍ほどに増やせると思う」

　毒関連の取引をすべて廃止させた結果、クレムラート伯爵家の収益はがくんと落ちている。その分を補う意味でも、旬の時期の農作物だけに頼らず、加工品、特に保存食品の出荷量を上げたいと狙っている。

「まあ、そうはいっても一朝一夕にはできませんよ。それに、どうもあなたは奥様が近くにいないと能率が落ちるようです。昨日に比べて、処理した書類の少ないこと」

「うるさいな」

　長年の側近は、話さずとも変化に気づく古女房のようだ。便利なことこの上ないが、余計なことにも目が届きすぎる。

　フリードとて、つまらないヤキモチを焼いている自覚はある。エミーリアの心がちゃんと自分に向いているのは分かっているが、それでも彼女がトマスを頼っているのを見ると落ち着かない。

　いっそ側近から外してしまおうかとも思うが、それで彼女が落ち込むのが分かっているから実行できない。自分の狭量さに嫌気が差しそうだ。

　またひとつ、気が付いた時にはため息がこぼれている。ばつが悪いな、と頭を掻いた時、ディルクが堪え切れなくなったように笑い出した。

「やせ我慢など似合いませんよ。それに、私も暇ではないので、フリード様には調子よくなっていただかないと困ります。というわけで、先ほど早馬を出しました。急ですが、明日か明後日か、一泊の予定で養蜂家から聞き取り調査をなさってきてくださいませんか。もちろん奥様も一緒に」

「養蜂家のところに行くのか？」

「ええ。ユング士爵家の屋敷にお抱えの養蜂家がいるらしく、以前より話を聞かせてもらえるようにお願いしておいたのです。ユング家なら馬で一時間ほど。おふたりにはなんてことのない距離でしょう？　披露宴で正式にお披露目も済んだわけですし、奥様をお連れしても問題はないかと思います。先方の都合さえ合えば早急にということで早馬を出しました。警護には恐れながら私が。トマスは今回、マルティナ様の護衛ということで残ってもらいます。どうですか？」

「それは、……悪くない」

　悪くないどころかいい。頑張って平静を装っているものの、口元が緩んでくる。

　ディルクはそれもお見通しなのだろう。にっこり笑うと、ばさりと一センチほどの厚みの書類を机に置いた。

「さ、では、ここまでは片づけていただけますか」

　ちらりと見ると領土内の養蜂家のリストだ。自分の土地だけを使って採蜜するものもあれば、季節によって土地を移動して懇意にしている貴族の依頼に従って採蜜するものもあり、ひと口に養蜂家といっても様々だ。領土内で聞き取り調査させた結果を、今度はまとめ直さねばならない。

「……お前は本当によくできた側近だよ」

「恐れ入ります」

　にっこり笑ったディルクに、いつまでも腑抜けてはいられない、とフリードは深呼吸をして気持ちを入れ替えた。




　秋の風は少し冷たいが、気持ちよく晴れ渡った空が広がっている。

　エミーリアが心から望んでいた乗馬を楽しめたのは、最初の一時間だけだ。

　屋敷から離れれば離れるほど、無性に屋敷の中で執務に励んでいるフリードのことが気になる。後ろ髪を引かれた状態では、なにを見てもなにをしてもあまり楽しくはない。

「お姉様」

　マルティナの声に我に返る。

　乗馬ができない彼女は、トマスの前に乗せてもらっている。

「退屈ですか？　私がいるとあまり飛ばせないから」

「そんなことないわ」

　昔、アルベルトから乗馬ができるようになりなさい、と言われたことがあるらしいマルティナは、『乗れるようになりたいです』と屋敷の馬場で練習していた。しかし、結果として乗りこなすことはできず、トマスに一緒に乗ってもらうことで落ち着いたのだ。

　ふたり乗りのスピードに合わせていれば自分ひとりで乗るよりも遅くなるのは当然なのだが、元気がないのはそれが理由ではない。気が付けば、フリードがここにいたら、と考えてしまう自分がなんだか情けなく感じているのだ。

（……まるで依存しているみたいじゃないの）

　黙ってしまったエミーリアの代わりに、トマスが答える。

「マルティナ様が気にすることはありませんよ。この方は集中できない時はああなんです。昔、刺繍をする時もあんな顔をしてすぐ手が止まってしまって」

「うるさいわね！　どうして余計なことばかり覚えているの！」

　思わずトマスに八つ当たりしてしまう。一応、マルティナの前では姉ぶっているのだから、昔のことを持ち出されては威厳が保てないではないか。

「はいはい、失礼しました」

「もうっ」

　拗ねて見せるとトマスが笑い出し、馬の向きを反転させた。

「あなたがムートの背中でそんな顔をするのは初めて見ました。……帰りましょうか。そんな状態では落馬しかねませんよ」

「…………」

　悔しいけれど、その通りだった。集中していないのはムートにも伝わっているのか、先ほどから突然予測のつかない動きをする。

「そうね。マルティナ、少しは楽しめた？」

「はい。でも私には無理そうですね。お姉様が簡単そうに乗っているから、すぐ乗れるようになるかと思ったんですが」

「楽しいなら練習にも付き合ってあげるけど、あなたが好きじゃないなら必要ないと思うわ。マルティナが今しなきゃいけないのは、自分の好きなもの探しよ。どれが好きで、どれが嫌いか。あなたにしか分からないことをちゃんと自覚してほしいの」

「はい！」

　マルティナの笑顔に、エミーリアの心も晴れてくる。ベルンシュタイン家では末っ子だったから、まるで本当に妹ができたようで嬉しいのだ。

「じゃあ、帰りましょうか」

　会話ができる程度の速さで並走していると、マルティナがいきなり「ふふっ」と笑い出した。

「どうしたの？」

「いえ。私の好きなことってなんだろうって考えていたら、思いつかなくて。そんなことも知らずに生きてきたんだなぁって思ったら、なんだかおかしくなってしまいました」

「好きなことを探すには色々体験しないと分かりませんよ。まずはやってみたいと思うことを言ってみてください。フリード様も無下にはなさらないと思います」

　トマスが、マルティナに優しく微笑み返す。

　マルティナは安心したように、エミーリアに問いかけた。

「そうですね。そういえば、お姉様が好きなことは、なんですか？」

「私……？」

　今までなら『乗馬と狩りよ』とすぐに答えられた。だけど今はどうだろう。好きなはずの乗馬なのに、いまひとつ集中できずにいる。

「そうね。……また考えておくわ」

　呟いて、エミーリアは前を向いた。

　愛する夫のいる屋敷が見えて、なぜだか助けられたような気持ちになった。




　エミーリアたちの帰宅に気づき、厩から使用人が駆け出してくる。

「おかえりなさいませ。旦那様がお待ちでしたよ」

「フリードが？」

「今日は何度も窓から外を眺めておられました。馬はこちらで預かりますので早く中へ」

　案外と使用人たちは主人の行動を見ているものらしい。

　少し気恥ずかしい気分で屋敷に向かうと、トマスが開ける前に玄関扉が開け放たれた。

「おかえり、エミーリア。話がある」

「はい？」

　出迎えの侍女たちを押しのけるように出てきたフリードは、エミーリアの手首を掴むと、脇目も振らずに執務室へと向かった。

　急に暖かい室内に入ったからなのか、頬が熱く心臓もドキドキする。

　いや、それともフリードといるからだろうか？

　名実ともに妻になり、抱かれた夜は数えきれないほどだというのに、いまだにこんなふうに手を繋がれるだけでも心がはやる。

　自分はどうしてしまったのだろう。遠乗りよりも執務室に連れていかれることが嬉しいだなんて。




　エミーリアを執務室の机の前まで連れてくる。後からついてきたディルクが扉を閉めたところで、「どうしたのよ」と妻が見上げてきた。

　待ちかねていた彼女との時間に気が急いて、フリードは勢いよくまくし立てた。

「明日から一泊で出掛ける。メラニーには伝えてあるが、養蜂家のところへ聞き取り調査に行くんだ」

「そうなの？」

　あからさまにエミーリアの元気がなくなる。その理由が分からず、フリードがムッとしていると、エミーリアはため息までつくではないか。

「寂しいけれど仕方ないわね」

　トマスと離れるのがそんなに寂しいのか？　フリードが余裕をなくして叫び出そうとした時、後ろで控えていたディルクが笑い出した。

「なんだよ、ディルク」

　フリードの苛立ちはそのまま八つ当たりとなる。

　ディルクはひとしきり笑うと、「失礼しました」と咳払いをした。

「いえ。フリード様が肝心なことを伝え忘れておられるので」

「肝心なこと？」

「エミーリア様、明日の外出にはエミーリア様にもご同行いただきたいのです。急ぎで決めた話のため、少人数で申し訳ありませんが、警護は私が務めさせていただきます。トマスは屋敷に残す予定ですが構いませんか？」

　ディルクの説明に、エミーリアの顔は一気に晴れ渡った。

「私も一緒に？」

「あ、ああ。お前は自分でムートに乗れるだろう。急な話で先方に気を使わせても悪いからな。三人で行こうと思っている」

「分かった。楽しみにしているわ！」

　今日一日のフリードの苛立ちはその笑顔に一掃された。気を利かせたディルクが静かに執務室を出たのと同時に、フリードは頬を赤くした妻の唇を塞ぐ。

「……んっ、フリード」

「なんだ」

「お仕事中じゃないの」

　その声に批難の色を感じ取り、フリードは下唇を軽く噛んだ。

「野暮なことを言うな」

「でも」

　日中、あれほどやきもきして帰りを待っていたというのに。妻のひと言は正しいが無粋だ。

　フリードは呼吸する暇もないほど繰り返しエミーリアに口づけを落とす。熱をはらむ息が荒くなる。彼女の手が自分の背中に回り、熱っぽい視線を向け始めたところで、ようやくフリードは満足し、ゆっくり体を離した。

「その顔」

「え？」

「その顔が見たかった。俺のことだけ考えているような顔」

「はっ？　もう、馬鹿っ」

　エミーリアは真っ赤になって、彼の胸を押してくる。力で敵うわけもないのに必死になる様子も可愛らしく、フリードはくすくす笑いながら、彼女の唇を指で拭う。

「外は寒かったか？　少し荒れているぞ。……続きは夜だ。俺は仕事に戻る」

「もうっ……分かったわ、頑張って」

　少しやりすぎたかもしれない。エミーリアの名残惜しそうな顔を見ていると、フリードもついついもう一度と思ってしまうが、このままでは仕事が終わらない。

　エミーリアが執務室を出て、しばらくするとディルクが戻ってくる。

「案外早かったですね」

「仕事をしないと馬鹿にされるからな」

「……先ほどまでとは倍の速さを期待できそうですね」

　いつまでもからかわれるのは癪に障るので、フリードは咳払いをして目先の仕事に取り組む。なのに、ディルクは構わずに言葉を重ねた。

「私はホッとしているんですよ。アルベルト様を信用できなくなってから、あなたが本気で笑うことなどなかったでしょう」

　手を止めてディルクを見ると、ディルクが目を細めて笑っていた。

「そんなことはない。……お前もいたし」

「私など大した役には立ちません。私はずっと、あなたを癒してくれる人がいればいいのにと思っていたんです」

　従者の告白に、フリードは照れくさくて返す言葉が見つからなかった。
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　翌日、見送りに出てきたマルティナとトマスに手を振り、エミーリアたち一行は屋敷を出発した。

　晴天が続いていたため、道も悪くない。一行は順調に進み、予定時間より早く目的地へ到着した。

「フリード様、ようこそお越しくださいました」

　出迎えたのはユング士爵家の当主、ダミアンだ。四十歳前後の壮年の男は、威風堂々とした佇まいでふたりを迎え入れる。

「エミーリア様にも来ていただけるとは。相変わらずお美しい。覚えてらっしゃいますかな、披露宴でお会いしたのは」

「ええ、もちろんです。その節はありがとうございました」

　儀礼的な挨拶が続き、士爵家に滞在している養蜂家と引き合わせてもらう。

「この季節、うちの農園のコスモス畑の蜜がとれるので、毎年数カ月滞在しているんです」

「まあ、コスモスからも蜜がとれるの？」

「ええ。季節によって色々あるんですよ。詳しいことは養蜂家から聞いてみてください」

　ユング士爵に案内された応接室には、二十代くらいの若い夫婦がいた。

　養蜂する人間は年配なのだろうと勝手に想像していたエミーリアはその姿を見て目を見張る。短髪で体格のいい夫がレオン、ふっくらとした笑顔の優しい妻がヘルガという名前だった。

　フリードとエミーリアは促されるままソファに腰かける。目の前のテーブルに、「まずは食べてみてください」と出されたのは黄金色のハチミツだった。

　エミーリアは無防備に手を伸ばそうとしたが、フリードは食べるより先に養蜂に関する質問をレオンに浴びせていた。話についていけないエミーリアは、どうしたらいいのか分からず、助けを求めるようにヘルガを見つめる。

　一般に美人といわれる顔ではないが、ヘルガは肌艶のいい娘だった。エミーリアよりも寒風にさらされながら仕事をしているはずなのに、唇はつやつやだし、頬も血色がよく綺麗だ。

　エミーリアはふと、昨日かさついていると言われた自分の唇を指でなぞった。腕を上げようと以前より身を入れている裁縫のせいで、指先にも小さな傷がたくさんある。

　じっと見ていたのに気づいてか、ヘルガが困ったように笑いかけてきた。

「どうかなさいましたか？　エミーリア様」

「なんでもないわ。ねぇ、これ、私いただいてもいいかしら」

「もちろんです。どうぞ」

　ヘルガは小皿に蜜をすくい入れ、エミーリアの隣に控えるようにして差し出した。スプーンですくった蜜は舌に甘い余韻を残して喉を流れるように落ちていく。

「いかがですか？」

「美味しいわ。こういうのを毎日食べていると、あなたみたいに綺麗な肌になるのかしら」

「そんな。エミーリア様みたいなお綺麗な方からそんなこと……」

「ううん。本当に綺麗よ。私、寒くなるにつれて肌がかさついてきて困っているんだけど、あなたはすごくツヤツヤしてる」

「あ、それはですね。これを塗っているんです」

　ヘルガが差したのは、まさに先ほどから舐めているハチミツだ。

「ハチミツ？」

「ええ。ハチミツには保湿効果があるんです。お肌に塗ってもいいんですよ。多少べたつきますけど」

「そうなの？」

　素っ頓狂なエミーリアの声に、夢中で話していた男性陣が驚いて目を向ける。

「な、なんでもないわ。女同士の内緒の話よ」

　気恥ずかしさから慌ててヘルガの腕を引っ張ると、しゃがんでいたヘルガはよろけて、ソファに座っているエミーリアの膝に寄りかかってしまった。

「申し訳ありません！」

「あ、ごめんなさいね。私が引っ張ってしまったからだわ」

　気にせず話しかけてくるエミーリアに、ヘルガは驚きの表情を見せた。

「そ、それより、私も塗ったらヘルガみたいに唇プルプルになるかしら？」

　レオンに質問を浴びせるフリードには聞こえないように小声で囁く。ヘルガも察したのか声を潜めてくれた。

「ええ。唇もですけど、髪を洗う時に使ってもいいんですよ。まあ、そんなことされなくても、エミーリア様の髪はつやつやでお美しいですけど。……あと指先ですが」

　ヘルガは腕を掴んでいる手の傷を見逃さなかったようだ。

「殺菌効果もあるので、怪我や火傷に塗ると治りが早いんです。ただ、やはり少しべたつくので、お休み前に手にすりこめばよろしいかと思います」

　エミーリアには目の前のとろりとした蜜が、宝石のように思えてきた。

　今まで、美容にそこまでの興味はなかったが、フリードに指摘されると気になる。かさついた唇も荒れた指先も、綺麗になるというなら試してみたいと思った。

「つけてみても、いいかしら」

「ええ、もちろん」

「髪にも使ってみたいんだけど」

「ええ。石鹸と混ぜてお使いください。今、瓶に入れてお渡ししますね」

　もしこれで本当に効果があるのなら、美しくなることに余念のない貴族のご婦人たちは興味を持つだろう。そうすればハチミツの需要は増えるはずだ。

（フリードの役にも立つ……？）

　エミーリアはヘルガの両手を掴み、ブンブンと上下に振り回した。

「ありがとう。とってもいいことを教えてくれて」

　ヘルガは呆けた顔から一転、満面の笑みになる。

「……なんか不思議です。エミーリア様のような身分の高い方とこんなふうにお話しできるなんて」

「え？」

「私の肌が綺麗だなんて言ってくださった方、初めてです」

　恐らく、ハチミツが美容にいいというのは養蜂家の間では常識的な話なのだろう。でも、それが貴族社会に広まっていないのは、こんなふうに話を聞く機会がなく、ハチミツは食物であるという固定観念に捕らわれているからだ。

「……もったいないわね。こんなにいい使い方、皆知ったら飛びつくのに」

「まあ。嬉しいことをおっしゃってくださいます」

　ヘルガは嬉しそうに笑うと、持ち運びができそうな小瓶いっぱいにハチミツを詰め、エミーリアに渡してくれた。




　その夜はユング士爵家に泊まることとなった。フリードは普通の宿をとるつもりだったらしいが、最初に訪問を申し出た伝令が断り切れなかったらしい。

　豪華な夕食の席には、同じ屋敷に滞在しているはずなのに養蜂家の姿はなく、エミーリアはそれを残念に思いながらも、ユング士爵の子息や令嬢と会話に花を咲かせた。

　食事を終え、酔い覚ましに散歩してくる、と言うフリードにディルクが護衛としてついていった。エミーリアはユング士爵の奥方としばらくお茶を飲んだ後、勧められるがままに浴室へと向かった。

「エミーリア様、寝間着はこちらをお使いください」

　ユング家の侍女に用意された夜着は絹製の豪奢なものだ。つるりとした触り心地の生地に、指先のかさつきが引っ掛かる。

　エミーリアはヘルガからもらった小瓶を取り出し、さっそく使ってみることにした。

　体を洗う石鹸に、少量のハチミツを混ぜる。なるほど、泡立ちは落ちるような気がするが、肌触りも髪触りもとてもよくなる。

　浮き浮きした気分で、与えられた寝室に戻る。フリードはまだ散歩から戻っていないのか、今はいなかった。

　誰もいないなら、とエミーリアは鏡の前で指先にハチミツを乗せて唇をなぞる。

　艶めいてふっくらして見えるし、ほんのりと甘い。

　鏡の中の自分の姿に満足したエミーリアだったが、時間がたってくると、こんなふうにフリードを待っていることが気恥ずかしくなってくる。

　つけすぎではなかったか、と唇を指でなぞると、指にもうっすらハチミツがついた。

「おかしくないわよね。……フリード、綺麗って言ってくれるかしら」

　エミーリアは顔の造作が整っている。人からも言われるし、自分でも親からいい容姿を受け継いだと思っている。だから『お綺麗です』という言葉は、もはや挨拶のような感覚で受け止めていた。

　でも、フリードからの言葉は違う。ひとつひとつが、エミーリアの中で熱を持つ。

　決して褒めてはいないはずの『お転婆め』という言葉でさえ、嬉しかった。

　その時、ガチャリと扉が開き、エミーリアは体をびくつかせた。

「エミーリア、戻っていたのか」

「あ、お、お帰りなさい」

　どうやらフリードも散歩の後に入浴してきたらしい。絹製の夜着を着込み、湯上りの汗を浮かべている。

　ちらちら彼を気にしながらも、見られるのが恥ずかしい気がして、大人しく座ったまま俯いていた。

「ディルクは隣の続き間にいるから。なにかあれば呼べと」

「は、はい」

「……どうした、なんか変じゃないか？」

　つかつかと歩いてきたフリードは、エミーリアの横に座る。クッションの反動で彼の肩に頭を乗せる形になってしまった。

「あれ？　なんかいい匂いだな」

　フリードの手が、エミーリアの栗色の髪を梳く。そのたびにほんのりと漂う甘い香りを確かめるように、フリードが顔を近づけてきた。

「……なんか塗ってるのか？」

　顎を持ち上げられ、彼の眼差しがエミーリアの唇に注がれる。

　顔が熱くて、ドキドキして、自然に瞳が潤んでしまう。

「は、ハチミツをね？」

　緊張で上ずった声が出た。

「ハチミツ？」

「養蜂家の奥様のヘルガさんに聞いたの。ハチミツってお薬替わりや肌に塗ってもいいんですって。ほら、最近かさついていたから」

「へぇ」

　一瞬目を細めて、やがて耐えかねたように、フリードは妻と唇を重ねる。

「……甘いな」

　べとつく唇は簡単には離れない。フリードはそれを舐めとるように舌で唇を、そして口内を蹂じゅう躙りんした。

　エミーリアにしても、彼の舌から伝わってくる甘い味に頭の奥がぼうっとしてくる。

「体全部、甘い蜜みたいだな」

　ゆっくりとベッドに横たえられる体。消される灯りに、ふんわり香るハチミツの香り。

「花には蜜があるもんな」

「私は花？」

「そうだよ」

　フリードの舌は、額、耳、首筋など塗られていない部分にも、エミーリアの唇から拭い取った蜜を塗りつけていく。

「花みたいに、綺麗だ」

　聞きたかった言葉だ。

　エミーリアがホッとして力を抜いた途端に、敏感なところを舐め上げられる。

「ひゃんっ」

「さしずめ俺はミツバチかな」

　蜜を求めるミツバチは、さらなる蜜を求めて体中を這い回る。花は何度も揺れながら、まるで離したくないと伝えるように、甘い蜜を出し続けるのだ。




　高い窓から差し込む光に目を開ける。――と、見たことのない天井に一瞬驚いたエミーリアは、ここがユング士爵の屋敷だったことを思い出した。

「もう起きるのか？」

　髪を巻き付けて引っ張るのは、フリードの指だ。

「起きるわ。朝食に遅れるわけにいかないもの」

　そう言いながらべとついた自分の肌を撫でる。

　借り物のベッドだというのに、汚してはいないかと心配になってしまう。

「まだいいだろ……と言いたいところだけど仕方ないな、さすがに人の屋敷で好き放題はできない。夜までは働きバチになるとしよう」

　ハチという言葉に昨日のあれこれを思い出し、エミーリアはすぐに真っ赤になる。

「なっ、もう」

「今さら照れるなよ。なあ、いつもつけておけよ、唇に」

「……ハチミツ？」

「そう」

「うん。まあ……まだ荒れてるからつけるけど」

　なにせ昨日はすべて舐めとられてしまったので、効果もなにもあったものではない。

「疲れたら栄養補給しに行く」

　さらりと言って、フリードは着替えを始める。その逞しい体を、エミーリアはちらりと見つつ、「意味深なことばっかり言わないで……」と悶えるのだった。




　朝食の準備が整ったことを告げに来たのはディルクだった。

　早朝から起き出した彼は、朝から領主夫婦の寝室に余計な邪魔が入らないように、こまごまとした取次ぎをしていてくれたらしい。

「いらん世話だ」

「なんか、ごめんなさいね。ディルク」

「いえいえ。私はフリード様が機嫌よくしていただけるのが一番ですから」

　昨日晩餐を取った部屋よりも小ぶりの応接室に通され、「おはようございます」とフリードがエミーリアとともに挨拶をすると、すでに着席していたユング士爵と奥方が立ち上がり、「やあ、よく眠れましたかな」と迎えてくれる。

「ええ。ぐっすり」

　エミーリアは答えて、侍女が引いてくれた椅子に腰かける。

　目の前のテーブルに並べられた朝食は、白パンにサラダにヨーグルト。卵料理にパンプキンのスープだ。

「昨年物ですが、うちの農場でとれたハチミツもあるんですのよ」

　エミーリアは夫人に促されるまま、ヨーグルトに加えて食べる。口の中で広がる濃厚な甘みに舌した鼓つづみを打っていると、ディルクが息をのむ音が聞こえた。

「どうかしたの、ディルク」

　不審に思ったエミーリアが手でディルクを呼びつけ、小声で聞いてみると、「あ、いえ」とまごつきつつもフリードには聞こえないようにエミーリアに耳打ちする。

「昨晩なにかありましたか？　……実はフリード様、あの事件以来、ハチミツが食べられなくなっていたんですが、今平気で食べていらっしゃるので」

「え？」

　そんなことは知らなかった。しかし言われてみれば、養蜂家との聞き取りの席でも、フリードはハチミツを口にしていなかったような気がする。でも……。

　エミーリアの脳裏に、昨晩の出来事が浮かび、白い肌はごまかせないほど赤く染まった。

「あら、どうかなさいました？　エミーリア様」

「あ、いえ。ちょっと熱くて」

　奥方に笑顔を向けてごまかしつつ隣のフリードを見れば、ふたりの内緒話を不審がっているのかディルクを睨んでいる。その手にはハチミツヨーグルトがのったスプーン。

　エミーリアには、背中にいるディルクがなにかを察してにやついている姿が目に浮かんできた。




　ユング夫妻に退出の挨拶をして屋敷を出ると、花盛りの農場で巣箱を囲んでいる養蜂家の夫婦が見えた。大きく頭を下げたふたりに、エミーリアは大きく手を振る。

　フリードは現在仕事モードだ。ディルクを相談相手に、情報を整理している。

「エミーリアが聞いたんだが、ハチミツには美容効果があるらしい。このあたりをうまく伝えることができれば、需要は格段に増えると思わないか？」

「それは……いいですね。さすが奥方様。いつも突拍子もないところから正解を導き出しますね」

「別に突拍子がないわけじゃないわ。私だって、ひとりなら唇のかさつきなんてそんなに気にならなかったもの」

　話しながら馬を駆る。

　先日とは違い、流れていく風景もすべてが美しく、キラキラして見える。

『お姉様の好きなものはなに？』

　マルティナの言葉に、今なら返事ができる気がした。

　フリードと一緒にいることが今はなによりも好きなのだ。




　屋敷に戻ると、マルティナとトマスが迎えに出てきた。

「おかえりなさいませ。お兄様、お姉様」

「ただいまマルティナ。ちゃんと勉強していたか？」

　今、マルティナには家庭教師がつけられている。毎日午前と午後に二時間程度勉強の時間があり、定期的に、案外と教育熱心なフリードのチェックが入るのだ。

「は、はい」

「じゃあ、後で見せてもらおう。その前に土産みやげだ」

　ピンクのコスモスの花束だ。帰り際、ふわりと可愛らしい雰囲気がマルティナに似ているからとエミーリアがせがんで包んでもらった。

「お花、ですか？」

「コスモスだ」

「ありがとうございます」

　花束を抱きしめたマルティナの頬がほんのりと染まる。

「似合うわ、マルティナ。ねぇトマス」

「ええ。とてもお似合いですよ」

　ますます照れくさくなったのか、マルティナは花束に顔をうずめてしまう。

　中に入ろうとした時、トマスがエミーリアを呼び止めた。

「エミーリア様」

「なあに。トマス」

「実は、後で折り入ってお話があります」

　その真剣な表情に、エミーリアの顔も強ばり、和やかだった空気が一瞬でぎこちないものとなる。

「なんだ。言ってみろ」

　先を促したのはフリードで、「いえ。後でエミーリア様に……」と言い淀んだトマスに、「エミーリアに関わることは俺にも関わることだ。いいから今言え」と詰め寄る。

　エミーリアとマルティナはなんとなく不穏な空気に顔を見合わせ、先を促すようにトマスに視線を送る。

　図らずも今話さなければいけなくなったトマスは、全員の顔を見渡してから口を開いた。

「そろそろ、ベルンシュタイン領に戻ろうかと思っております」

「え？」

　エミーリアは思わず身を乗り出した。けれど考えてみれば、それほど突拍子もない申し出ではなかった。最初は一年で離婚して戻るつもりだったし、トマスだってそのつもりでついてきたはずだ。彼にしてみれば、最初から一年程度、という意識があったのかもしれない。

「どうして？」

「エミーリア様も婚姻披露宴を済ませられましたし、ムートももうご自分で自由に乗ることができるでしょう。メラニーはすっかりこちらになじんで、同郷の友人が必要というわけでもありません。それに……」

　トマスの視線が、フリードを捉える。責めているわけではない、ただ、寂しそうな顔だ。

「私がいないほうがいいこともあるかと思います」

「そんなことっ……」

「……俺のせいか？」

　エミーリアとフリードが、同時に言った。――と、エミーリアはフリードに肩を抱き寄せられる。

「返すと言いながら結局お前からエミーリアを奪い取ったからか？」

　真剣な顔で、しかし彼女は離さないとばかりにしっかりとエミーリアを抱きしめるフリードを見ていると、トマスの胸の内には、悔しさと安堵が同時に舞い降りる。それも今は、安堵のほうが強い。守るべき主人を、命に代えても守ってくれようという男が現れたという事実は、ある種の満足感を与えてくれていた。

　トマスは、ゆっくりと首を振って笑いかける。

「そういうことではありません。フリード様は勘違いなされているんですよ。……私は、エミーリア様を生まれた時から知っています。主人と言っても妹のような感覚に近いですし、一緒にいるとどうしても過保護になってしまいます。いい伴侶を得て、せっかく独り立ちしようとしているエミーリア様に、私は今後成長を妨げる存在にしかなりません」

「そんなことは……」

「駄目です」

　フリードの言葉を遮ったのは、小さな声だった。くい、と服の裾を掴まれてトマスが下を見ると、マルティナが花束に顔をうずめたままそこにいた。

「……マルティナ様？」

「嫌です。駄目です」

　それしか言葉を知らない人形のように、何度も繰り返してはかぶりを振る。

「ま、マルティナ様、あの」

　困惑したトマスがマルティナの肩を掴み、顔を上げさせる。花弁が頬についてしまったのは濡れているからだ。マルティナの顔は涙でびしょびしょになっている。

「私、まだ、分からないんです。自分の好きなこと。……でも嫌なことは分かります。トマスがいなくなるのは、嫌です」

「…………」

「行かないでください、トマス」

　トマスは、視線を泳がせる。ディルクが咳払いをし、それに反応したようにフリードが口を開いた。

「……お前の主人は、俺だと思っているんだがそれは間違いないか？」

「今のところは」

「であれば命令だ。エミーリアの傍付きからは外す。その代わり、今度はマルティナの従者としてここで働いてほしい」

　マルティナとトマスが、同時にお互いを見る。まるで小さな頃のエミーリアのような純粋な瞳に、トマスはエミーリアを守ろうと誓った頃の感覚を思い出した。

　マルティナは、トマスの服の裾を掴み、見上げてくる。

「私の傍にいてください。いいですか？　トマス」

　トマスはマルティナの問いかけにすぐには答えられず、エミーリアを見た。彼の自慢の令嬢は、緩い笑みを浮かべて頷いた。

「トマスがついていてくれるなら、私、安心だわ。きっとマルティナは好きなものもたくさん見つけられるようになる」

「……いいんですか？」

　ここにいても、とフリードに問いかければ、鼻を鳴らして尊大に笑われる。

「俺は命令しているんだ。いいも悪いもない。悪いが、有能な従者をみすみす手放す気など俺にはないからな。この話は終わりだ」

　そして、エミーリアの肩を掴んだまま、奥の応接室へとずかずかと入っていく。

「カール！　悪いが茶の用意をしてくれ」

「フリード様」

　通る声で名を呼んだトマスは、深く頭を下げ、隣で困ったように佇んでいる新たな主人の頬の花弁を指でとる。

「マルティナ様、これからよろしくお願いします」

「……はい！」

　くしゃくしゃになった花束よりも、ずっと可愛らしい花のようにマルティナが笑った。




「……ったく、なにを言い出すかと思えば」

　足を投げ出すようにして応接室のソファに腰かけたフリードは、まだエミーリアを離さない。動きを封じられて、エミーリアは大人しく隣に収まっている。

「でもよく考えたら、最初は一年で帰るつもりで連れてきたから」

「でも帰らないだろ。俺はもう帰す気はないぞ」

「私も帰る気なんてないけど、トマスまで縛ってしまっていいのかしらって思ったのよ」

「いいんだよ。どうやらマルティナは本気でトマスを気に入っているようだし。よくよく考えれば下手な貴族に渡すよりもいいかもしれない。あいつらは……十歳差か？　まあないこともないだろうし、年上の弟ができるのも悪くはなかろう。なぁ、ディルク」

　突然呼びかけられたディルクは、緩い笑みを浮かべたままふたりの傍にそっと近づく。

「そうですね。マルティナ様は、今後彼女を手駒にして、領土での地位を上げようとする下級貴族たちの目に晒されることになるでしょうし。その点、彼なら下手にこの領土で後ろ盾がない分安心ですし、人柄は言うまでもない。ちょうど、養蜂の事業にも人手が欲しいところです。爵位はなくとも商業的に成功さえすれば、マルティナ様のお相手としては問題ないかと」

「マルティナの夫となればこちらの姓に入ればいいんだ」

「え？　え？　なんの話？」

　フリードとディルクが話す未来予想図はエミーリアがまったく想像していなかったものだ。どういうこと？　と身を乗り出すと、右手を持て余したフリードがエミーリアの耳たぶを遊ぶように撫で始めた。

「もしもの話だよ。マルティナに根性があれば、あながち嘘でもなくなるとは思うがな」

　エミーリアは、トマスとマルティナを見る。身長差のあるふたりは、今は親子か兄妹のようにしか見えない。けれど数年後、美しく成長したマルティナとなら、違和感はなくなるだろう。兄のように思ってきたトマスとマルティナが幸せになってくれたなら、これに勝る喜びはない。

　吸い寄せられたようにキスをしてくる夫を、エミーリアは押しのけた。

「どうしたの急に」

「美しい妻が隣にいるんだ。夫としては当然の行動だと思うが？」

「でも」

「その続きがしたいなら寝室に行こう」

「そんなことは言っていません！」

　騒いでいるうちに、紅茶のいい香りがしてくる。

「皆様、お茶の用意が整いましたよ」

　カールの声に、皆の意識がテーブルへと向かう。フリードは立ち上がり、エミーリアの腰を引き寄せた。そして耳元で、小さく囁く。

「寂しいなんて思う暇はやらないからな。俺のことだけ考えてろ」

　指がついと唇に触れる。

　それだけで昨晩のことを思い出し、エミーリアは真っ赤になった。




　――好きなものの話をしよう。

　子供の頃は、お父様とトマス。私を甘やかしてくれるふたりが、とても好きだった。

　大きくなったら乗馬と狩り。歩くのとは比べ物にならないスピードで行きたいところに行けるし、採りたての肉は美味しくて、皆が喜んでくれたから。

　そして、今はあなたとの日々。

　出会うものすべて、あなたを通すと価値が出る。

　あなたが私に選んでくれた。あなたが一緒に食べてくれた。

　それだけで、今まではなんとも思っていなかったものが好きになる。

　あなたがいれば、私はきっと、この世のすべてを好きになれる。

　最愛なるフリード。

　だからずっと、一緒にいて。

　私の世界を彩り続けて。





Ｆｉｎ．












あとがき




　はじめまして、または、お久しぶりです。坂野真夢と申します。この度は、ベリーズ文庫から二作目となります『イケメン伯爵の契約結婚事情』をお手に取っていただきありがとうございます。まさかの二作目ですよ。皆さんもびっくりされたかと思いますが、私も声が裏返るほど驚きました。

　最近、西洋絵画に興味があります。一枚の絵に物語があって、持ち物ひとつ取ってみても意味がある。それを読み解くための関連本もたくさん出ていて、いくつか読み漁っています。そしてその時代に思いをはせているうちに、むくむくと浮かんできたのがこの話です。

　私が物語を書くときにいつもテーマの一つとして入れるのが〝自分らしく生きる〟ということなのですが、今回の主人公・エミーリアは特にその傾向が強いです。年頃になり、噂通りの楚々とした令嬢になりなさいと両親から強要されても、自分を変えられない。一生ひとりでもいいんじゃないかしら、まで思ったところで降って湧いた地方伯・フリードとの一年だけの契約結婚。嫁ぎ先でも、もめ事に首を突っ込むのをやめられず……と、とにかくお転婆でマイペースで。元気な女の子が好きな私としては、今回は書いていてとても楽しかったです。

　文庫化にあたり、飛ばし気味で書いてしまった心情を加筆することができ、特別番外編も書かせていただきました。サイトで一度読まれた方にも、楽しんでいただけたら嬉しいです。




　最後になりましたが、お礼を言わせてください。いつも私の作品を読んで、応援してくださる皆様、弱音を優しく聞いてくれる友達、書籍化にあたりご尽力くださいましたスターツ出版の皆さま、特に担当の倉持様には大変お世話になりました。このあとがきを書いている時点では見ていないのですが、表紙イラストを担当してくださったアオイ冬子様（実は前から可愛いイラストのファンだったので、聞いたときは飛び上がって喜びました）、そのほかこの作品に携わって下さったすべての方に心から感謝申し上げます。ありがとうございました。





坂さか野の真ま夢む


















この物語はフィクションであり、実在の人物・団体等には一切関係ありません。

本書の無断複写・転載を禁じます。










イケメン伯爵の契約結婚事情





発　行　２０１７年１月10日　初版第１刷発行

著　者　坂野真夢

発行者　松島 滋

発行所　スターツ出版株式会社




〒１０４―００３１

東京都中央区京橋１―３―１　八重洲口大栄ビル７Ｆ

TEL……販売部　０３―６２０２―０３８６

（ご注文等に関するお問い合わせ）

URL……http://starts-pub.jp/




制　作　大日本印刷株式会社






© Mamu Sakano 2017




item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		目次



		イケメン伯爵の契約結婚事情



		噂の令嬢



		持ちかけられた契約



		当主と叔父



		良くない噂



		契約の口づけ



		山中でのやりとり



		叔父の農園



		毒の正体



		叔父の狙い



		あなたと新たな契約を



		番外編



		令嬢と従者



		特別書き下ろし番外編



		私の好きなもの



		あとがき



		奥付













Guide





		表紙



		目次













item/image/cover.jpg
IR %T’},EJ'%“
'lllustrali‘;:n/77!_%q: Yy

.
S






